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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。





本作品は本編終了後にカドカワＢＯＯＫＳ『ホームレス転生　～異世界で自由すぎる自給自足生活～』（著：徳川　レモン）のお試し版が収録されています。
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第１話「魔力に満ちた保養地は、意外と魔物も多かった」






　シロの事件も落ち着いた、次の日。

　僕はこの旅行中の目的、『楽な仕事探し』について、改めて考えてみることにした。

　最終的な目標は『働かないで生きられるスキルを作ること』だけど、それが実現したとしても、一切仕事をしないというわけにはいかない。そんな生活してたら怪しまれるからね。

　この世界は、治安が良くない。

　お金を隠してるとか、高価なマジックアイテムを溜ため込んでるとか、超絶レアスキルを商ってるとか誤解されて、目を付けられても困るんだ。

　だから「表向きの仕事」を考える必要がある。

　理想は地味で目立たなくて、一定期間で収入が入ってくるもの。

　そういうものがないかって、みんなに相談したんだけど──

「わたし、森の中にいましたから」

「ナギが『教団』を作って教祖になるのは？」

「それなら、なぁくんのすごさを、みんなに知ってもらえるの」

「ご希望ならイリスが、イルガファ領主家を動かしましょう」

「正義の教団ですねぇ。かっこいいですねぇ！」

「みんな落ち着いて。そういう話じゃないから!!」

　あと、具体的に教団名を考えるのやめてね。『天竜教団』って、それだとシロの許可がいるからね。その上『目立たない』ってのに思いっきり外れてるから。

「とりあえず、調査と観光のために市場にでも行こうよ」

　ということで、僕たちは出かけることにしたのだった。










「保養地だけあって、過ごしやすいよね。ここ」

　僕とリタとイリスは、海沿いの市場を歩いていた。

　潮風が気持ちいい。空気はほどよく湿っていて、ほんのりと温かい。

　セシルとアイネとラフィリアは、別荘の掃除をしてる。あとでお土産を買っていこう。

「……いろいろ売ってるな」

「見たことないものがいっぱいね……」

「人が集まるところには商品も集まる。商売とはそうしたものなのでしょうね」

　僕も、リタもイリスもこの町の市場は初めてだから、見てまわるのは楽しい。市場の広さはせいぜい、僕がいた世界の体育館くらいだけど、見るものいっぱいでなかなか通り抜けられない。

「この保養地は『魔力満ちる土地』と言われております」

　露店の野菜を見てる僕とリタに、イリスが教えてくれる。

「野菜や果実、それに川や海の幸が豊かなのはそのせいですね」
















「たしかに『ニギリウカ』も『フラライモ』もおっきいわね」

　リタが感心したようにつぶやいている。

　イリスの言う通り、露店に並んでる食材は他の町のものよりかなり大きい。

　異世界ニンジンは人の腕くらいの太さがあるし、異世界ホウレンソウは大量の葉っぱがついてる。隣のリンゴっぽい果実も、拳こぶしふたつ分くらいの大きさだ。店員さんが試食分をナイフで切ってくれたけど、果汁がジュースみたいにあふれてくる。

「港町イルガファで売ったら、プレミアがつくんじゃないかな」

「残念ですが、卸売りの業者さんは決まっているようです」

「……僕が考えるようなことは、もう誰かがやってるってことか」

「急ぐことないわよ、ナギ」

　リタが僕の手を握った。

「今のままでも、私たちは充分幸せだから。旅の間まで頭を悩ませなくてもいいと思うわ」

「そうですよ、お兄ちゃん」

　反対側の手を、イリスが握る。

「必要ならばイリスが港町イルガファの影の支配者となり、お兄ちゃんを養ってさしあげます」

「私だって協力するもん。ご主人様を助けるのは、奴隷の務めだもん」

「「ねーっ」」

　ほんっと、仲良いな。リタもイリスも。

　でも……そう言われてもいろいろ考えちゃうのは、ブラックバイトで苦労した名残かな。

　こっちの世界で同じ目に遭わないように、対策は早めにしておきたいんだ。

「大丈夫よ。いざとなったら私が、あんなふうにお金を稼ぐから。ね」

　リタが指さした先には──ギターっぽい楽器を弾いてる男性がいた。

「吟遊詩人ね。聖女さまの伝説を歌うみたい」

　リタは僕の手を握って、気持ちよさそうに目を閉じてる。

「天竜が亡くなってすぐの時代、その守りを失った人々は恐怖から争い、魔物の脅威も強まっていたそうです。そのころ、この町の近くに、人々を救い続けた聖女さまがいたとか」

　イリスも僕の手を握ったまま、ギターの音に耳を傾けてる。

　ふたりの話が本当なら、太古の時代は、今ほどブラックじゃなかったってことか。

　じゃあ、世界をブラックにしたのは誰なんだろう？

　──そんなことを考えてるうちに、吟遊詩人は歌い始めた。




『聖女のパーティは勇者の再来。

　天を舞う竜の加護を失った世界で、魔物を討ち続けた。

　やがて彼女は武器を捨て、人を救う者に変わる。

　それは大いなる慈悲のため。魔法を捨て、神聖なる癒やし手へ。

　彼女の前では病は消え、王の国は平穏を得る。

　おお、偉大なる聖女デリリラ。

　その神殿はいずこかに隠され、今も眠らん──』




「「……ふぅ」」

　リタもイリスも感動してる。

「私も、そういう聖女さんがいるって聞いたことはあったけど」

「イリスも、具体的なお話は初めて聞きました」

「そうなんだ」

　イリスは読書量すごいから、知ってると思ってたよ。

「私がいた教団にも、聖女の伝説はあったのよ。でもね、詳しいことはわかんないの」

「リタと聖女には『神聖力』って共通点があるもんな」

「勇者で聖女だもんね……デリリラさま」

　僕とリタは顔を見合わせて──

「「大変だったんだろうね……」」

　会ったこともない聖女さまのことを考えて、ため息をついた。

　この世界の『勇者』って、ブラックな『契約』で操られてる人もいるからなぁ。

『聖女さま』も、言葉通りの存在じゃないのかもしれない。

「残念ながら聖女さまの伝説は、ほとんど記録に残っていないのです」

　イリスは言った。

「こういうお話の中には、吟遊詩人ギルドが独占しているものがありますから」

「著作権みたいなもの？」

「それは存じませんが、吟遊詩人ギルドに怒られると人前では歌えなくなります。聖女さまの物語は本にもなってませんし、みんな吟遊詩人から教えてもらっています。ですから、そういう権利のようなものがあるのでしょうね」

「なるほど」

　元の世界でゲームを作ってた頃のことを思い出すなぁ。

　作ってストアにアップすれば、一応、著作権は自分のものになるし、誰かがダウンロードしてくれればお金も入ってくる。そうすれば「働かなくても生きられる」って思ってた。

　この世界でも一応、そういう著作の権利みたいなものはあるのか……。

　もっとも、それは誰かが保障してくれなきゃ意味はない。

　たとえば僕たちが、この世界の人たちには作れないものを作り出して、それをどこかに委託して売ったら、どうなるんだろう。イルガファの領主さんなら、イリスを通して交渉してもらえる。向こうにもマージンを渡して、代わりに複製禁止の手配と、品質の保証をしてもらえば……。

「問題はそんな都合のいいものがあるかってことだよな」

　僕は言った。

　リタもイリスも、首をかしげてる。二人にも心当たりはないみたいだ。

「やっぱり、地道にやってくしかないのかな。スキルを研究しながらクエストをこなしていく、とかね。できるだけ効率的に」

「効率的にするなら、情報が重要だとイリスは思います」

　僕の言葉に、イリスがうなずいた。

「どのあたりに魔物がいて、どれくらいの危険があるかわかれば、クエストにかかる時間や必要な装備も割り出せますから」

「あとは、目的地への距離とか、どんな地形になってるかも大事よね」

　イリスの言葉を、リタが引き継いだ。

「前にナギの世界のことを教えてもらったことがあるけど……この世界はあっちの世界みたいに、道が『あすふぁると』で覆われてるわけでもないし、近くに川があったら増水もするもの。目的地に着くまでの道のりに、休める場所があるか、村があるかも、わかってた方がいいわよね」

「なるほど……」

　周囲にどんな魔物がいるか。危険地帯はどこなのか。

　目的地までの距離。そこまでがどんな地形になっているか。

　近くに川はあるか。休める場所はあるか。村がどこにあるのか。

　そういう情報をまとめたものがあれば、仕事はもっと楽になる。

　ってことは──

「地図を作ればいいのか」

　気づくと、僕はそんな言葉を口にしていた。

　実は、この世界には正確な地図があんまりない。魔物がいる世界で測量なんかできるわけないから当たり前なんだけど。ギルドや、僕たちのいる別荘にも大雑把なものしかない。街道や町の位置もいい加減だ。

　もうちょっと詳しい地図があれば、イリスの言う『危険地帯や魔物の情報』も、リタの言う『地形や距離、川や村の位置』も、まとめて手に入れることができる。

　今よりもずっと、効率よく仕事ができるようになるはずだ。

　それと、僕たちは竜に関わるものを探してる。飛び散ってしまった『天竜の残留魔力』や、『霧の谷』みたいな遺跡や遺物なんかも。この世界は貴族がみんなにブラック労働を強いてるから、その抑止力になるように。

　地図があれば、遺跡同士の位置関係もわかるし、新しい手がかりも見つかるかもしれない。

　そんな話をリタとイリスにしたら──

「いい考えだと思うわ！」「さすがお兄ちゃんです！」

　ふたりとも目を輝かせた。

「地図を作って売ればお金になるもんね」

「イルガファ領主家が品質保証と複製の管理をすれば、お兄ちゃんは原本を作るだけで済みます」

　予想外の反応だった。

　そっか、この世界には正確な地図がないってことは、作ればお金になるのか。

　地図が作れないのは魔物がいるからと、空から世界を俯ふ瞰かんすることができないから。

　逆に考えれば、そこをなんとかすれば、使い物になる地図が作れるはずだ。

　やってみよう。情報源には当てがある。

「必要なのは羊皮紙とインクと、人気のない広い場所かな」

「羊皮紙とインクは、別荘にあったわ」

「場所についてはイルガファ領主家と取引のある商人さんに聞くといたしましょう。どのみち、保養地についたら挨あい拶さつに行く予定になっておりましたから」

「じゃあ、一いつ旦たん家に戻ろう。それから使者を出してアポイントを取って──」

　予定を決めてから、僕たちは家に戻った。

　そしてその後、イリスの紹介で、その商人さんに会いに行ったんだけど。




「現在、町の周りには魔物が大量に発生しております。ご希望の場所に行くには、討伐が必要になるでしょう」




　ということだった。

　めんどくさいな。異世界。








第２話「町のちょっとした危機を救うため、奴隷とメールでやりとりしてみた」






「わしは若いころ海竜ケルカトルに命を救われたことがありましてなぁ」

　保養地に住む商人、ドルゴールさんは、熊みたいなヒゲをなでながら言った。

「そのときの怪け我がで冒険者を辞めることになり、保養地で身体からだを癒やしているのです。もちろん海竜への祈りは欠かしたことがありません。常に海竜に関わるものを買い集めておりますので」

　ドルゴールさんは豪快に笑ってみせた。

　それは、この部屋を見ればわかる。あちこちに『海竜のお面』が飾ってあるから。

　古いものや新しいもの。鉄製のもの、陶器のもの。お面だけじゃない。海竜ケルカトルのフィギュアにタペストリー、絵画もある。どう見ても「海竜オタク部屋」だ。

「わが守り神も、ドルゴールさまの想おもいに感謝していることでしょう」

　イリスは穏やかな笑みを浮かべて、答えた。

　このあたりの対応はさすが、イルガファ領主家の娘ってところか。

　テーブルの下では僕の服の裾すそをつかんでるけど。

　僕たちがいるのは、商人ドルゴールさんの屋敷。その応接間で食事をごちそうになってる。

　情報を得るために、港町イルガファの知り合いの商人さんを訪ねたら、大歓迎された。もともと冒険者をやっていた人だからか、僕やリタにもフレンドリーだ。

　一応、主しゆ賓ひんはイリス。僕とリタはその護衛、ってことにしてあるんだけど。

「でも、町の周りに魔物が発生しているのでは、ご商売にも影響が出るでしょうね」

　僕は言った。

「街道には、それほど被害は出ていないのです。そのため、流通は止めずに済んでおります。問題は、あなたがたが望まれる広い場所──たとえば草原、たとえば空き地、廃村。そういうところに魔物が多く出没している、ということなのです」

「そんな状態なら『冒険者ギルド』が動くのでは？」

「それが難しいところでして──」

　ドルゴールさんは、はぁ、とため息をついた。

「ギルドに登録している冒険者たちは、現在『宿やど屋や待たい機き』中だそうで」

「『宿屋待機』」

　なんだそのパワーワード。

　元の世界で、いつでも仕事で呼び出せるように休暇中でも『自宅待機』を要求されるって話は聞いたことあるけど……この世界でもそんなのあるの？

「ことの始まりは、とある砦とりでが、魔物に占拠されたことなのです」

　ドルゴールさんは説明を始めた。

　この町から歩いてだいたい３日くらいの距離の所に、使われていない砦があるらしい。

　しばらく放置されているうちに、そこに魔物が住み着くようになったそうだ。ゴブリンやリザードマン、オークなど。凶暴化した奴らは、砦の近くにある町を攻撃したりしていたとか。

　そこで、王家に近い貴族が動いた。

『成果を上げた者が、王家の正規兵になれるように支援する』という条件をつけて、この町の冒険者ギルドに『砦攻略クエスト』を依頼した。そしたら、冒険者たちの応募が殺到したそうだ。

　ところが、それから数日して、魔物が大人しくなってしまった。

　砦にこもったままで、叫び声さえも聞こえない。かえって不気味なので、状況がわかるまでクエストは保留、ということになったのだそうだ。

「だから情報が集まるまで、冒険者たちは『宿屋待機』ということになったのです」

「面倒な話ですね」

「王家の正規兵になれるかもしれない、となれば、誰だって多少の理不尽は我慢しますよ」

　……ここ、異世界だよね。

　なんだか元の世界の就職事情を聞いてるような気になってきたんだけど。

「…………お兄ちゃん……もしかして、魔物が凶暴化した理由って……」

　イリスが僕の耳にささやいた。

　僕はうなずいて、リタにも目配せする。

　たぶん『天竜の残留魔力』の怒りのせいだ。

　夢の中で出会った『天竜の残留魔力』は、封印のせいで怒り、苦しんでた。天竜の怒りは、魔物を凶暴化させる効果がある。だから『天竜の残留魔力』は、それが現実世界に漏れることを恐れていた。

「……で、僕たちが『天竜の残留魔力』を解放したことで、怒りが消えて──」

「……魔物が大人しくなった、と考えるのが自然でしょうね」

　なるほどー。

　知らない間に、僕たちは魔物との戦争を防いでいたのか。びっくりだ。

「でも、冒険者の人たちは大変ですね」

「貴族の方には、なにか考えがある、と儂わしは思っておりますよ」

「ですね。貴族の方の都合で宿屋待機なら、費用も出していただけるでしょうし」

「いえいえ自腹です」

　……え。

　僕とイリス、リタの目が点になった。

　それには気づいていないのか、ドルゴールさんは話し続ける。

「なんでも『宿屋待機』は、正規兵として雇われるための適性検査もかねているらしいですな。協調性と、いつでも呼び出しに応じられるかどうかの対応能力を試す意味があるとか。なので、今回のクエスト受注を取り消す冒険者は貴族の間で低評価を受けることになり、冒険者ギルドも連帯責任を負うことになるそうです」

　……元の世界風に翻訳すると『今のところ仕事はないから自宅待機。働いてないんだからもちろん無給。でもいつでも呼び出しに応じられる状態でいること。別の仕事は受けるな。逃げたら紹介元に文句が行く』って感じかな。すごいな……ひどいな……。

　でも、このままだと僕の計画も進まない。

　しょうがないな。

「イリスさま……町の平穏のため、僕たちが魔物退治に出向く、というのはどうでしょうか」

　僕はイリスの方を見て、言った。

「海竜ケルカトルは、地上の出来事には干渉できません。なので、その巫み女こであるイリスさまの慈悲をもって、こっそり、内密に、誰にも知られないように、魔物退治に行くのはどうですか？」

「それはよい考えでしょうね」

　イリスはよそいきの顔でうなずく。

「こっそり、内密に、誰にも知られないように──」

「はい。こっそり、内密に、誰にも知られないように──」

　じ────っ。

　僕とイリスは、そろってドルゴールさんの方を見た。

「え、ええ。もちろん、イリスさまの護衛の方に魔物退治をしていただけるのであれば、この上ないかと。もちろん、誰にもこのことは話しません！　『海竜ケルカトル』に誓って！」

　ドルゴールさんは宣言してくれた。よっしゃ。

　それから僕たちは『計画』に使えそうな場所について聞いてみた。

　条件は、そこそこ広さがあること。人目につかないこと。広い平地があることだ。

　話を聞いたドルゴールさんは、少し考えてから──

「この廃村などいかがでしょう。現在、ロックリザードが住み着いている場所ですが」

　廃村までの距離は、ここから徒歩で１日くらい。街道の側そばに位置していて、近くに川が流れていることもあり、キャラバンや旅人の野営場所になっているそうだ。

　なるほど、ここなら計画を実行するのにちょうどいいな。

「わかりました。イリス＝ハフェウメアの名にかけて、いけない魔物を討伐に参りましょう」

　イリスが真面目な顔で宣言して、商人さんが感動して──

　そんなわけで、僕たちは『ロックリザード討伐クエスト』に行くことにしたのだった。










　次の日。

「……あれがロックリザードか」

　僕とアイネは、廃村の近くにある森に隠れていた。

　ここから廃村までは、直線距離で数十メートル。

　崩れた家の壁の向こうに、魔物の姿が見える。灰色の甲羅をまとった、大トカゲだ。




『ロックリザード』

　体長２メートルの大トカゲ。

　背中が岩のような甲こう羅らにおおわれている。

　悪食で、獣でも人でも、目についたものはなんでも喰くらう。

　背中の甲羅は、加工用の素材として重宝されているため、そこそこの値段で売れる。

　レベルは高くないが、甲羅を傷つけずに倒そうとすると、意外と苦労する。




　ほんとにでかいな、ロックリザード。

　背中が屋根の上からはみ出してる。皮膚は岩のような色をしていて、むちゃくちゃ固そうだ。

「セシルとリタ、イリスとラフィリアは配置についたかな……」

「あの４人なら大丈夫なの」

　アイネがふんわりとした顔で笑う。まぁ、向こうのチームはチートキャラ４人だからね。

　今、僕たちは２チームに分かれて行動してる。

　僕たちは配置についた。そろそろ、あの新スキルを使うときだ。

「『意識共有マインドリンケージ・改』のウィンドウを表示」

　僕が宣言すると、目の前に半透明のウィンドウが現れた。

　メールソフトの画面に似てる。これでメッセージを作ればいいのか。




『送信者：ナギ

　宛あて先さき：リタ

　本文：僕たちの位置からじゃ敵の数がわからない。リタの「気配察知」をお願い』




「送信、と」

　ぽちっ、と、僕はウィンドウに表示されたボタンを押した。

『意識共有・改』は頭の中で文章を考えるだけで、メッセージが作れる。『送信』ボタンを押せば、それが接続した相手に飛んでいく。

　このスキルのおかげで、僕たちはパーティをふたつに分けることができた。

　僕とアイネは森から。

　セシル、リタ、イリス、ラフィリアは、川の方から廃村に近づいてるはずだ。

『メッセージを受信しました』

　ウィンドウに文字が表示された。




『送信者：リタ

　宛先：ナギ

　本文：「気配察知」はりょうかい。

　でも、この「意識共有・改」、慣れるとすごく便利ね。同時に２人にメッセージが送れるなんて、さっすが、アイネの「魂約」スキルね！』




「……だってさ。アイネ」

「……もー。リタさんってば……」

　珍しいな。アイネがほっぺた膨らませて、真っ赤になってる。

　その顔を見てるうちに、僕は昨日の夜のことを思い出していた──








第３話「『チート嫁第２形態（アイネ）』プラス『お姉ちゃんＶｅｒ３』」






「アイネをなぁくんの『魂約者』で『４概念チートキャラ』にしてください」

　昨日の夜、僕を部屋に呼んだアイネは、そう言って頭を下げた。

「アイネは、なぁくんのしたいことの半分を、背負えるようになりたいの」

「それは助かるけど……どうしてこのタイミングで？」

　僕が聞くと、アイネはちょっぴり照れたような顔で。

「だってなぁくん、将来を見据えて、新しいお仕事のことを考えはじめたでしょ？」

「地図作りのこと？」

「そうなの。だから、なぁくんの見てる未来にたどりつけるように、アイネもお手伝いをしたい、って考えるようになったの。アイネをもっと強化すれば、いちどにふたつのクエストができるようになるかもしれないでしょ？」

「確かに……そうかも」

　現在、パーティメンバーは６人。それぞれが強力なチートスキルを持ってる。

　簡単なクエストなら、僕とセシル、リタの３人でこなすことができる。

　だから、アイネにも強力なスキルがあれば、アイネとイリス、ラフィリアの３人でもパーティが組める。採取系のクエストくらいならこなせるかもしれない。同時にふたつのパーティでクエストが受けられるようになるんだ。

「アイネ、そこまで考えてたのか」

「……という口実で、なぁくんと『魂約エンゲージ』したくなったの」

　……おいこら。

　まぁ、僕としてもパーティを分けて仕事を増やす、ってのは、どうでもいいんだけど。

　仕事がたくさんできるようになった、だからシフトを大量に入れて──って流れで、職場がブラック化するのを、今まで見てきたから。

　ただ、アイネには『魂約』して、この先も一緒にいて欲しいってのはあるんだ。

「でも、弟の……ナイアスのことは、いいのか？」

「縁があれば、きっと会えるの」

　真面目な顔で、アイネはうなずいた。

「なぁくんとこうして出会えたように、アイネと、弟のナイアスがどこかで結びついているなら、ね。今は、目の前にいる、世界で一番大切なひとと……魂の約束、したいの」

「うん。わかった」

　僕はアイネの頭をなでた。

　アイネはくすぐったそうに目を細めてる。

「わかった。やるよ『魂約』」

「はい。お願いします。なぁくん」

　アイネが、僕の手を握った。

　それをゆっくりと、自分の胸に押し当てていく。

　鼓動が伝わってくる。どくん、どくん、って。

　前に『再構築』したときより、ずっと速い。

「あ、でもでも」

　アイネは真っ赤な顔で、首を横に振った。

「みんなには、まだ、内緒にしてて欲しいの」

「いいけど。どうして？」

「実はアイネは、クールで威い厳げんのあるお姉ちゃんを目指してるの」

　……まじかー。

　いつもほんわかしてるから、気づかなかったよ。

「そのアイネが……その……みんなが寝てるあいだに、なぁくんに『魂約』をおねだりしたなんてことがばれたら…………誘惑に負けちゃったみたいで……恥ずかしいの。いつもは『みんなはなぁくんと一緒にいて。アイネは、後でいいから』って言ってるのに」

「言ってるの？」

「……言ってるの」

　言ってたのか。

　アイネはパーティのお姉ちゃんとして、いろいろ我慢してたんだな。

「だから、ね。みんなの前ではちゃんとしたお姉ちゃんでいたいの。だから……」

「そういうものなの？」

「そういうものなの！」

　そういうものなのか。じゃあしょうがないな。

「でも、首輪の色が銀色に変わるから、わかると思うんだけど」

「それはメイド服の襟で隠すから、大丈夫なの」

「大丈夫なの？」

「大丈夫なの！」

　アイネは頰をふくらませて、恨めしそうに僕を見てる。

「もー、なぁくん理屈っぽいの！　こういうのは気持ちが優先でしょ！」

　怒られた。

　怒ったアイネって、なんだか新鮮だった。

「わかったよ。じゃあ、アイネ、僕の前に座って」

「……んっ」

　言われた通り、アイネは僕の前に腰掛ける。

　僕は改めて、アイネの後ろから、胸に手を当てた。

　そして『能力再構築スキル・ストラクチヤー』を起動。

　アイネのスキルを開示する。

　再構築できるのは『虹にじ色いろ防壁ＬＶ６』『料理ＬＶ９』『掃除ＬＶ９』『棒術ＬＶ２』。

　戦闘力を上げるなら、『棒術』を使った方がいいな。

　手元には天竜の封印を壊したときに手に入れた概念『魔力』がある。

　これを使ってアイネを『４概念チートキャラ』にしよう。

「『魂約エンゲージ』と『再構築』をいっぺんにやるのは、かなり負担がかかるよ。大丈夫？」

「大丈夫、なの」

　アイネは肩越しに僕を見て、笑った。

「『お姉ちゃん』は、みんな以上の試練を乗り越えなきゃなの」

　また『お姉ちゃん』に戻ってる。

　アイネは、役割にこだわるくせがあるよな。『庶民ギルド』のギルドマスター見習いをやってたときもそうだったけど。

「もちろん恥ずかしい声は……出しちゃうと思うけど……」

　そう言って、アイネは耳まで真っ赤にして、うなずいた。

　僕は『能力再構築』のウィンドウに、アイネの『棒術ＬＶ２』を呼び出した。




『棒術ＬＶ２』

『棒』で『与えるダメージ』を『増やす』スキル




　まずはアイネを、僕の魔力になじませる。

　僕は『魔力の糸』を呼び出して、アイネのスキルの概念にからめていく。

「──んぁっ」

　ぴくん、と、アイネの身体からだが反応した。

「あ……ひさしぶり……なぁくんと、ひとつに……なるの。んっ」

「つらくない？　もっと弱くしようか？」

「ううん……もうちょっと強くても、だいじょぶ」

　アイネは肩越しに僕を見て、笑った。

「おねだりが……ばれたら恥ずかしいから、みんなが起きるまえに、終わらせて……ね」

「わかった」

　魔力を強めに。そして『棒術』の概念もほぐしておこう。

　僕は『棒』と『与えるダメージ』に魔力を強めに、流し込んだ。

「あ、あん。あ、はぁ。あ……なぁくん……が、はいって……うれ……し……んっ」

　ぴりっ、と、アイネの中にある『概念』が震えた。

　同時に、僕の手のひらにも、アイネの熱が伝わってくる。

　メイド服越しに感じる、この感じは……？

「……アイネ。この服の下って……？」

「下着……寝る前だから……その……つけてないの……」

　…………そっか。

「……続き、いくよ」

「うん…………あぅ。は……あ、あん。うん」

　アイネは僕の手を握ったまま、太ふと股ももをこすりあわせてる。

　ときどき、びくん、って、膝ひざを持ち上げて、落として。

　胸に当てた僕の手にも、しめった感触。押し返してくるような、弾力。

　普段は気にしてないけど……アイネ、意外と胸、あるよな。

「……アイネのそこは……使うためのものだよ？」

　はぅ、と、息を吐いてから、アイネは言った。

「……いつか……なぁくんと……赤ちゃんの…………ために、使えるように……して……んっ」

　アイネはふるふると首を振った。

　僕はアイネのスキルの概念を、ゆっくりと揺らしていく。アイネに負担がかからないように、ゆっくりとほぐしておかないと。

「…………はふぅ」

『棒術』の概念が、少しゆるんできた。

『棒』と『与えるダメージ』の間が開きはじめてる。

　もっとなじませるために……内側から、魔力を注いでみるか。

　僕はアイネのスキルの中にある隙間に、指と『魔力の糸』を数本、滑り込ませる。

「──────っ!?」

　よし。入った。このまま魔力を強めに送り込む。

　アイネの内側に直接、僕を流し込むように──

「…………んっ。なぁくん……そこ、深いとこまで……いじり、すぎっ……」

　アイネは横目で僕をにらんだ。

　いや、でも『魂約』するんだから、アイネの全部を知っておかないと。

『能力再構築』のウィンドウには、アイネの全身像が表示されてる。魔力の流れも見える。

　アイネの深いところに直接、魔力を流し込んでるせいか、循環効率がいい。

　今のところ、循環率は60パーセントってところだ。

「……アイネのこんなところ見せるの……なぁくんだけ……だよ？」

　アイネは切なそうに、身をよじった。

「……それに……アイネは、みんなの『お姉ちゃん』だから……こんなふうに、なぁくんにおねだりして……まりょくで……つながって……るとこ………見られたら……あ……んっ」




　とん、ととん。

「アイネさーん。ナギさまがお部屋にいないです。ご存じないですかー？」




　ノックの音がした。

　びくんっ。

　アイネの身体が、はねた。

「────んっ！　セ、セシルちゃん──あ。んっ。あ────ん────っ！」

　とっさに出そうになった声を、アイネが口を押さえてこらえる。

　ドアの外にいるのは、セシルだ。

　目を覚まして、僕を探しに来たみたいだ。

「な、なぁくん…………これ…………どうしよう……どうしよう……んっ。あ、やんっ」

「……途中でやめるのはまずいな」
















『再構築』と『魂約』を中止したらどうなるのか、想像もつかない。

　アイネのスキルはゆるゆるになって、束になった『魔力の糸』を飲み込んでる。スキルの概念も外れそうだ。『再構築』しないままで、ほっとくわけにもいかない。

「…………な、なぁくんなら……んっ。お部屋に」

　アイネはやっと、それだけを口にした。

「いらっしゃらなかったです」

　無慈悲な答えが返ってくる。

「お風ふ呂ろに」

「いらっしゃらなかったです」

「あ……あのあの…………なぁくん……なら……いま」

　アイネは口をぱくぱくさせて──

「……アイネの…………なかに…………」

　あ、言っちゃった。

「…………あ…………あ、あん。あ、や、ぁ」

「ちょ、アイネ、動かないで」

　全身ゆでだこみたいになったアイネが逃げようとしたから、僕は後ろから抱きしめた。

　その拍子に、指が動いて、『棒術ＬＶ２』の『棒』と『与えるダメージ』の間に飲み込まれる。しゅり、と、指先が概念の内側を引ひっ搔かく。

「あ、あ、や。なぁくん……そんな……ぃ、とこ……ん────ああああっ!?」

　内側から入り込んでくる刺激と、魔力に、アイネの身体が反り返る。

　ウィンドウに表示されたアイネの全身図に、びり、と、魔力の火花が散るのが見えた。

「あん……あ。ちかちか、する。あっ。んっ。ああああああああっ！」

　アイネが目を見開いた。

　細い身体が、びくん、びくん、と、跳ねて。

「…………ごめんね、セシルちゃん。アイネ……は、お姉ちゃんなのに……なぁくんにおねだりして……アイネのなか……いじってもらってるの……」

　限界まで硬直したアイネが、くたん、と脱力した。

「だ、だだだだ、だいじょうぶです！　わたし、なにも聞いてないですからっ！」

「…………なぁくんの手……あったかくて……ちかくに……あって……しあわ……せ。こんな……だめな……お姉ちゃん……なのに……」

「あのさ、アイネ」

　僕は、アイネの頭をなでた。

「アイネ、『お姉ちゃん』にこだわりすぎだってば」

「……え？」

「アイネは『お姉ちゃん』をやりたいからやってるわけで、その役割に縛られる必要なんかないんだって。それじゃ、前と同じになっちゃうだろ？」

　アイネは、自分の仕事にこだわりすぎるくせがあるからなぁ。

　無理してたら、止めてあげないと。

　でないと『庶民ギルド』の『ギルドマスター見習い』やってたときと同じだ。『お姉ちゃん』がアイネを縛ることになってしまう。そういうのは、違うから。

「それに、お姉ちゃんだっていろいろだろ？　無理に理想のお姉ちゃんにならなくたっていいから」

「……なぁくん…………うん。うん！　ん、あ。ああああっ」

　魔力を注ぐと、アイネの身体がびくん、びくんと、震えた。

「……ごめんね。セシルちゃん。アイネ、恥ずかしいお姉ちゃんで、ごめんね」

「そんなことないです！」

　ドアの向こうで、セシルが叫んだ。

「ナギさまと繫つながりたいって思うのは、奴隷としてあたりまえのことです。恥ずかしいことなんかないです」

「…………う、うん」

「と、とにかく。わたしは、どんなアイネさんも、大好きですから」

「うん…………アイネも、だいすき。みんな……だいすき、だよ────んぁっ！」

『魂約』と『４概念チートキャラ』への再構築。

　その刺激は強すぎるみたいで、アイネは涙目になってる。

「あ…………あ…………あ」

　魔力が、すぅ、と、流れ込むたびに、アイネは身体を上下にゆさぶって。

　そしてまた、力を抜く──その繰り返し。

　いつの間にかメイド服のボタンは全部外れて、背中の真ん中まで落ちてる。

「あう……アイネ……しあわせに……なってる……あたまのなか……まっしろ。アイネが、まっしろな、ところにいて──ずっと……なぁくんと……いっしょ…………あぅ……あ…………あ」

　アイネは何度も首を振ってる。

　僕は『能力再構築』のウィンドウを見た。

　ふたりぶんの魔力は完全に入り交じってる。もう十分だ。

「アイネ……『魂約』の誓いを」

「あ…………はぁ…………ぁ」

　アイネの目が、僕を見た。

「……ア、アイネは…………アイネ、は……」

「生まれ変わっても、僕はアイネと一緒にいたい」

　僕はアイネの耳元に顔を近づけて、言った。

「アイネにも側そばにいて欲しいってのもあるけど、僕の仲間は無理しちゃう人ばっかりだから、ちゃんと見ててくれる家族が必要なんだ。だから、アイネも、一緒にいて欲しい」

「…………なぁ……く…………なぁくん…………あん……はぃ…………」

　アイネの顔は、涙と汗で、ぐしゃぐしゃだったけど。

「…………アイネは…………アイネ＝クルネットは…………なぁくんと……ずっと……いっしょに……いたいの。生まれ変わっても…………ひとつになりたい…………こんなふうに……」

　言い終えたアイネは、また、はぅ、と息を吐いた。

　魔力に反応した身体が、がくがくと揺れてる。

「…………あ…………あん…………アイネ…………おかしく……ってる…………はぅ……あ」

「もうちょっとだから……がんばって」

「…………は、はい。なぁくん……アイネの……すきな……ごしゅじん……さま」

　アイネが、僕を見た。

　うつろだった目に、かすかな光がともる。

「魂の」「……た、たましぃ、の」

　そしてアイネは、僕と声を揃えて、つぶやく。




「「──結び目の約束を──『魂約エンゲージ』」」




　言葉にした瞬間、アイネの身体から、力が抜けた。

　同時に、胸の中央に、光の輪が生まれる。

　そこから出てきたのは──小さな、アイネだった。

　いつものふわふわ髪と、優しい瞳ひとみ。生まれたままの姿だ。かわいい。




『とらわれていたたましいにひかりをあててくれたひと。みちびいてくれたひと』




　魂のアイネは、言った。

『「庶民ギルド」で、おもいでにとらわれていたアイネを、すくいだしてくれてありがとう』

「こっちこそ。家族になってくれてありがとう」

『なぁくんが、アイネに新しい未来をくれたの』

　アイネの胸から現れた『魂』は、身体を伝ってのぼってきて、肩のあたりに腰掛けた。

『「庶民ギルド」はアイネにとっての、檻おりだったの。それに気づかせてくれたのも、なぁくん』

「僕だっていつも助けてもらってるから、おたがいさまだろ」

『でもね、アイネはずっと過去を見てたから……なぁくんと一緒の未来が、うれしくて──どうしたらいいかわからなくて──お姉ちゃんをやりすぎたり、暴走したりすることがあるの』

「それがアイネだもんな。一緒にいてくれれば、それでいいよ」

『奴隷だけど、家族でもいいの？　本当に、いいのかなぁ』

「なに言ってるんだよ、お姉ちゃん。むしろこっちからお願いすることだと思うよ？」

『……ありがとう。なぁくん……だいすき』

　魂のアイネは僕の頰に、ほっぺたをこすりつけた。

『アイネ、いつか、みんなのあかちゃんに、みるくをあげたい』

「……うん。いつか、ね」

　僕が言うと、アイネの『魂』は、満面の笑みを浮かべた。

『「けいやく」よりもふかいえにしを、あなたに』

　そう言ってアイネの魂は、栗色の髪を一本引き抜いて、僕の薬指に巻き付けた。

　顔を近づけるとアイネの魂は、僕の髪を引き抜き、アイネの薬指にからめた。

『アイネは「やくわり」にとらわれすぎるから』

　魂のアイネは、そう言って、お辞儀をした。

『アイネがほんとうはなにをしたいのか、おもいださせてあげてね。なぁくん』

　そして、しゅる、と、アイネの魂は、彼女の胸の中に帰って行った。

「役割」にとらわれすぎるところ、か。

　別にアイネは、アイネのままでいいんだけどね。

「……ん、なぁくん」

「『魂約』は成功したよ。アイネ」

　アイネのステータスには、新しいスキルが追加されてる。




『お姉ちゃんの宝箱クローズドボツクス』

　指定した革袋や鞄かばんに、荷物を入れるための謎空間を作り出す。

　広さは宝箱ひとつ分。入れた荷物の重さは感じない。




　できたのは、倉庫スキルだ。

　容量は宝箱ひとつ分──頭に浮かんだイメージからすると、本棚くらいのサイズか。




　僕の『魂約』スキルは──




『意識共有マインドリンケージ・改』

『意識共有』の上位版。

　奴隷にくちづけして、魔力のかけらを送り込むことで、遠く離れていてもメッセージをやりとりすることができる。徒歩で２日分くらいの距離まで離れていてもＯＫ。対象は２人まで。




　こっちは、離れた相手にメッセージを送れる、メールスキルだ。

「…………アイネ……ちゃんと……できた……？」

　アイネはまばたきをしてから、言った。

「できたよ。おつかれさま。アイネ」

　僕はアイネの髪をなでた。

　栗色の、ふわふわな髪は汗で湿ってる。けど、やっぱり気持ちいい。

「……ん。よかった。それと……セシルちゃん……」

　アイネは、ドアの方に目を向けた。

「なぁくん。セシルちゃんに……入って来てもらって、いい？」

　アイネが言ったから、僕はうなずいた。

「いいよ」

「じゃあ、来て。セシルちゃん。奴隷の仲間は、みんな……家族なの……」

　がちゃ、と、ドアが少しだけ開いて、困ったような顔のセシルがのぞいた。

　アイネは、ぼんやりした目で、それを見てる。

「ごめんね……アイネ、こんなかっこうで」

「そんなことないです。アイネさん……きれいです」

「…………これで、アイネも……なぁくんの『魂約者』になれたの……よかった……」

　アイネは安心したみたいに、身体の力を抜いた。

　うん。よかった。

「あとは『４概念チートスキル』を作るだけだ」

　僕は、概念がゆるんだ『棒術ＬＶ２』に概念『魔力』を押し当てた。

「わ、わすれてたの……あ、あっ」

　スキルの隙間に『魔力』を押し込むと、アイネの身体が、びくん、と反応した。

「や、あっ──それ────あ、いまは────だめ──ぁ！　あ」

「アイネさん、すごいです……」

　セシルは床に正座して、両手で顔をおおってる。指の隙間からこっちを見てる。

「わたし、『魂約』と『再構築』なんか同時にしたことないです。尊敬します！」

「…………そ、そう。そうなの」

　アイネは僕の手を握りしめたまま、涙目で笑った。

「だ、だよね。アイネは『お姉ちゃん』だもんね……これくらい、へっちゃら。みられてても……へいき……ん、あ、あああああっ！」

　ぐったりしてたアイネの身体が、反り返る。

　僕はアイネの『棒術ＬＶ２』に、概念『魔力』を押し込んだ。

　十分にゆるんでいたスキルは、新しい概念をあっさりと飲み込み、そして──




「実行！　『能力再構築スキル・ストラクチヤーＬＶ４』！」




「────────────────────っ！」

　僕の目の前で、アイネの身体が小刻みに上下して──。

　そして、完全に脱力した。

　肌は全身どこも上気してる。湯気が出そうなくらい。

「……な、なぁ……くん…………」

　アイネは「はぁー」「はぁあー」って、息を吐いてから、僕を見た。

「アイネは、完全になぁくんのものに……なれた？」

「なれたよ。『魂約』は成功した。『４概念チートスキル』もできたよ。よく、がんばったね」

「…………お姉ちゃんだから、ね……」

「また、お姉ちゃんに戻ってる」

「アイネは今日から、自分を偽らないお姉ちゃんになるの。ご主人様が大好きなお姉ちゃんで、内緒で恥ずかしいことをおねだりしちゃう『アイネ＝クルネット３』だよ？」

「ぼ────────────────────っ」

　ヴァージョンアップ宣言したアイネを、セシルが真っ赤な顔で見てた。

「ア、アイネさん。すごいです。『魂約』と『４概念再構築』、どっちもしちゃうなんて……お、おとな……です」

「セシルちゃんも、してもらうといいの」

「わ、わたしは、もう『魂約』しちゃいましたから……もっと別の……」

「それはあとで相談するの。ね」

「は、はい。よろしくお願いします。アイネお姉ちゃん！」

　僕の腕の中で、ぐったりしてるけど、満たされたような顔で、アイネは笑った。

　そして『再構築』したアイネの『棒術』スキルは──




『魔力棒術ＬＶ１』

『棒』と『魔力』で『与えるダメージ』を『増やす』スキル




　ロッド、ワンド、ホウキやモップなど、棒関係のものを武器として扱うためのスキル。

　敵に与えるダメージをレベル×10％＋10％増加させる。

　このスキルの使用中は、棒が『魔法の武器』扱いになるため、ゴーストなど、本来魔法の武器でないとダメージを与えられない相手とも戦うことができる。




「ね、なぁくん……なぁくん」

　気がつくと、ベッドの隣にアイネが立っていた。

　着ているのはいつものメイド服。着替えるの早いな。まだ少し、ふらついてるけど。

「アイネは、やっぱりお姉ちゃんをやりたいの。これは役割とかじゃなくて、たぶん、アイネの本能みたいなもの。だから、だから、ね」

　アイネは僕に向かって頭を下げた。

「みんなのお願いを叶かなえてあげたい。それが、アイネの一番したいことだから。お休みでも、仕事をしてるときも、それは変わらないの。もちろん、ご主人様のお願いが一番だけど、セシルちゃんたちのお願いも聞いてあげたいの」

「アイネ自身のお願いは？」

「それもちゃんと言うの。もう、遠慮しないから」

　そういって、アイネはいたずらっぽく笑った。

　さすが、パーティのお姉ちゃん。

　今回、アイネが『魂約エンゲージ』と『４概念チートスキル』への『再構築』をお願いしてきたのも、結局は僕の役に立ちたいから、だったし。

　結局のところ、アイネは僕も含めて、みんなのことが大好きなんだ。

「手に入れた力でもっともーっと、楽しい毎日にするの」

　パーティの『お姉ちゃん』は、うれしそうに宣言した。

「それがアイネの願うことであり、楽しみなんだよ。なぁくん」








第４話「ご主人様の野望のため、奴隷とメールでやりとりしてみた」






　回想終了。

　そんなわけで、アイネと『魂約エンゲージ』して生まれた『意識共有マインドリンケージ・改』は、強力なコミュニケーションスキルだ。今回はそれを使って連携して、効率よく『ロックリザード』を討伐することにした。

　今の僕は、リタとラフィリアと繫つながってる。

　でも、異世界のみんなはまだ、メールの使い方には慣れてないみたいで──




『送信者：リタ（宛あて先さき：ナギ、ラフィリア）

　本文：うう。これでいいのかなぁ。変なメッセージをナギに送っちゃったらどうしよう……』




『送信者：ラフィリア（宛先：リタさま）

　本文：慣れればどうってことないのです。大丈夫ですよぅ。あたしにだってできるのですから』




『送信者：リタ（宛先：ラフィリア）

　本文：じゃあ、ラフィリアで練習していい？　ラフィリアなら、私が失敗しても気にしないよね？　私、ナギにちゃんとしたメッセージを送れるようになりたいもん』




「……あれ？」




『送信者：ラフィリア（宛先：リタさま）

　本文：もちろんですよぅ。どうぞー』




「ちょっと待てラフィリア。リタも」




『送信者：リタ（宛先：ラフィリア）

　本文：あのね、私、ナギにこの『意識共有マインドリンケージ・改』を使ってもらったとき、すごくうれしかったの。

　ナギがこのスキルを発動して、魔力を私の中に入れてくれたとき──しあわせな気分だったなぁ……。ラフィリアならわかってくれるでしょ？　だから、言うね。うっかりナギに送っちゃわないように、ここで言っちゃうね』




「……おーい、リタ」




『送信者：ラフィリア（宛先：リタさま）

　本文：気持ちはわかるです。あたしだって、マスターの一部が自分の中に入っていると思うだけでぐへへ、なのですよー』




　あの、ふたりとも。

　このスキルを使うとき、説明したはずなんだけど……。




『送信者：ナギ（宛先：リタ、ラフィリア）

　本文：あのね、ふたりとも……この「意識共有・改」は、奴隷同士が送ったメッセージも、ご主人様に届くようになってるから。馬車の中で説明したはずだけど、わかりにくかった？』




　奴隷同士で内緒話できないように、ご主人様にも同じメッセージを送るようになってるんだ。

　基本システムだからしょうがないよね……。




『リタ：うわあああああああああああああんっ！　忘れてたああああああっ』

『ラフィリア：はい。おぼえていたですよ？』




　……覚えてたのかよ。

　ラフィリアにはあとでよく言い聞かせておこう。うん。

　それはともかく。




『ナギ：ふたりとも落ち着いて。もうすぐ作戦開始だから』

『リタ：わぅぅ。準備なんかできてるもん……』
















『ラフィリア：いつでもどーんとこい、ですぅ！』




　じゃあ『ロックリザード』退治を始めよう。

『ロックリザード』は背中を岩のような甲羅でおおわれてて、弱点は腹の下。

　だけど、足が短いからねらいにくい。力も強い。おまけになんでも喰くらう。動きがそんなに速くないのが救いか。

「甲羅が高く売れるから、できれば無傷で採取したいよね」

「わかってるの。アイネのスキルはそのためにあるの」

　僕のとなりでアイネがうなずいてる。

　あとは作戦を実行するだけだ。




『ナギ：それじゃ作戦を開始する。戦術は「いのちをだいじに」。いざという時は逃げること』

『リタ：わかりました、ご主人さま』『ラフィリア：わかったですぅー』




「いくよ、アイネ」

「はい。ご主人様。アイネはなぁくんの『魂約者』として、全力で使命を果たすの！」

　そして僕たちは、廃村へと走り出したのだった。








第５話「水と乾燥を操る者。そして友との再会」






　廃村に集まった『ロックリザード』たちは、餌を求めていた。

　彼らは、貪どん欲よくな魔物たちだ。

　発達した顎あごはなんでも喰くいちぎれる。腹にたまれば文句はない。

　ここは『ヒト』──人間やデミヒューマンのたまり場だ。腹を満たすのにはちょうどいい。

「……グググ、グル？」

　不意に、一頭のロックリザードが鳴いた。

　なにかが近づいてきている。見えた──『ヒト』の仲間だ──速い。




「でええええええりゃああああああああ────っ！」




　がいいいいいん！

　金色の髪を持つ少女が、ロックリザードの甲羅に拳こぶしをたたきつけた。

「グググ……ググググガァァ!?」

『ロックリザード』は、ごつごつした頭を、金髪の少女に向けた。

「うわーかたいー。だめだー。にげなきゃー」

　少女は『ロックリザード』に背中を向けて、逃げ出した。

『……グルル』

『ロックリザード』の本能がささやく。

　──『ヒト』は群れる習性がある。仲間がいるはず。もっとたくさんの餌にありつけるはず。

　そう思ったロックリザードたちは、少女のあとを追い始めた。

　金髪の少女は建物を避けながら、素早く逃げて行く。

　だから『ロックリザード』は身体からだを丸めて、崩れかけた建物に体当たりした。障害物を次々に壊しながら、『ロックリザード』たちは獲物を追いかける。

「もうっ！　意外と知恵が回るわね！」

「リタさん！　援護します！　『炎の壁フレイムウオール』！」

　ぼっ。

　ロックリザードと獲物の間に、燃えさかる壁が生まれた。

　よく見ると、廃村の向こうに、もっと小さな『ヒト』がいた。

　やっぱり『ヒト』は群れていたのだ。

『ブオオオオオオググググ!!』

『ロックリザード』たちは迷わず『炎の壁』につっこんだ。

　甲羅と熱い皮膚に物を言わせて突破。そのまま獲物を追いかける。

　そして──




「ありがと。リタ、セシル。ちょうどいいタイミングだ」




　不意に『ロックリザード』の真横から、声がした。

　炎の壁と、獲物に気を取られていた彼らは、伏兵に気づかなかった。

　ロックリザードたちが見たのは、黒い剣を地面すれすれに構えた、ヒトの姿。




「発動。『遅延闘技デイレイアーツＬＶ１』──！」




　巨大化した黒い剣が、『ロックリザード』たちの足を切り裂いた。







────────────────────







『グゥアアアアアアアアア!!!!』

　絶叫が響いた。

　４体の『ロックリザード』は、青緑の血を流して暴れ回る。

「ちょっと浅かったか」

　地面すれすれで剣をぶんまわすのは、僕には結構、難易度が高かったから。

　でも、巨大化した魔剣レギィの刃は、ロックリザードたちの前足を、半分くらい断ち切った。

　足止めには十分だ。




『ナギ：ラフィリア！　予定通りだ！　水をこっちに！』

『ラフィリア：了解なのですマスター！　発動しますです。「竜りゆう種しゆ旋せん風ぷうＬＶ１」!!』




　ごおおおおおおおおおおおっ！




　風が渦を巻いた。

　川のあたりで竜巻が発生する。ラフィリアの『竜種旋風ＬＶ１』の効果だ。

　派手な水音をさせながら、こっちに近づいてくる。

『グ？　グブォオオオオオオッ!?』

　ロックリザードたちも異常に気づいた。びっくりしてる。

　まぁ、普通はありえないよな。

　エルフが、竜巻で水を吸い上げながら、歩いて来るなんてことは。

　ラフィリアの『竜種旋風』は、自分のまわりに竜巻を生み出して、自由に動かせる。

　使い方によっては、川の水を吸い上げたまま動かすことだって可能なんだ。

『ラフィリア：お外で身体を洗ってるみたいですぅ。んー。悪くない解放感なのですっ』

　水しぶきがラフィリアの姿をおおい隠してる。見えるのは白い肌とピンク色の髪だけ。

　ラフィリアは謎の『かっこいいポーズ』を取り、そして──




『ラフィリア：「竜種旋風」を、解除するですーっ！』

　ざっぱん。




　解放された川の水が『ロックリザード』に降り注いだ。

『グブオオオオオォォア！　ググルァァァァァ!?』

　巨大な水たまりが『ロックリザード』を取り囲む。

　そのままラフィリアは退避。川の方へ走り出す。

「仕上げだ。アイネ。頼む」

「はーい。じゃあなぁくんは離れててね」

　アイネは水たまりにモップを突き入れた。

「発動『汚お水すい増ぞう加かＬＶ１』なの!!」




『汚水増加ＬＶ１』

『掃除道具』で『汚れた水』を『増やす』スキル




　掃除道具を浸している泥水などを、20％増加させる。

　増える分の水は、汚水に接触している空間・生物から、強制的に吸い上げる。




　ずぞぞぞぞぞぞぞぞぞ──っ！

　アイネの足下で、泥水が増えていく。

『ヴアァァァァアアァァァァ!!』

『ロックリザード』の甲羅は硬い。物理防御も高いし、魔法にだってある程度なら耐えてしまう。

　だから、弱点の腹を狙うことにした。

　あいつらは泥水に浸かったまま、腹を地面に押しつけてる。

　アイネの『汚水増加』なら、好きなだけ奴らの体液を奪い取ることができる。

『ヴゥアアアァァ……ァァ』

　ごろん。

　身体中の水分を吸い取られ、腹部がしわしわになった『ロックリザード』が、地面に転がった。

　足をかすかに痙けい攣れんさせてたけど、そのうち動かなくなる。

　動いてるのは、泥水に半分しか浸からなかった１体だけ。

「とどめなの────っ!!」

　アイネは『はがねのモップ』を手に、生き残りの『ロックリザード』に近づく。

『ヴォオオオオオオ!!』

　ロックリザードが、巨大な口を開く。アイネは、その側面に回り込み──




「発動！　『魔力棒術ＬＶ１』なのっ！」




『はがねのモップ』の柄で『ロックリザード』の甲羅を突いた。

　モップは弾はじかれたけど、アイネの魔力は甲羅を貫通して体内に届いた。

　それは弾丸のように『ロックリザード』の体内で暴れ回り、内臓をかきまわして──




　ごぼっ。




『ロックリザード』は巨大な口から、青緑の血液を吐き出し、倒れた。

「はぅぅ……」

「おつかれさま、アイネ」

　僕は、ふらり、と、倒れそうになるアイネの身体を受け止めた。

『汚水増加』も『魔力棒術』も、魔力を使うからな。あとで魔力補給をしてあげないと。

「お姉ちゃんには、なぁくんにおねだりをしちゃった責任があるの」

「そんなものないって。無理するなって言ったろ」

「という口実で、かっこいいところを見せたかったの」

　アイネはいたずらっぽく、ぺろ、と舌を出してみせた。

「なぁくんだってすごいの。ラフィリアさんの『竜種旋風』で竜巻を起こして川の水を巻き上げるなんて、普通考えないの」

「『ロックリザード』の甲羅は高た価かく売れるからね。傷めないようにしたかったんだ。でも、素材回収はあとで。まずはみんなと合流して、ひとやすみしようよ」

「はい。アイネのご主人様」

　アイネは僕の腕の中で、優しい笑みを浮かべた。

　廃村、水びたしにしちゃったな。まぁ、そのうち乾くだろ。いい天気だし。

「見て、なぁくん」

　アイネが、倒れた『ロックリザード』を指さした。

　あおむけになった敵の胸のあたりが光って──スキルクリスタルが現れた。

　久しぶりだな。魔物がスキルをドロップするの。




『匍ほ匐ふく防ぼう御ぎよＬＶ１』を手に入れた！

『地面』に『伏せて』『身を守る』スキル

　しかし、背中に甲羅がないので意味がなかった！




　これで『ロックリザード討伐クエスト』は終了だ。




『ナギ：終わったよ。そっちは大丈夫？』

『ラフィリア：びしょぬれになった以外は問題なしですぅ。こんなこともあろうかと、セシルさまとリタさまとイリスさまは水着を着てましたからねぇ』




　……セシルとリタとイリスは？




『ラフィリア：あたし、洗濯物は増やさない主義なのですぅ。んー。解放感ですー』




　そういえばさっきのラフィリアって、水しぶきの向こうに白い影しか見えなかったな……。

　………………………まぁいいか。

　風邪引かないようにたき火して、それから野営の準備だ。










「ここからはもうひとつのクエスト『地図作り』だ」

　目の前には廃村。人気はない。

　隅の方に、土が露出した平地があったから、そこで作業をしよう。

「それじゃイリス、つきあって。リタは護衛をお願い」

「はい。お兄ちゃん」

「はぁい」

　僕とリタ、イリスは手を繫いで歩き出す。

　廃村のすみっこ、地面が土になった、平地へと。

「じゃあ、ミイラ飛竜ライジカからもらったスキルを使うよ」




『魔物召喚ＬＶ５』

『身体の一部』で『関連する魔物』を『呼び出す』スキル




　僕は荷物袋から『飛竜ワイバーンのブラッドクリスタル』を取り出した。

「我らと争い、わかりあった飛竜よ。お前に話がある。近くにいるなら、ここへ！」

『魔物召喚ＬＶ５』は魔物の身体の一部を触媒にして、魔物本体を呼び出すことができる。

　スキルを起動した状態で、僕は意識を広げていく。東西南北から、反応が返ってくるのを待つ。

　……いた。

　皮膚に、ちくり、という感触。同時に、風切り音。

　意外と近くにいたみたいだ。




『グオオオオオオオオオオオ!!』




　僕たちの頭上に、翼を広げた飛竜ワイバーンが現れた。

『グオ、グググググガガ!!』

　飛竜は僕たちの頭上を旋回して、かかってこいやー、って感じで鳴いてる。

　間違いない。こないだ街道で出会った、あの飛竜だ。

「我らが友人たる飛竜ワイバーンよ。あなたにお話があります！」

　空に向かって、イリスが声をあげた。

「あなたは『飛竜のライジカ』という方を知っていますか？」

　イリスは『竜種超越共感ドラゴニツク・エクス・シンパシーＬＶ１』を発動して、呼びかけてる。

　ブラック労働は趣味じゃない。ここは平和的に協力をお願いしよう。

「イリスたちは『霧の谷』で、ミイラ飛竜のライジカにあるものを託されました」

『……グウ……ア』

　飛竜が、はばたくのをやめた。

　ゆっくりと、僕たちの前に降りてくる。

「あなたがもしも、古き飛竜と同じように天竜の味方なら、聞いて欲しいことがあります」

『オオオオオオ！』

　着地した飛竜はイリスに向かって『お手』をする。わかってくれたみたいだ。

「じゃあ、とりあえずそれを食べてよ。話が通じるようになるから」

　僕は干し肉を取り出して、飛竜の前に置いた。

「お前が天竜をあがめているなら、情報交換をしたい。僕たちは『霧の谷』で起きたことを伝える。代わりに、あんたは空から見た情報を教えて欲しい」

　イリスに翻訳をお願いして、僕は言った。

　天駆ける飛竜なら、広い範囲を移動してるはずだ。こいつの目で見た情報が欲しい。

「僕たちが、おたがいの情報を交換することにはメリットがあるはずだ。違うか？」

　ミイラ飛竜のライジカは、仲間の飛竜から谷の外の情報を手に入れていた。

　だから、近くを飛び回ってるこの飛竜が、もしかしたらその仲間なのかも、って思ったんだ。

『霧の谷』をクリアした人は、僕たち以外に誰もいない。だから、ミイラ飛竜ライジカが教えてくれた情報を伝えれば、彼に認められたって証拠になる。

　それに、僕が使った『魔物召喚ＬＶ５』は『旋風防壁ＬＶ５』と一緒に、谷でライジカがくれたものだ。特殊なスキルだから、この飛竜もライジカのものだって知ってるかもしれない。

　あとは、こいつが僕たちを信じてくれるかどうかだ。

『グヌヌ……』

　そして飛竜は、僕が差し出した干し肉を、ぐぶり、と飲み込んで──




『そうだな。我が先祖であるライジカが認めたのなら……お前はすでに俺の上位者である』




　金色の目を細めて、怖い顔で笑った。








第６話「空からの情報を手に入れたら、マッピングの重要性に気がついた」






『飛竜ワイバーンにも、知的な者とそうでない者がいる』

　頭を地面近くまでおろして、飛竜は言った。

『俺は言うまでもなく知的なものだ。あるじどのよ』

「名前を聞かせてくれないかな。僕はナギだ」

『ガルフェ』

「わかった。じゃあガルフェ、お互いの秘密は守るってことでいいかな？」

　これから話すことには重要な情報も混じってるからね。

『俺は……「霧の谷」でライジカが使命を果たしたかどうかだけを聞かせてもらえればいい』

　飛竜のガルフェは、青色の頭を横に振った。

『「霧の谷」の秘宝については、語れないのだよ』

「語れない？」

『俺たち飛竜は、秘宝を絶対に守ると誓っている。だから、情報を漏らすことはない。俺は秘宝の正体を知らぬし、その価値もわからぬ。ゆえに聞かぬし、語らない』

　僕たちは知らなかったけど、ミイラ飛竜のライジカは『知的な飛竜』の中では伝説の存在で、それに認められた者は、問答無用で上位者になるらしい。

　だから飛竜のガルフェはこうして、僕たちの前でひざまずいてるわけだ。

「わかった。まずはこちらから情報を提供する。お前のご先祖様、ミイラ飛竜のライジカは、使命を果たして消えたよ」

　僕は飛竜のガルフェに、『霧の谷』に行くことになったいきさつから話した。

　街道で僕たちがガルフェと戦ったあと、『霧の谷』の情報を聞いたこと。

　記憶喪失の仲間の記憶を取り戻すために、『霧の谷』を目指したこと。

　試練をクリアして、ミイラ飛竜のライジカから、遺産をもらったこと。

　見知らぬ敵に谷の跡地が荒らされそうになっていたから、その敵を倒したこと。

　きちんとライジカの遺体を埋葬したことも。

「ミイラ飛竜のライジカは、いいやつだったよ」

　ラフィリアの正体も教えてくれたし、僕たちを信用して、シロの卵を預けてくれた。

「彼に託されたものを大切にすることは約束する。僕たちが出せる情報はここまでだ」

『おお！　ご先祖は、数百年にわたる使命を果たしたのか……』

「ガルフェは『霧の谷』の施設については知ってるのか？」

『ああ。俺は飛竜ライジカの直系の子孫である。ご先祖が受けた使命については、代々、卵の状態で聞かされてきた。「霧の谷」が天然の魔力だまりを利用して作られた宝物庫だということも』

　飛竜のガルフェは、ががが、と、のどを鳴らして──泣いてるみたいだった。

『得るべきものは得た。では、あるじどのの問いに答えよう』

「知りたいことがあるんだ」

　まずは安全確認から始めよう。

『天竜の残留魔力』が解放されたことで、まわりに影響が出たのかどうか知りたいから。

「西の方に、魔物に占拠された砦とりでがあるって聞いたけど、どんな状況なのか教えて欲しい」

『少し前までは、生きのいいザコどもが人の世界にケンカを売ろうとしていたようだが』

　飛竜のガルフェは皮肉っぽい口調で、翼をすくめた。

『今は、魔物も去りはじめている。好戦的なゴブリンどもが残っているだけだ』

　なるほど。

　ってことは、砦攻略クエストは簡単に終わりそうだな。僕たちの出る幕はないか。

「ふたつ目の質問だけど、海の向こうに、天竜が住んでいた島があるって聞いたことがあるんだ」

　これは『天竜の残留魔力』に聞いた話だ。

　その島は天竜の領地で、僕たちにくれることになってる。

「そこって、船だとどのくらいかかる？」

『わからぬなぁ』

　飛竜のガルフェは、首を横に振った。

『俺は海を越えようと思ったことはない。俺の戦場は、この大陸だ』

「海の向こう──辺境には魔王がいるからな」

『さよう。俺は知的な飛竜だ。凶暴なものたちに関わりたくはない』

「知的だからな」

『知的であるよ』

「記憶力とか、距離感に自信は？」

『知的だから、かなりあるぞ』

　ガルフェは首を反らして、笑った。

「そっか。じゃあ、ここからが本題だけど……」

　僕は馬車から持ってきた地図を、地面に広げた。

「この地図が見える？」

『……小さすぎる』

　飛竜のガルフェは首を横に振った。

　この地図、Ａ３サイズくらいのタペストリーだからね。飛竜にとっては小さすぎるか。

「リタ、イリスも、手伝って。この地図を地面に書き写す」

「りょーかい」

「はい。お兄ちゃん」

　僕たちはそれぞれ棒を持って、土の上に地図を書き写していく。

　地図は、僕たちがいる別荘にあったものだ。

　ざっくりとした海岸線と、街道っぽい線が引いてあるだけのものだ。内陸部はほとんど白紙で、港町イルガファと、翼の町シャルカ、保養地ミシュリラっぽいところに丸が書いてあるだけ。

　町までの距離も、まわりになにがあるかもさっぱりわからない。

　飛竜のガルフェを呼び出したのは、空から見た地上のことを知るためだ。

　地図が売り物になるかどうかは別として、元の世界で無料の地図アプリに頼ってた身としては、もっと正確な地図が欲しい。これからの、安全な旅のためにも。

『おお。わかるぞ！　これは地形を描いたものだな!!』

　飛竜のガルフェは、興奮した口調で叫んだ。

「これが地図だってわかるのか。さすが知的な飛竜だな、ガルフェ」

『いやぁ、そう言われると照れるな！』

　ガルフェは照れくさそうに、後ろ足で地面を引ひっ搔かいた。

『まぁ。我は伝説の飛竜ライジカの末まつ裔えいであるからな！』

「いや、でもすごいよ。人間が作った地図を一目で理解するなんて、魔物とは思えない。尊敬するよ。そんな奴に『あるじどの』なんて呼ばれるのは光栄だ」

『お、おお』

「だってお前は知的な飛竜だもんな。前に会ったときも、イリスの話をすぐに理解して、僕たちに敵対するのをやめてくれたもんな。やっぱり、他の飛竜とはひと味違うよね」

『い、いや。あるじどのに刃向かったのは俺の不覚であった。それに気づいたからこそ、俺はあるじどのに忠誠の証あかしである「ブラッドクリスタル」を渡したのだ』

「そういってくれると助かるよ」

　いいやつだな。飛竜のガルフェ。

「じゃあ、力を合わせるついでに、地図づくりを手伝ってくれないかな」

『……なんと!?』

　飛竜のガルフェは目を見開いた。

「報酬は、甲羅をはいだロックリザードの肉だ。飛竜がこれを食べるなら、だけど」

『それはうれしいな。ロックリザードは滅多に食えない珍味なのだ。歯ごたえがあって美う味まいのだが、あいつら、背中から食うと牙きばが欠けてしまうゆえな』

　飛竜のガルフェは、牙が生えた口を開いて、僕たちを見てる。

『よかろう。それで、どんな手伝いをすればいいのだ？』

「そんなに正確じゃなくていいからさ」

　僕は飛竜の顔を見上げながら、地上に書いた地図を指さした。

　大きさは学校の教室くらい。海岸線と街道の位置だけが記された、あやふやなものだ。

「この地図を見て、地形や道、重要な施設や場所の位置を教えてもらえないかな？　僕たちがそこに書き込んでいくからさ」




　──約３時間後──




『お、おお、おおおおお！　わかる。わかるぞおおおおおっ。これは、地上である!!』

　飛竜のガルフェは、できあがった地図を見て、感動してた。

　やっぱり実際に空を飛んでる生き物の情報は正確だ。ガルフェからの情報で作り上げた地図を見ると、自分たちがどこにいるのかがよくわかる。

　ここは保養地と山岳地帯の間にある廃村。街道を進むと『砦』に行ける。

　街道を北に向かえば『霧の谷』。

『魔法実験都市』はさらに北。途中に山岳地帯があるせいで、一度大きく迂う回かいしなきゃいけない。それにあそこには結界が張ってあって、飛竜も近づきたくないところらしい。

　僕とリタとイリスは、ガルフェの話を聞きながら、地図を書き込んでいく。

　街道や川、そのまわりの地形。山は上向きの三角形。谷は下向きの三角形。森は上向きの矢印。

　とりあえず「保養地ミシュリラ周辺地図」の完成だ。元の世界の地図アプリに比べれば精度はいまいちだけど、この世界で使うには十分。どこからが道や平地で、どこからが森や沼地になってるか──それだけでもわかれば、充分実用品として使える。

　これでやっと、地方マップが手に入った。

　地図があれば移動にかかる正確な時間もわかるし、必要な食料と水の量も計算できる。

　これから魔物の出現位置、重要地点を書き加えてアップデートしていこう。

「すごいですお兄ちゃん！　これって、商人さんだったら誰でも欲しがりましょう！」

「私も驚いたわ。この大陸って、こんなふうになってたのね……」

　イリスもリタも感動してる。

　この世界で生まれたふたりから見ても、この地図はかなりできが良いらしい。

「これを、羊皮紙に写しとって売ったら、お金になるかな？」

　僕はイリスの方を見た。

「イリスにお任せください」

　イリスは両手を握りしめて、なんだか興奮してるみたいだった。

「お兄ちゃんの『働かなくても生きられる生活』の助けといたしましょう」

「じゃあ、できあがったら、よろしく」

　地図ってロマンがあるよね。

　元の世界でゲームを作ってたときもそうだったけど、地図って見るのも、作るのも、はまると止まらなくなるんだ。

「ガルフェもありがとう。さすが知的な飛竜だ」

『ち、ちてきだからなっ！　だが、なかなか疲れるものだ……』

　飛竜のガルフェは頭をふらふらさせてる。頭を使わせすぎたか。

「ありがとうガルフェ。じゃあ最後に、僕たちを背中に乗せてくれるか？」

『乗せて飛べと？』

「そこまではしないよ。上から地図の全体像を見て、記録しておきたいだけだ」

　そのためのスキルは持ってる。

　実は『意識共有マインドリンケージ・改』には、ちょっとした機能があるんだ。

「リタ。僕を背負って、この飛竜の肩まで上がってくれる？　そこで記録を取るから」

「わかったわ。ご主人様」

　リタは僕の前でかがんでくれた。

「大丈夫？　重くない？」

「獣人の運動神経をなめたらだめだもん。ナギぐらいの体重なら平気……むしろごほうびだもん！」

　リタがそう言ったから、僕は細い肩に手をかけた。

　背中に身体を乗せて、体重をかけた。

　リタは僕の両足を抱えて、すっ、と立ち上がる。

「いきます。てやああああああっ」

　リタが地面を蹴けった。

　飛竜に負担をかけないように、背骨に沿って駆け上がる。

　ぜんぜん揺れない。平地を走ってるのと変わらない。リタは数秒で飛竜の肩にたどりつく。

　飛竜の肩は、地上から３メートルくらい。ここからなら、地上に描いた地図の全体が見える。

　僕は『意識共有・改』の特殊機能を呼び出した。

『意識共有・改』はメッセージアプリみたいなもの。だから、画像を添付できる。

　つまり、カメラ機能がついてるんだ。具体的には、僕が見ているものをスナップショットにできる。送ったあとはログが残り、画像も数日間は記録される。

　別荘に戻って、地図を複写するまでは保もつはずだ。

（『意識共有・改』の特殊効果を起動）

　そう考えると、ウィンドウに『撮影』ボタンが表示された。

　指を当てて、視界はそのまま地図にあわせて、と。




　ぱしゃり。




　よし、撮れた。

　あとは、これをメッセージに添付して送れば、ログが残るはず。




『ナギ：ラフィリアへ。飛竜との話はうまくいったよ。地図を作ったから、念のため見ておいて。

　添付ファイル：ナギイメージ01（地図っぽいなにか）』




　送信完了、っと。

「とぅっ！」

　リタは飛竜ガルフェの背骨を伝って、地上へ。

「お疲れさま。リタ」

「ナギの体温をもらうのはごほうびだもん……」

　背中から降りると、リタはなんだか熱い息を吐き出した。

『グオオ……人間の社会とは』

「そうです。面倒なのです。だからこそお兄ちゃんと出会えたのでしょうけれど、ね」

　地上では、イリスと飛竜のガルフェが意気投合してる。

　僕とリタに気づくと、イリスは片腕を、ガルフェは片翼をあげて、首をかしげて、にやり。

「お兄ちゃーん。記念にこの姿を師匠にも送ってくださいー」

　飛竜と一緒にかっこいいポーズを取ったまま、イリスは言った。

「お願いいたします！　あとでイリスがご奉仕いたしますからーっ！」

『オオオオオ！　頼むぞ、あるじどの──っ！』

「いいよー」

　とりあえず中解像度（炎の矢２発分くらい）で、ぱしゃり。はい、送信。

　２枚目の画像をラフィリアに送った。

　しばらくすると、ラフィリアから返信が返ってくる。




『ラフィリア：なるほどー。「意識共有・改」は画像も送れるんですねー。ふふ。ふふふふー。

　添付ファイル：ラフィリアイメージ01（本人の了承済み）』




　……しまった。ラフィリアに知恵をつけた。

　しかも、むちゃくちゃ高解像度な画像が添付してある。

　写ってるのは、セシルとアイネ。たき火を見てるふたりを、ラフィリアが見下ろしてる構図だ。

　……服の襟元から、鎖骨が見えてる。アイネの方はその……胸の谷間も。

　………………………………………………ログは……残ってるな。うん。

　……ラフィリアには魔力の無駄遣いしないように言っとこう。




『ラフィリア：それと、さっきの地図は拝見したですぅ。びっくりですねー。この地方にある３つの町と、魔力に満ちた土地の場所が、古代エルフの魔法陣と同じなんですねぇ』




「…………え？」

　……古代エルフの魔法陣？




『ラフィリア：正確には、古代エルフが使ってた、魔力を高めるためのエンブレムですねぇ。星座みたいに宝石を配置することで、魔力の流れをよくするというものです。セシルさまの一族にも、似たようなものがあったそうです。おんなじですね。なかよしですねぇ』




『ナギ：保養地の土地が豊かなのは、もしかしてそのせい？　市場の野菜も魚も大きかったし、気候も穏やかだよね。魔法陣の魔力が、この土地を強化することってあるのか？』




『ラフィリア：なるほどです！　確かにそういうこともあるかもです。昔の人はそれを知っていて、ここに保養地を作ったのかもしれません。

　ただ、不思議なのは、星座のうち、一カ所だけ抜けてるってことです。そこも「霧の谷」と同じくらいの魔力溜だまりになるはずなんですよぅ』

　ラフィリアによると、保養地と対になる場所がなきゃおかしいらしい。

　保養地の位置は大地を流れる魔力にとって、いわゆる『ツボ』に当たるそうだ。人がそこに町を作って活動することで『ツボ』を刺激して、土地の魔力を流れやすくしている──というのが、ラフィリアの話だった。ちなみに魔法陣やエンブレムだと、その『ツボ』に指を当てて、魔法を強化したりしていた、とか。

「つまり、保養地の近くには、その魔力が流れ込む『魔力ポイント』がある……ってことか」

　僕は地上に描いた地図を、改めて眺めた。

　大きな町は『翼の町』と『保養地』と『魔法実験都市』。魔力溜まりが『霧の谷』。

　ラフィリアの言う『魔法陣』が土地に影響を与えてるなら、もう一箇所、重要地点がなきゃおかしい、ってことになる。もしかしたら、そこにも『霧の谷』と同じような施設があって、『天竜の残留魔力』が流れ着いてるかもしれない。

　これは地図と、ラフィリアたちの知識があって、初めてわかることだ。

　……この情報って、僕たちしか知らないんじゃないかな。

「そういえば、この保養地には伝説があったっけ」

　天竜が死んだあとの時代に現れた『聖女デリリラ』。

　勇者として魔物と戦い、人を救い続けた女性だ。確かその人の神殿がこの近くにあったはず。




『ナギ：セシルとアイネに確認して、この地に残ってる「聖女さま」の伝説について』




『ラフィリア：アイネさまが知ってらっしゃいます。庶民ギルドにちょっとだけ話が残ってたそうです。晩ご飯のときに一緒にお話を聞きましょう。マスター』




　レスポンス早っ。

　うちの子たち、優秀すぎだ。








第７話「久しぶりに真面目に働いたから『癒やしイベント』を実行することにした」






「──昔むかし、この地に住む人々にあがめられていた聖女、デリリラがおりました……」

　夕食のあと。

　たき火を囲む僕たちに向かって、アイネは話し始めた。




　デリリラは勇者の再来と呼ばれる、強力なパーティに所属する魔法使いでした。

　当時は、天竜ブランシャルカが死んでから、しばらく後。

　天竜の加護を失った人たちにとって、彼女のパーティは救世主のようなものだったのね。

　彼女たちは、魔物におびやかされている人々を救い、数々の強力なアイテムを作り出しました。

　けれど、彼女の最後のクエストは仲間のケンカが原因で、失敗してしまったの。

　パーティは壊滅して、みんなちりぢりになりました。

　聖女デリリラは、攻撃魔法では人を救えないと考えたのか、魔法使いを辞やめました。

　修行の末、神聖力を高めて神官に転職したのです。

　デリリラは誰も知らないところに神殿を作って、そこに住みはじめました。

　その後、人を救い続けた彼女は慈悲深い聖女として、人々の信仰を集めるようになったの。

　時は流れ、彼女は人々の前から姿を消しました。

　神殿に帰ったのだとも、神さまとして天に昇ったのだとも言われています。

　聖女デリリラの神殿の場所は、今でもわかっていないの。

　土地の魔力を利用して、神殿を隠してた……という伝説が、今でも残ってるの──




「──以上『聖女デリリラ』の伝説でした。おそまつ」

　アイネが話し終えるころには、みんな眠っちゃってた。

　起きてるのは、僕とアイネと、セシルの３人。

　僕たちは廃村で野営をしてる。

　飛竜のガルフェは日が暮れる前に帰った。

　報酬として、甲羅を取ったロックリザードの肉を渡してある。ガルフェは大きなかぎ爪で４匹分まとめてつかんで、山の方へ飛んでいった。

　僕たちの手元に残ったのは、岩のような甲羅が４個。

　これはアイネの『お姉ちゃんの宝箱』の中にしまっておこう。

「ラフィリアさんの話を聞いてまっさきに思い浮かんだのも『聖女デリリラ』なの。彼女は魔力に満ちた場所に住んでたってことを、おじいちゃんの知り合いの元吟遊詩人さんが言ってたから」

　僕とセシルの方を見ながら、アイネは言った。

　この情報はアイネのおじいさんが、元吟遊詩人さんから借金の返済代わりにもらったものらしい。

「つまり、聖女さまの神殿が、ラフィリアの言う『欠けた魔法陣』のポイントにあるかもしれないってことか」

　ラフィリアって普段は中二病のほわほわポエマーだけど、たまに鋭いから。

　だから、まっすぐ本質を突いたのかもしれない。

「誰かが古代エルフさんの魔法陣を再現しようとした、ってことですよね？　それは大昔に完成していて、今は失われているということで……」

　セシルは僕の隣で膝ひざをかかえながら、炎を見つめてる。

「『古き血』の生き残りのわたしたちに、見つけて欲しがってるのかもしれないです」

「『魔力ポイント』のことなんか、他に知ってる人はいないだろうからね……」

　僕は焚たき火びの横を見た。

　ラフィリアとイリスはくっついて眠ってる。

　イリスの方は毛布にくるまって、ラフィリアに寄り添ってる。ラフィリアの方は両手両脚投げ出して、ぐでーって感じで爆睡状態だ。リタは獣っぽいスタイルで焚き火に背中を向けてる。

「……そこに聖女さまの神殿があったとしたら、なにか残ってるかな。売れそうなものとか」

「……世界に影響を与えないようなものだといいですね」

「……安全で、あんまりレアそうに見えないのがいいの」

　魔族はセシルが最後のひとり。

　古代エルフも絶滅して、そのレプリカのラフィリアがいるだけ。

『魔力ポイント』のことが知られていないなら、なにかが手つかずで残ってる可能性はある。

「もしも聖女さまに関わるものがあるとしたら、行く前に身体からだを清めて行った方がいいの」

　ぼんやりと、アイネがつぶやいた。

「高貴な聖女様だから？」

「それもあるけど、聖女さまは、清潔感にこだわる人だったの。癒やしの力を使う前に、患者には川か泉で沐もく浴よくをさせていたらしいの。それを拒んだ人は、治療してくれなかったんだって」

　そう言って、アイネは話をしめくくった。

　僕たちはしばらく黙って、火を見つめていた。

「『魔法陣の欠けた部分』になにもなくても、シロの魔力補給はできるかな」

「そうですね。それにわたしも、なにがあるのか気になります」

「じゃあ、別荘に戻ったら探索開始なの？」

「いやいや」

　僕は手を振った。

「なんでクエストが終わったばっかりなのに、すぐに別のクエストを入れなきゃいけないんだよ。みんなはお休みに決まってるだろ？」

「みんなは……って、ナギさまは？」

「僕は地図をトレースしなきゃいけないから」

『意識共有マインドリンケージ・改』のログが消える前に、地図を紙に写し取っておかないと。

　飛竜のガルフェがくれた情報を、無駄にするわけにはいかないからね。

「ナギさま」「なぁくん」

　気がつくと、セシルとアイネが僕をにらんでた。

「ナギさまがお仕事をしてるのに、わたしたちがのんびりお休みできると思いますか？」

　セシルはほっぺたを膨らませて、顔を近づけてくる。

「奴隷を休ませて、自分はお仕事するなんて、ご主人様としての自覚が足りないの」

　アイネは胸の前で腕を組んで、あきれたように首を振ってる。

「お仕事って……マッピングはただの趣味なんだけど」

　そういう細かい作業は好きだし、楽しいし。

「じゃあ、セシルたちには別の仕事の手伝いをお願いしようかな」

　地図関係で、ひとつ思いついたことがある。

　うまくいくかはわからない。けど『働かない生活』のために、できることはしておきたい。

　どっちみち、僕はこの世界に来たばかり。だから、トライ＆エラーでやってくしかない。

　失敗もするかもしれないけど、元の世界のブラックな会社で、誰かに決められた仕事をやってるより、ずっといい。セシルたちも手伝ってくれるし、アドバイスもしてくれるからね。

「はい！　お手伝いさせてください！」

「なにをすればいいの？　なぁくん」

　セシルとアイネが身を乗り出して、僕を見た。

「そんなに難しいことじゃないよ」

　僕は指を一本、ぴん、と立てて、告げる。

「みんなが『保養地』でしたいこと、行きたいところを調べて、僕に教えて欲しいんだ」




　翌日の明け方。僕たちは馬車で保養地に戻った。

　商人のドルゴールさんに討伐の報告をして、『ロックリザード』の甲羅を３枚、買い取ってもらった。１枚は研究用の素材として残しておいた。それでも、充分なお金になったけど。

　それから別荘に戻って、一休み。

　野営でくたびれたから、今日は１日、お休みだ。




　そして次の日。

　僕は、地図のトレースをすることにした。

　用意したのは羊皮紙とインクとペン。どっちも保養地の別荘にあったものだ。

　作る地図は２種類。自分用に、細かく書き込んだもの。

　もうひとつは、商品化するための簡易化した地図だ。こっちは港町イルガファ周辺だけのもの。これをまず、イルガファ領主家と取引のある商人さんに見てもらう。売り物になりそうなら、もっと広い範囲の地図を作る。そういうことにした。

「『船乗りは船倉に隠し部屋を作る』──港町イルガファのことわざです。持ち物や情報は小出しにすること。すべてのカードを切ってしまえば、優位性を失ってしまう、という意味です」

　イリスが僕の隣で拳こぶしを握りしめた。

「情報は小出しにいたしましょう。それもまた、商売のうちです」

「そうだね。まずは試作品を信用できる人に使ってもらって、評判が良ければ簡易版を売るのがいいんじゃないかな？　あるいは、複写の権利を与えるとか」

「イリスにお任せいただければ、地図をイルガファ領主家の専売といたしましょう。領主家の紋章を押して売れば、複製品と本物を区別をすることができるようになります」

「勝手に複製して売ったら、イルガファ領主家を敵に回すことになるから？」

「そうですね。安全性を考えるなら、複写の権利を与える、というのもいいかもしれません」

「どっちにしても領主様の手を借りることになるな」

　海竜の祭り以降、イリスと領主さんの関係は、少し良くなってる。

　対等の取引なら、乗ってくれるかもしれない。

「試作品ができたら、イリスから領主さんに手紙を出してくれないかな」

「はい。心得ました。ご主人様！」

　イリスはイルガファ領主家で流通関係の仕事をしてた。

　彼女に任せておけば、うまく地図を商品化できるはずだ。

「それともうひとつ、保養地限定地図を作るのはどうかな？」

「保養地限定地図、でしょうか？」

「うん。いわゆる『保養地ガイドブック』」

　元の世界にもあったやつだ。

　昔、ゲームで町の設定を作ってたときに、図書館で借りた観光ガイドを参考にしたことがあったんだ。地図や、おすすめの場所、観光地、おいしい料理とかが載ってるやつ。せっかく地図を作るなら、そういう追加情報を載せるのもいいかもしれない。

「ほら、この世界は魔物もいるから、旅行するのも大変だろ？　だったら、旅先の情報を先に仕入れておけば、効率よく旅行が楽しめるよね？　だからガイドブックには需要があるんじゃないかって思ったんだ」

「……面白いです。お兄ちゃん」

　イリスは目をきらきらさせてる。

「わかります。イリスだって、巫み女ことして閉じ込められていたとき、本を読んで旅に思いをはせることがありましたから。それが地図つきの『がいどぶっく』となれば、想像の中で旅をすることもできましょう。最高です。『がいどぶっく』！」

「よっしゃ」

　イリスが言うなら間違いない。

　それに、実はガイドブック作りは、みんなに心置きなく観光してもらうためでもあるんだ。

『社員旅行』『ぶれいこう』と言っても、奴隷のみんなは遠慮しちゃうからね。

『ガイドブックの資料のために観光して。遊んで』と言えば、もっと気楽に旅を楽しめるはず。

　──ご主人様は、奴隷の福利厚生のためには手段を選ばないのだ。

「うん。やる気が出てきた！　始めよう」

　僕はペンを手に取った。

「イリスはみんなと一緒に『保養地おすすめの場所』を調べて。セシルとアイネには伝えてあるから。自分たちの行きたいところ、したいことをピックアップするんだ」

「大丈夫です。イリスの中にもお兄ちゃんが作った『地図』がありますので！」

　イリスは胸を押さえて、言った。

　一応、地図データは全員の中に共有してある。

『意識共有・改』で繫つながって、メールで送っておいた。ふたたび『意識共有・改』を使えばログが表示される。地図があれば、分かれて行動したときも迷子にならずに済むからね。

「じゃあ、作業よろしく」

「承知いたしました！」

　イリスが部屋を出て行く。

　僕は『意識共有・改』を起動。

　飛竜ガルフェの背中から見た地図を表示させて、それを羊皮紙に重ね合わせる。

　あとは、それをトレースしていけば、地図ができあがるはず。




　そうして時間は飛ぶように過ぎて──窓の外が真っ暗になるころ、地図のトレースは終わった。




「ん────っ！」

　身体がばきばきに固くなってる。

　できあがった地図は『意識共有・改』と、記憶にある飛竜ガルフェからの証言に基づいて作った、いわばヴァージョン１・１。細かいところを修正して、最後にもう一度『意識共有・改』のウィンドウと照らし合わせて──よし、問題なし。

　元の世界でゲーム用に作った地図とは比較にならないほどおおざっぱだ。たとえて言うなら、元の世界の画像は３０００万色利用の４Ｋで、こっちの地図は白黒２階調の線画、って感じ。

　それでもこの世界で使われてる地図と比べれば、いいものになったと思う。町の位置も、地形も、できるだけ正確に描き込んだから。これを見れば現在、どのあたりにいるかわかる。クエストもかなり楽にこなせるはずだ。

　最後に、ラフィリアが教えてくれた『古代エルフ魔法陣』の欠けた部分を、再確認。

『魔力ポイント』の場所は保養地ミシュリラの西にある、小高い岩山のあたりだ。あとでゆっくり探索に行こう。

　僕はペンを置いて、部屋を出た。

　そういえば、やけに静かだな。

　集中してたから、音にはまったく気づかなかったんだけど……。

　そんなことを考えてたら──『意識共有・改』のウィンドウに新規メッセージが現れた。




『いりす：いりすたちのほうわ、おわりまた。みなさん、がんばりま、た……』




　僕がリビングに入ると──

　机の上には『保養地ミシュリラ』の簡易地図。

　それと、まわりには、いろんな施設や場所のリストがあった。

「……できましたぁ」「ナギの役に立ったかなぁ」「……いきたいところ」「おなかいっぱいですぅ」

　セシル、リタ、イリス、ラフィリアは、床の上に転がってる。

　みんなで町中走り回って、資料を作ってたらしい。

　アイネは優しいお母さん──もとい、お姉ちゃんの顔で、みんなに毛布をかけてあげてる。

「……おつかれさま」

「おつかれさま、なぁくん」

　そう言ってアイネは、しーっ、と、唇に指を当てた。

「みんなが起きたら、ほめてあげてね？」

「みんな、がんばりすぎだよ」

　僕が『ガイドブック』を作りたいと言ったら、一生懸命『保養地』の施設とかを調べてくれたそうだ。リタとラフィリアは外を走り回り、市場のひとたちから情報収集。それをセシルとイリスがまとめて、リストアップしていったそうだ。アイネはみんなが暴走しないように歯止め役。みんな、ごはんも、水分補給も忘れてた──って。

「……ちゃんと報酬をあげないとな」

　僕はリストに視線を落とした。

　保養地の簡易マップがついてて、そのまわりに市場や施設の名前が書いてある。大通りや、人気の場所。行くのはちょっと危なそうな、さびれた町外れや、人通りのない場所なんかも。

　重要そうな施設には丸がついてる。一番丸が多いのは……保養地伝統の蒸むし風ぶ呂ろか。

「みんなに人気の療養施設。そういうのがあるのか」

「……すてきなの」

　僕は横を見ると、アイネはばっ、と視線を逸そらした。

「アイネ？」

「う、ううん。なにも言ってないの。お姉ちゃんはおねだり、この前したから」

「じゃあ、お姉ちゃんとして教えて。みんなが興味ありそうな場所は？」

「……んっ」

　アイネは細い指で、療養施設を指さした。

　決まりだ。

「じゃあ、予約を入れに行くか。商人のドルゴールさんにお願いすれば、なんとかなるだろ」

「……なぁくんってば」

「取材ですが。なにか？」

　なんだか照れくさかったから、僕はアイネから視線を逸らした。

　たまにはいいよね。『癒やしイベント』も。

　港町イルガファに戻るまでが社員旅行で、その間は『ぶれいこう』なんだから。










　そんなわけで、次の日。僕たちは保養地の療養施設に来ていた。

　施設にある蒸し風呂はこの保養地の名物で、料金さえ払えば、誰でも使うことができるそうだ。

　部屋の中に焼けた石を置いて、それに水をかけることで蒸気を発生させるもので、ほどよく汗をかいたところで、清めの効果があるという薬草の枝で身体を叩たたく。身体が熱くなったら、部屋を出て水をかぶる。それを繰り返すことで、身体の緊張も解けて、お肌もすべすべになるらしい。

「イリスさまと、その護衛の方々をご案内できるなんて光栄です」

　僕たちを案内してくれたのは、ドルゴールさんの娘さんだった。

　名前はホリアさん。アイネより少し年上の、おっとりした感じの女性だ。

「護衛の方──ソウマさまのご依頼により、一番よい部屋を予約させていただきました。イリスさまも、皆様も、ご一緒にくつろいでいただけると思いますよ」

「……いっしょ、に？」

　ホリアさんの言葉を聞いて、リタがぽつり、とつぶやく。

　それを聞いた他のみんなの顔が、はっとなった。

　全員、一斉に僕の方を見てる。

　いやいや、僕はここではイリスの護衛扱いだから。一緒に入るのは無理だから。ホリアさん不思議そうな顔してるから。

「雇い主と護衛仲間のために癒やしイベントを考えてくださるなんて、ソウマさまは素敵な護衛ですね。イリスさま」

「も、もちろんでしゅっ！」

　あ、嚙かんだ。

「もちろんです。ソウマ＝ナギさまは、このイリスが世界で一番信頼するお方なのですから」

「まぁ、イリスさまってば、まるで恋する乙女のよう」

　ホリアさんは両手をぽん、と叩いて、笑った。

「まだ12歳ですものね。大人の男性に憧あこがれるのもわかりますわ」

「…………いりすははやくおとなになりたいです……」

　イリスはぽつり、とつぶやいて、真横を向いた。

　ホリアさんはそのまま施設の受付へ。

　カウンターの向こうにいる男性に声をかけると──彼女の顔色が変わった。

「部屋がない!?　そんな！　父の名前で予約して、前金もお支払いしたはずでは!?」

「貴族のご令嬢と、上位ランクのパーティの予約が入られたのです。ご理解ください」

　受付の男性があごで、入り口の方を示した。

　僕たちがそれにつられて目をやると──そこには。

　金色の糸で刺し繡しゆうがほどこされた、豪華なドレスを着た少女と、それを取り囲むように立つ、数人の男女がいた。

　ドレスの少女が、こっちを見た。




「冒険者にはすべて『宿屋待機』を命じたはず。それに逆らうとは、いかなる所存か」




　彼女は僕たちをさげすむように鼻を鳴らして、そう言った。








第８話「えらい人と先輩が無茶ぶりしてきたので、礼儀正しくスルーしてみた」






「子し爵しやく家けの長女、エデングル＝ハイムリッヒの名において、再度問う。他の冒険者が大人しく『宿屋待機』しているというのに、こうして出歩いているとはどういうつもりだ？」

　少女は腰に手を当て、僕たちを冷めた目で見つめている。

　身長は僕より少し低いくらい。

　水色の髪を、宝石のついたバレッタで留めている。着ているのは丈が短めのドレスだ。

「非を認め謝罪し、すみやかに宿に戻るべきであろう。冒険者よ」

　静かに目を細めて、子爵家令嬢は言った。

　後ろにいる冒険者たちも、にやにやしながらうなずいてる。

　あれ？　『宿屋待機』は『砦とりで攻略クエスト』の参加者だけじゃなかったっけ？

「あの方は子爵家令嬢のエデングルさま。後ろにいるのは……護衛役の『暁あかつきの猟犬』です。この町のギルドに所属している凄すご腕うでのパーティです」

　小声でホリアさんが教えてくれる。

　貴族と上位パーティか。めんどくさいな。

「恐れながら申し上げます」

　この場の僕はイリスの護衛で、付き添いのホリアさんもいる。

　ここは丁重に行こう。

「僕たちは高貴なる方の護衛をつとめているものであり、この町の冒険者ギルドには登録しておりません。また『宿屋待機』なるクエストも受注しておりません」

「だが、この者たちはお前を冒険者ギルドで見たと申している」

「この町についた直後、ギルドに立ち寄ったことがあります」

　たぶん、その時に顔を覚えられたんだろうな。

「その際に勘違いされたのでしょうね。我々は雇ってくださった方へ感謝の気持ちをこめて、施設の蒸し風呂を使わせていただこうと思っただけであり、非難には当たらないと考えます」

　うん。筋は通ってる。問題ないな。

「だが、他の冒険者たちは『宿屋待機』をしているのだが？」

　子爵家令嬢は無表情のまま、口を開いた。

「はい、そうですね」

　僕は答えた。

「…………」

「…………」

　え？　終わり？

『宿屋待機をしているのだが』の続きは？

「確認します。『砦攻略クエスト』を受注した冒険者には『宿屋待機』の指示が出ている。他に、この町にいる冒険者たちへ特別な指示は出ていない、ということでいいでしょうか」

「そのような指示が出ているなどと言った覚えはないが？」

「では、我々は『宿屋待機』の対象にはなりません」

「だが、他の冒険者たちは『宿屋待機』をしているのだが？」

　ループした。

　時空が歪ゆがんだのかと思った。

　なんで子爵家令嬢エデングルは「なに言ってんだこいつ」って顔をしてるの？

　なんで『暁の猟犬』のパーティは、僕たちを指さしながら笑ってるんだろう？

「なにを考えているんだ」「協調性がないのは最低」「土下座土下座」──って。

「我がハイムリッヒ子爵家は、この国が始まった頃までさかのぼることができる、古き家系」

　エデングル＝ハイムリッヒは言った。

「我が家とよしみを結んでおくことは冒険者にとって不利にはならぬはず。この場で心を改め、他の冒険者同様に『宿屋待機』するのであれば、名前を覚えてやってもいいが？」

　だめだこの人。話が通じない。

「そのようなご厚情をいただくのは恐れ多いので遠慮させていただきます」

　ここは一旦、退ひこう。

　無理に押し通っても面倒なことになるし、落ち着いて風ふ呂ろにも入れないからね。

　ったく。せっかくみんなのために『癒やしイベント』を企画したのに。

「僕たちのことは忘れてください。それでは──」

「エデングルさまの厚意を無視するとは……この町のギルドで仕事を受けられると思うなよ」

『暁の猟犬』の先頭の男性が声を張り上げた。

　背中に大剣を持ってる。それをかちゃかちゃ鳴らしながら、こっちをにらみ付けてる。

「俺たちと子爵家が手を組めば、お前らを干すくらい簡単なんだからな！　ははっ！」

　施設にいる他の人たちが、その大声に反応してこっちを向く。

　よし、ちょうどいいタイミングだ。

「ならば問います。あなたは、クエストに登録せず、この町の冒険者ギルドに登録もしていない者であっても、無関係のクエストの条件に従うべきだとお考えということでいいですか？」

　僕はまっすぐ、大剣を持つ男性を指さした。

「…………え？」

　男性は驚いたように、まわりを見回す。

「わ、わ、我々はエデングルさまに雇われている身。エデングルさまの意志に従うだけだ！」

「ならば、雇われていない僕たちは、子爵家ご令嬢の意志に従う必要はないということですね」

「誰もそんなことは言ってないだろう!?」

　剣士っぽい男性は唾つばを飛ばして叫ぶ。

「ただの護衛がえらそうな口を！　我々は保養地ミシュリラ随一のパーティ『暁の猟犬』だ！　言葉を返すなら、もっと実績を積んでからにしろ！　対等な口をきける立場か!?」

「それは冒険者としての言葉ですか？　子爵家令嬢エデングルさまに雇われた者として？」

　素早く言葉を返す。

「冒険者としてなら、『暁の猟犬』はクエストを受注しているかどうかに関係なく、すべての冒険者が無関係のルールに従うことを要求している。子爵家に雇われた冒険者として話しているのなら、そもそも雇われていない僕たちには関係がない。どっちですか？」

「……お、おれは……」

「……どうした？　……『暁の猟犬』よ。なぜ答えない？」

　子爵家令嬢エデングルの表情が変わった。

　さっきまで無表情だったのに、今は冷たい目で男性をにらみつけてる。

「…………そこのお前も、一体なんの話をしている？」

「これは冒険者としての問題です。貴族の方をわずらわせるのは本意ではありません。僕としては冒険者の先輩である『暁の猟犬』の剣士さまにご教示をたまわりたいと考えております。我々の行いが間違いであるのなら、二度とこのようなことがないようにしたいので」

　僕は一息で言ってから、礼儀正しくお辞儀。

「それで『暁の猟犬』の剣士さま。あなたの意見は？」

「お、俺の意見だと……!?」

　これくらいしても文句はないだろ。

　無茶を言ってるのは子爵家令嬢と『暁の猟犬』の方なんだから。

　剣士が口ごもってるのは、変なことを言うと雇い主の機嫌を損ねることになるからか。でも「冒険者は関係ないクエストのルールに従うべき」なんて言えないよな。こいつらだって、この町の冒険者ギルドに所属してるんだから。

「うるせえ！　ごちゃごちゃごちゃごちゃと！　仕事のやり方は人それぞれだろうが！　他人の意見なんか当てにしねぇで自分で決めたらどうなんだ！　そんなこともできねぇのか、新人は！」

「わかりました。ではお言葉通り自分の意志で、これで帰ることを決めます」

　僕はそのまま、『暁の猟犬』たちに背中を向けた。

　なぜか、まわりにいた客と従業員の人たちから、まばらな拍手が聞こえた。

「そうだ」

　ふと思いついて、聞いてみた。

「エデングル＝ハイムリッヒさまが『宿屋待機』という手段を選ばれた理由はなんですか？　砦の様子が問題なら、偵察を出してもいいと思うのですが」

「いい加減にしろ！　俺たちはこれから忙しいんだよ!!　仕事で！」

「そうですか」

　これから仕事で忙しい、か。

「失礼します。子爵家と『暁の猟犬』のますますの発展とご健勝をお祈り申し上げております」

　僕たちはそろって歩き出す。

　相手が呆ぼう然ぜんとしてる間に、さっさとこの場を離れよう。

　僕たちは子爵家令嬢エデングルと『暁の猟犬』の横を通り抜け、出口に通じる階段を下りていく。出口までは段差が数十段。出るまでに、一応対策をしとこう。

　僕はラフィリアにめくばせする。

　彼女は、確か作業用の短剣を隠し持ってたはず。




「………………使えない奴だ」




　振り返ると子爵令嬢エデングルが、僕たちを罵ののしった剣士を、冷え切った目で見ていた。

　わざとらしいため息をついて、そいつから目を逸そらす。

　次の瞬間、『暁の猟犬』の剣士が、僕の方を向いた。

「よくも俺に恥を！　せっかく貴族に認められたのに、キャリアに傷をつけやがって！」

　剣士（仮）はわめき声を上げながら、僕の方に向かって来る。公共施設だからか長剣は持ってない。だけど、ベルトにダガーを挟んでる。奴が後ろに手を回す──

「お嬢様。お退さがりください！」

　僕はイリスの手を握って、リタの方に押しやった。

「──発動『柔じゆう水すい剣術ＬＶ１』」

　そして小声でスキルを発動。




　しゅるん。




　ラフィリアからこっそり受け取っていた短剣で、僕は剣士の剣を受け流した。

「うおぉぁっ？」

『暁の猟犬』の剣士が、バランスを崩して宙を舞う。

　階段は、施設の受付の方にいる子爵家令嬢と『暁の猟犬』たちからは、死角になって見えない。他の人たちからは、僕たちの姿が邪魔になってる。僕の手元は見えなかったはずだ。

「なんの真ま似ねですか!?　これが凄腕の冒険者のすることですか!?」

　僕は転げ落ちた男性に向かって、叫んだ。

「……え、あ？　一体なにが……？」

　床の上で剣士の男性は、頭を振って起き上がろうとしてる。

　腰に提げた革袋が開いて、中身がこぼれ落ちてる。銀貨と……小さな地図が一枚。

　この近くの地形を描いたものだ。僕たちが作ったのとは比較にならないほど粗いもの。

　その地形図では、保養地のすぐ近く。岩山のあたりに、印がついていた。

「貴様は我々の試練にはふさわしくない。『宿屋待機』してろ。これから我々は急いで身を清め──出動しなければならぬのだから」

　階段の上から、他の『暁の猟犬』のメンバーが、倒れた男を見下ろしていた。

「……リーダー」

　剣士の男性が呆然とつぶやく。

　リーダーと呼ばれた女性は、それを無視して、

「そちらのお嬢様には、騒がせたことをお詫わびすると、エデングルさまはおっしゃっている。後に使いをお送りする、と」

「行き違いは誰にでもあることでしょう」

　イリスは『暁の猟犬』のリーダーらしき冒険者を見上げて、言った。

「こちらは、優秀な護衛が守ってくれたので、傷ひとつございません。お気になさらぬよう」

「……ご丁寧に」

『暁の猟犬』のリーダー──若い女性──は、深々と頭を下げ、子爵家令嬢の元に戻った。

　僕たちも、もうここには用はない。

　足早に施設を離れたけど……イリスの正体はばれるだろうな。この施設、予約しちゃってるし。

　できればあいつらには関わりたくないんだけど……。




『イリス（宛あて先さき：お兄ちゃん）：お兄ちゃんも、地図、みました？』




　施設を出たところで、イリスから『意識共有・改』のメッセージが届いた。




『ナギ：あの男が落としたやつだろ。見たよ。この町の近くに印がついてた。ラフィリアが教えてくれた「古代エルフ魔法陣」の、失われた魔力ポイントだ』




『イリス：あのひとたちも、聖女の、なにか、さがしてるのでしょうか？』




『ナギ：可能性はあるね。貴族が別の情報源を持っててもおかしくない』




『イリス：では、イリスはホリアさまから、この町の冒険者の情報を引き出しましょう。商人ならば護衛を頼むこともあるでしょう。「宿屋待機」している人たちの話も聞けるかもしれません』




　メッセージを送ってきたイリスに、僕はうなずき返す。

「ホリアさま、これからお時間はありますか？」

　不意にイリスが、ホリアさんの方を見た。

　ホリアさんは穏やかな笑みを浮かべて、

「は、はい。ございます」

「それなら、イリスと一緒にお茶などどうでしょうか。せっかくなので町のお話など──」

　イリスの方はさっそく情報収集をはじめてる。

　じゃあ、僕の方も動くか。

「リタ、ラフィリア。イリスさまを別荘にお送りするように」

「わかったわ」「了解なのですマスター！」

　リタとラフィリアを護衛に、イリスとホリアさんは別荘に向かった。

「さて、と。僕たちは買い物をして帰ろう」

　僕の方はセシル、アイネを連れて、市場へ。

「なにを買われるんですか？　ナギさま」

「身を清める薬草」

　探索に行くなら、身を清める必要がある。ここは略式で、薬草だけはちゃんとしておこう。

「なぁくんはやっぱり魔法陣の『魔力ポイント』になにかあると考えてるの？」

「まぁね。元の世界でも、マップの欠けた部分には秘密がある、ってお約束だったから」

「ナギさまはやっぱり、油断のならない世界から来られたんですね……」

　ゲームの話だけどね。

「それに『魔力ポイント』が魔力を集めやすい場所なら、なにもなかったとしても──」

　僕は右腕をなでた。

　服の袖そでで隠れてるけど、そこには銀色の腕輪がある。

「『天竜シロ』に魔力ごはんをあげられるだろ？」

　前回の事件で飛び散った『天竜の残留魔力』は『霧の谷』に流れ着いてた。

　この町の近くにも『魔力ポイント』があるなら、そこでもシロの魔力を回収できるかもしれない。

「おとーさんだからね。子どものために、できることはするよ」

「……ナギさま」「……なぁくん」

　セシルもアイネもなぜか、ぽーっとした顔をしてる。

　けど、シロのためだってわかってくれてるからか、ふたりは力強くうなずいてくれた。

　さてと、観光と探索のついでだ。

　子爵家令嬢はしばらく身を清めるって言ってたから、その間に、こっちの用事を終わらせよう。








第９話「シロにごはんをあげに行ったら、隠された場所で大歓迎された」






　市場で『きよめのやくそう』を買ったあと、僕たちは別荘に戻った。




『きよめのやくそう』

　やわらかい枝に薬草の葉っぱがついたもの。

　毒を洗い流すことができる。

　重要な儀式の前に、身を清めるのにも使われる。




　その後、僕は部屋で、これからのことを考えていた。

　明日は朝から『魔力ポイント』の探索に行く予定だ。

　目的は『天竜の残留魔力』の回収。

『魔力ポイント』には周囲の魔力が集まりやすいから、この前飛び散った『天竜の残留魔力』も集まってる可能性がある。そっちはできるだけ回収しておきたい。

　第二の目的は『聖女の遺跡』の発見。だけど、これはついでだから──




　こん、ここん。




　そんなことを考えていたら、ノックの音がした。

「……ナギさま。セシルです。入ってもよろしいですか」

「いいよ。どうぞ」

「失礼します」

　ドアがそっと開いて、緊張した顔のセシルが入ってきた。

「明日のクエストですけど、ナギさまは、パーティをふたつに分けるおつもりなんですよね？」

「うん。探たん索さく組と、居残り組に」

　探索組は『魔力ポイント』で魔力の回収。

　居残り組は、子爵家令嬢がちょっかい出してきたときの対応をする予定だ。

「そのことでお願いがあるんです」

「お願い？」

「はい、ナギさま。どうかわたしを探索組に入れてください！」

　セシルは、僕に向かって深々と頭を下げた。

「いいよ。もともと、セシルかラフィリアを連れて行こうと思ってたから」

　探索組で確定してるのは、僕と、セシルかラフィリア。

　居残り組はイリスがリーダーになるって決まってる。

「今回の件は『古代エルフと魔族の魔法陣』がきっかけだから、セシルかラフィリアのどちらかを連れて行くって決めてたんだ。セシルが行きたいなら、それでいいよ」

　ラフィリアは「自分の正体はわかりましたから、細かいことはいいです」って言ってたから。

「でも、珍しいな。セシルが自分からクエストに行きたいって言い出すのは」

「……それは」

　セシルは、照れたように両手でほっぺたを押さえた。

「最近わたしは、魔族のことを、ちゃんと子孫に伝えたい……って思うようになったんです」

「子孫に？」

「はい。魔族の情報って、残ってるものが少ないですから」

「……確かに」

　魔族は歴史の表舞台に立つことがほとんどなかったから、詳しい記録も残っていない。

　これまで見つけた『魔族に関わるもの』は、クエストの途中で偶然見つけたものばかりだ。

「『霧の谷』にも、魔族と古代エルフが関わっていました。だから、今回の『魔力ポイント』にも、魔族の情報があるのかもしれないって思ったんです」

「わかった。そういうことなら、セシルにもクエストに参加してもらうよ」

　僕はうなずいた。

「は、はいっ。ありがとうございます」

　セシルは銀色の髪を揺らして、笑った。

「わたし、お役に立てるようにがんばります。子孫に『魔族の記録を見つけるために、ご主人様と一緒にがんばりました』って、自慢できるように」

「そうだね。僕も協力するから」

「ありがとうございます。ナギさまが協力してくれれば百人力です！」

「それほどたいしたことはできないけど」

「そんなことないです。ナギさまがいなければ、わたしが『子孫に魔族の記録を伝えること』なんか、絶対にできないですから！」

「……そうなの？」

「なにをおっしゃってるんですか!?　そんなの、当たり前ですっ！」

　………………そうなの？

「わかった。明日は僕とセシル、リタの３人でクエストに行く。イリスとアイネ、ラフィリアには別荘で、なにか起きたときのために待機してもらう。それでいこう」

　イリスとはまだ『意識共有マインドリンケージ・改』で繫つながってる。

　お互いの状況は共有できるし、なにかあっても対処できるはずだ。

「それじゃ、念のため身を清めておくか」

『きよめのやくそう』は買ってある。

　メインの目的は『天竜の残留魔力の回収』だけど、聖女さまの遺跡があったときのためにね。

「セシルは、この世界の清めの儀式について知ってる？」

「はい。わかります」

「じゃあ、それを教えてくれないかな」

「は、は、ひゃいっ！」

　セシルは真っ赤な顔で、僕の服の裾すそをつまんだ。

「そ、それでは、おそれながら……わたしが『きよめのぎしき』をお教えします。どうぞ……こちらにいらしてください、ナギさま」










　──子し爵しやく家け令れい嬢じようの屋敷にて　エデングル＝ハイムリッヒ──




　ここは、子爵家が所有する屋敷の応接間。

　大きなソファに座った子爵家令嬢、エデングル＝ハイムリッヒは、食後のお茶を楽しんでいた。

「ハイムリッヒ家はこの国ができたときから存在している『長久の貴族』」

　エデングル＝ハイムリッヒは言った。

「我々が古い時代の遺物を探していることを知り、お前は秘めた情報を明かすことにした。そうだな？　フェンリル＝ラグナよ」

「ああ」

　エデングルの隣で、黒髪の少年がうなずいた。

「『超絶の力を持った白ギルド』と『スキル封じのスキル』のことは伝えたよな」

　フェンリルと呼ばれた少年は、暗い目でエデングルを見ながら、言った。

「……聞いたけど？」

　エデングルは、紅茶をすすりながら、うなずいた。

「そのギルドが現在、一時的に活動を中止している。だからお前は、王家に派遣されてきた身でありながら、私に正体を伝えたのだろう？」

「『スキル封じスキル』の使い手が敗れ、行方不明になったからな」

　少年は喉のどの奥で笑った。

「今はギルドも動かないだろうよ。調査が終わるまでは」

「私の護衛に来たのがお前でよかった。お前は、真の勇者になりたいのだろう？」

　エデングルは不思議そうに、少年の黒い目を見つめた。

「その『役割』を欲している。建国の王を助けた勇者。はじまりの竜殺し。聖女デリリラ──彼らのような伝説になりたい。違うか？」

「ああ……なりたいな」

　フェンリルと呼ばれた少年は、ふふん、と鼻を鳴らした。

「俺は上位の勇者を追い落とす。いずれ起こるであろう、魔王との最終決戦で英雄になるために。だから俺は、あんたにギルドの情報を流した。王家による勇者独占と、古いにしえの力に触れる者の排除についても」

「『長久の貴族』は、そういう古いものの情報を持っている」

　エデングルは椅子に腰掛け、天井を見上げた。

「失われた『神聖遺物アーテイフアクト』、聖女が隠し持つマジックアイテム。当家でさえぼんやりとした記録しか残っていない、禁忌のもの。それらを手に入れて、当家は昔の栄華を取り戻すであろう」

「ああ、あんたの家は建国当時に失敗したんだったな」

「…………なんのことかわからないんだけど」

　エデングルは暗い目で、黒髪の少年をにらんだ。

「……ご先祖がうっかり口を滑らせただけなんだけど？　……補佐にろくな奴がいなかっただけなんだけど？　…………領民が協力してくれれば防げた事態なんだけど？」

「わかったよ、お嬢様」

「…………お前は私を笑いに来たの？」

「決まってるだろう？　協力しに来たのさ」

　黒髪の少年は、エデングル＝ハイムリッヒの前にひざまずいた。

「『古の力』を手に入れて、家の名を挙げようとするあんたの野望を助ける。代わりにあんたは、その力で俺を上位の勇者にしてくれる。そのための策のひとつが『宿屋待機』だろう？」

「人は期待値で動く──そんなのは私も知ってる」

「ああ、俺の故郷でもそうだった。『評価されてる。これから、もっといい待遇が得られるかもしれない』という期待をさせるだけで、人は動かすことができるのさ。もっとも、故郷では俺も動かされる方だったがな」

「私が『古の力』を手に入れたら、優秀な者は王家の正規兵として推薦するつもりでいるけど」

「その基準は？」

「『選ばれたことが、基準を上回っている印。選ばれなかったことが、基準を下回っていた印』」

　エデングルは淡々と言った。

「『それに疑問を挟むことは、能力のないことの印』」

「あんたは本当に優秀だな。俺の世界の知識をすぐに飲み込んで、使いこなしてくれる」

　黒髪の少年は、くくく、と喉を鳴らした。

「王家の正規兵にしてやるという話だって、あんたが思いついたんだからな」

「広告塔にはぴったり、だから」

　エデングルは笑う少年を、冷えた視線で見つめていた。

　少年はそれに気づかない。エデングルは淡々と、話し続ける。

「王家の正規兵は給与も待遇も、冒険者よりはるかに上だから。その地位が得られるとなれば、冒険者たちも多少の犠牲は払う。利用できるものは多い方がいい」

「ほんとに、あんたは極端だよな。興味ないものは石ころとしか思わねぇんだから」

「…………悪い？」

「にらむなよ。ザコに構っていては、大事は成せない。基本だろ？」

　少年は満足そうにうなずいた。

「そして子爵家の記録が本物なら、例の遺跡はすぐそこにある。仕事もすぐに終わる」

「……そのために他の冒険者を足止めしているのだけど」

　不意にエデングル＝ハイムリッヒの脳のう裏りに、施設で出会った冒険者の顔が浮かんだ。

　なんだかよくわからないことを言っていた、生意気そうな少年。

　彼のことが妙に気に掛かる。あれは自分には関係のないもの。石ころのようなものなのに。

「『長久の貴族』の記録に残るものを、他の冒険者が見つけられるわけがない。そして、宝物は早いもの勝ち。そして、今はほとんどの冒険者が『管理』されている」

「『管理』されていないのは俺だけだ」

　フェンリルと名乗った少年は、席を立った。

「本当に、護衛として派遣されてきたのがお前で良かった」

　それは、エデングルの本心だった。

　彼でなければ、これほどの情報を得ることはできなかっただろう。

　超絶ギルドのことも、それが機能不全を起こしていることも、彼の持つスキルのことも。フェンリル＝ラグナが偽名であることも。

　英雄願望を突っつくだけで、彼はすべてをさらけだしてくれた。

「……最も管理が楽なのは、自分が管理されていないと思っている人間」

　フェンリル＝ラグナが去ったあとの部屋で、エデングルはぽつり、とつぶやいた。

「すべてのものは『役割』で管理されなければいけない。身を捨てて人々を救い続けた、聖女デリリラのように。人が欲しがる役割を与えるのは、貴族のつとめ。それを利用するのも……」










　──翌日。保養地の西方にある岩山（ナギ視点）──




　昼頃に、僕たちは目的地の岩山にたどり着いた。

　地図で確認すると……このあたりが古代エルフと魔族の『魔力ポイント』で間違いない。

「一休みしてごはんにしようか」

「ううん。探索を先にした方がいいと思うわ」

　リタが不意に、岩山の一角を指さした。

「だって、あそこに怪しい結界があるもん」

「早っ」

「『結界破壊エリアブレイカー』を起動してみたの。そしたら、あそこだけ青白く光ってる」

　リタは、へっへーん、って感じで胸を張った。

『結界破壊』は、前にリタと作った、魔法なんかで作られた特殊なエリアを壊すスキルだ。

　使うと、結界のある場所そのものを見抜くことができる。

「たぶん、偽ぎ装そう結けつ界かいね。あの岩肌は幻影よ」

「これが幻影か……」

　近づいてみても、岩の斜面にしか見えない。触っても、岩の感触のままだ。

「壊すと聖女さまに怒られそうだから……セシル、通常版の『火精召喚サモニング・エレメンタル』でサラマンダーを呼び出して。この岩壁の向こうに行けるかどうか、実験してみて」

「わかりました。『異界より来たりて我が意に従え──』、『火精召喚』！」

　召喚に応じて、目の前に炎に包まれた火トカゲが現れた。

　セシルが岩壁を指さすと、サラマンダーは迷わずそちらに突進して──消えた。

「反応は？」

「サラマンダーはそのまま存在しています。岩の向こうに洞どう窟くつがあるみたいです。リタさんの言うとおり、この岩壁は幻影です。それも、かなり高レベルの」

「トラップは？」

「ないです。魔物もいないです。どうしますか、ナギさま」

「ちょっとだけ調べてみよう。危なそうなら戻ってくる、ってことで」

　そんなわけで、僕たちは岩壁の向こうを調べることにした。




　幻影の岩壁は、見た目も、感触も本物そのものだったけど──

　手を触れて、力を入れて押すと、通り抜けることができた。

　その向こうには、壁がかすかに発光する洞どう窟くつが広がっていて──




『おめでとう！　よく見つけたね！　聖女デリリラの迷宮にようこそ！』




　声がした。




『ついに冒険者がここを見つけてくれた！　さあ、こっちにおいで。迷宮の奥で私と握手！』




　……はい？




『久しぶりに！　この迷宮にひとが遊びに来てくれたー！　生前できなかったことが、やっとできるよ。ねぇ、遊ぼう。デリリラとあそんでー。ねぇ、あそんでー!!』








第10話「さびしんぼの聖女さまと、約束されし攻略」






　聖女デリリラは、この近くに住んでいたという、伝説の聖女さまだ。

　そして、周囲には古代エルフの魔法陣──魔力を集める『魔力ポイント』がある。

　ってことは──

「つまり声の主あなたは『聖女デリリラ』の残留思念、ゴースト、あるいはアンデッドで、僕たちと遊びたがっている。この洞どう窟くつはそのために魔力を利用して作った。聖女さまはそれに気づいてくれる人を待っていた」

　僕は言った。

「そして僕たちに奥に進むようにお願いしている。つまりここを攻略して欲しい。それが遊びで……ゴールには神殿があるの？」

『…………デリリラさんの言うことがなくなったよ……』

「…………なんかごめん」

『いや、賢い人は大好きだよ。もしかしたら、デリリラさんの友だちの同類がいるのかもしれないね。■■■■■、■■■■■■■、■』

　聖女デリリラ（自称）の声に、知らない言葉が混ざった。

「……『デリリラ』『いいもの』『あげる』……『おいで』です」

　セシルがつま先立ちになって、僕の耳元にささやいた。

「古代語？」

「はい。片言ですけど」

「ということは聖女さまは魔族を知ってる可能性があるってことか」

　でも、ここはとぼけておこう。

「あのー、聖女さま。よく聞き取れなかったんだけど、なに？」

『……デリリラさんのところまで来たらいいものをあげよう』

　洞窟の中に、残念そうな声が響いた。

「いいものってなんですか？」

『この迷宮のできばえから想像してごらんよ。ふふふふっ！』

　聖女さまは言った。

　僕たちのまわりで、洞窟の壁はほのかに光ってる。

　幅は数メートル、高さは僕たちの身長の倍くらい。壁の光の他に、セシルの『灯りライト』も浮かべているから、見通しは結構いい。洞窟は20メートルくらい続いていて、その先に鉄製の扉がある。迷宮の入り口かな。これを個人で作ったとしたら、かなり高レベルの存在だ。

「セシル『魔力探知』をお願い。地上と迷宮の奥、魔力の反応はどっちが強い？」

　聖女さまに聞かれないように、僕とセシルとリタは額を付き合わせて、ひそひそ話。

「迷宮の奥の方です」

　セシルは長い耳をぴくん、とふるわせて、言った。

「『魔力ポイント』はこの迷宮の一番奥にあるみたいです」

「聖女さまはその魔力を使って、この迷宮を維持してるって感じかな」

「はい。この迷宮を隠したり、いろいろな現象を生み出すのに使っているんだと思います」

　セシルは僕の手に指をからめて、うなずいた。

　じゃあしょうがない。攻略するか。

「セシル、リタ。悪いけど付き合ってくれる？」

「そこは私が逆にお願いするところだと思いますよ!?　ナギさま！」

　セシルは、びっくりした顔でこっちを見てた。

「聖女さまが魔族を知っているひとなら、会ってみたいです。ですから『奴隷の身でご主人様にお願いするのは心苦しいですけど』……って、わたしが言うべきところなのに……」

「だって僕も興味があるし。リタは？」

「今回のクエストの目的は『天竜の残留魔力』回収だもん。必要なことはするもん。私はシロちゃんのおかーさんなんだからねっ」

　リタならそう言ってくれると思った。

「いいよ。遊ぼう。聖女さん」

『そんな安請け合いしていいのかなぁ……？』

　くっく、って笑う、声がした。

　同時に、僕たちの前に映像が浮かび上がる。

　浮かんでいるのは、数人の人の姿。それと背景。まるで立体映像だ。

「……イメージを映し出すスキル？　そんなのがあるのか……？」

『デリリラさん自慢のスキル「幻影人形イメイジング・パペツト」だよ。それよりごらん、これが数百年前、この迷宮に挑戦した者たちの記録だ』

　映し出されたのは、この迷宮──壁はまだごつごつした岩壁で、天井からは鍾しよう乳にゆう石せきが下がってる。そこを歩いてるのは……金ピカの鎧よろいを着た偉そうな女性と、腰の低い剣士や魔法使いたち。

　彼らは迷宮を進んでいく。最初の扉を開けた……と、思ったら──

『グガラアアアアッ!!』

『おおおおおっ!?』

　巨大な蜘く蛛もが、冒険者たちにのしかかる。そこで２名が行動不能。さらに次は迷路。歩き続けてふらふらになった彼らはトラップに引っかかり、１名が脱落。最後に残った金ピカ鎧の女性は──

『ゴゴゴトトトトト!!　ゴトゴト！』

　ばこん。

　身長３メートルのゴーレムに殴られて、ダウンした。

　ボロボロになった彼らはそのままダンジョンの外へと放り出された。ボロボロになって、ここのことは誰にも話さないと、『契約コントラクト』した上で。

『──デリリラさんの迷宮に入るからには、それなりの覚悟をしてもらわないとね』

「あの、聖女さま」

『なにかな、挑戦者くん』

「もしかして、貴族が嫌いなんですか？」

『…………さー』

　フラットな返事が返ってくる。図星かな。

　映像に出ていた金ピカ鎧の女性が、すっごく偉そうだったから。それに……気のせいか、昨日出会った貴族の人に似てたような気がするんだ。

　とにかく、あの映像を見ると、この迷宮がかなりハイレベルなのはわかった。

　行けるところまで行って……ボコボコにされそうになったら、すかさず逃げることにしよう。あと『話さない』って『契約』は……『意識共有』で伝えるなら関係なさそうだ。

　というか、映像の中の聖女さまは貴族に対しても『話すな』って言っただけで『書くな』とも『伝えるな』とも言ってない。

　詰めが甘いし、隙を見て逃げるくらいはできると思う。




『ナギ（宛あて先さき：イリス）：聖女デリリラの遺跡らしきものを発見。今はその中にいる。通信が通じるかどうか、受信確認をお願い』




『イリス：受信確認いたしました。こちらもご報告がございます。落ち着いたらご連絡を』




『意識共有・改』は通じてる。なにかあっても、救助は呼べる。

　セシルがいる。リタがいる。レギィもつきあってくれてる。

　そして『天竜シロの卵』は魔力を少しずつ吸い込んでる。だったら、なんとかなるかな。

　この場所に『天竜の残留魔力』があるのは間違いないみたいだから、回収しておこう。

「いいでしょう。あなたが作った迷宮。僕たちが攻略してみせます」

　口調を改めて、僕は言った。

『いいね。受けて立ってくれるわけだね！』

「代わりに、僕たちがクリアしたら『幻影人形』スキルをください」

『……はい？』

　便利だよね。映像を映すスキルって。正体隠すのにも使えるし。

『……むむ。いいよ。その手のスキルは予備があるからね』

「いいんですか？」

『挑戦されたら黙っちゃいられないよ。このダンジョンを隠すのにも別のスキルを使ってるからね。ひとつくらいあげてもいいさ！』

　ダンジョンの入り口に、自信に満ちた声が響いた。

　よっしゃ、言質取った。

「じゃあ行こうか、ふたりとも」

「はい。ご主人様！」

「神聖なる聖女さまなら私にとっても先輩だもん。いくわよ！」

『おおー。ぱちぱちぱちぱち』

　適当な拍手が返ってきた。

『いいね。こんなに楽しそうに冒険するひとたちははじめてだよ。期待が持てるね』

　聖女さまの楽しそうな声とともに──

『ゆうかんなるものよ。せいじょのひほうがほしければ、さいおうをめざすがいい！』

　鈴の音がして、ゲームスタート。

　僕たちは『聖女デリリラ』の迷宮を攻略することになったのだった。







『おおっと、デリリラさんってば、うっかり最初から難易度高いものを設定しちゃったよ！　まいったなぁ！』




　僕たちの目の前には、魔法陣が描かれた扉があった。

『これは「信頼の扉」だね。複数の人間が心をひとつにしなければ開けられない扉さ。ねーねー？　聖女っぽいよね？　どう？　すごい？』

「すごいすごい」

『ふふっ。余裕ぶっていられるのも今だけだよ。こういう扉を前にしてパーティがケンカするのも、信頼関係が崩れるのも、デリリラさんは何度も見てきた』

　聖女さまのため息が聞こえた。

『ひとの心なんかわからないものさ。お互いの本心を知りたくなければ引き返して──』

「つまり『霧の谷』と似たようなシステムだね」

「信頼感を試すんですからね」

「ご主人様、こういうのは得意だもんね」

『…………君たち……どんな修羅場をくぐってきたの？』

　超越存在の墓所に探索に行ったことがあるだけですが？

「それじゃ、セシル、リタ。合体しよう」

「あ……え……は、はい。ナギさま……」「…………う、うん」

　セシルは真っ赤になって、リタは獣耳をぴくぴくさせてのけぞって──

　それでも、素直に身体からだを寄せてきてくれたから、僕はふたりの胸に手を当てた。

　そして『能力再構築スキル・ストラクチヤーＬＶ４』を発動。魔力を送り込んでいく。

「……んっ」「……あ、はぅ。おそとなのに……」

『…………あれ？　ひとり？　他のふたりはどこへ行ったの？』

『能力再構築ＬＶ４』で繫つながった僕たちは、お互いの魔力をゆっくりとかき混ぜていく。

『え？　１人？　いや、２人？　３人？　君たち何人いるの？　ねぇ!?』

「「「さー？」」」

　僕たちは魔力と、呼吸をひとつにして、扉を押した。




　ぎぎ。




　開いた。

『え？　え？　ええええっ？』

　洞窟内に聖女さまの声が響く。

　向こうは、僕たちを魔力で識別してるみたいだ。

『おかしいよ！　どうしてこんなにあっさりクリアするの!?　聖女さまのパーティだって、この手のイベントはクリアできなかったんだよ！』

「愛です」「う……うん。そうだもん」

『…………なんだよそれー。ずるっこだー』

　不満そうな声を聞きながら、僕たちは扉の隙間を通り抜けた。










『次は迷路だよ。デリリラさんの自信作だ！　どれくらいの時間で突破できるかな!?』




　扉を抜けると、そこはダンジョンのような場所だった。

「……なんだか『リアル脱出ゲーム』っぽくなってきたなぁ」

　元の世界にもそういうのがあったっけ。

　このダンジョンはアトラクションでもハリボテでも書き割りでもない、文字通りの本物リアルだけど。

「……ふしぎなところですね」

「……これ、ほんとに聖女さまが作ったの……？」

　セシルもリタも、びっくりしてる。

　地面はなめらかな石。壁は石やレンガ、木でできていて、複雑な迷路を作ってる。

　壁は天井にくっついてるから、乗り越えることはできない。かなり難易度が高そうだ。

『さあ冒険者よ。持てる能力スキルと知恵をぞんぶんにふるって、迷路を攻略するがいい！』

　持てる能力と知恵をふるって……か。

「まともに攻略したら、時間がかかりそうだな」

　ゴールが『魔力ポイント』なら、魔力が強い方に向かえばいい。

　だいたいの方向はセシルがわかるし、『天竜シロの腕輪』も反応してくれてる。

　聖女さまは『能力と知恵をぞんぶんにふるって』って言ってくれたから、それに従おう。

　攻略法は、さっき映像を見たときに思いついたからね。

　せーのっ。

「発動。『建けん築ちく物ぶつ強きよう打だＬＶ１』」

　どごん。

　レンガの壁に穴が空いた。

『────ちょ!?』

　聖女さまの悲鳴がひびいた。

　穴の向こうでは、レンガの直撃を受けた大トカゲが倒れてた。




『ケイブリザード』

　洞窟に住む大トカゲ。

　温度を感知する特殊な器官を持ち、暗がりに迷い込んで来た動物や人間を襲う。

　肉がしまっていて、タレをつけて焼くとおいしい。




「えい」

　僕は魔剣レギィを振った。

　さくん。




　ケイブリザードをたおした！




　壁の向こうは直線の通路だ。まっすぐ、ゴール（仮）の方向に続いてる。

『いんちきだ！　最低でも十数時間かかるように作ったのに！　もっと苦労してよ！』

「苦労はこれからすると思うよ。聖女さま」

　僕とリタの『建築物強打ＬＶ１』は、レンガと木の壁しか壊せない。

　ここには石の壁、大理石っぽい壁もある。ショートカットできる場所は限られる。

「多少のチートはできるけど、脱出までには結構時間がかかるんじゃないかな」

『え？　そう。ならいいけどねー！』

　聖女さまは安心したみたいだ。

『ふっふーん！　高レベルの魔物も配置してあるからね！　死なない程度にがんばりなよ！』

　ネタバレありがとう。そっちは避けます。

　しばらくは石の壁が続くから、次にレンガか木の壁が現れたら壊して──

「あのね、ナギ……」

　振り返るとリタが尻しつ尾ぽをぴこぴこさせて、僕の顔を見上げてた。

　その後ろにはレンガの壁の残ざん骸がい。

　リタも自分の『建築物強打ＬＶ１』で壁が壊せるか試したらしい。

「『建築物強打』のレベルが上がったの。ほめて！」

「本当に!?　すごいな」

　そういえば温泉街で『偽魔族』と戦ったとき、リタは『建築物強打』を連発してたっけ。

　それにプラスして、今ので経験値が溜たまったってことか。確認してみよう。




『建築物強打ＬＶ２』

　殴ったり切りつけたりすることで、建築物にダメージを与えることができる。

　破壊特性「木の壁」「レンガの壁」──「石壁（ＮＥＷ！）」

　固い物質ほど、壊すときに魔力（あるいは神聖力）を消費するので注意。




「……ごめん。聖女さん。この迷路、余裕かもしれない……」

『なんだよそれええええええええええっ！』

　僕とリタであと一回ずつ壁を殴ったらゴールできました。










『お次は水路だよっ！　水中にデリリラさんが作った魔法生物がいるから、気を付けてねっ！』




　聖女さんはキレ気味に言った。

　迷路の先には、長さ20メートルくらいのプールがあった。

　中には怪しい魔法生物がいるらしい。

　端には狭い道があるけど、そこで襲われたら逃げ場がない。確かに、難易度が高そうだ。

「レギィ、水中にいる生物にスキルで干渉してみて」

　僕は魔剣レギィに触れて、呼びかけた。

『了解じゃ！』

　ぽん、と、音がして、人形のレギィが僕の肩の上に現れる。

『水中にいるのは、このデリリラさんが患者を止血するのに使っていた魔法物質に、擬似的な生命を与えたもの。休眠状態にすれば何年でも──って、聞いてる!?』

『発動「液状生物支配スライムブリンガーＬＶ１」！　わかったぞ主ぬしさま。水中におるのはスライムの亜種じゃ。操ることは難しいが、しばらく動きを押さえることならできる』

「そっか。それなら、合図をしたらお願い」

　僕は魔剣レギィを掲げた。

「セシル。さっきの『サラマンダー』を呼び出せる？」

「は、はい」

　セシルが呪文を唱えると、手のひらサイズの火トカゲが出現した。

　飛行能力を持つそれは空中に浮かび上がり、水の上をぐるぐると回り始める。

　ぞぞぞぞぞぞ。

　水面が泡立った。サラマンダーにつられて、魔物が動き出したんだ。

『主さま！　水中の魔物が暴れておる！　もたぬぞ！』

「いいよ。スキルを止めて。こっちも準備できた」

『──「液状生物支配ＬＶ１」を停止する。来るぞ、主さま！』

　ぼばばぁっ！

　今まで押さえ込まれてた反動で、軟体生物が勢いよく飛び出してくる。

　殻のないカタツムリみたいなかたちで、むちゃくちゃ大量の触角が生えてる。

『ふふふー。これがデリリラさん自慢の魔法生物だよ！』

　聖女さまの声が響いた。

『思い出すなぁ。デリリラさんの仲間はスライム嫌いで、誰が倒すかってケンカしたっけ。魔法か、魔法の武器じゃないと効果が薄いから、みんな戦いたがらないんだよね！』

「発動！　『遅延闘技デイレイアーツＬＶ１』（空振り20回分）!!」

　僕は巨大化した魔剣レギィを振った。

　魔法生物『ぬとぬと（仮称）』が、まっぷたつになった。

「じゃあ、ここで休憩しよう。アイネがくれたクッキーがあるよ」

「はい。わたし、ご主人様の足をもんで差し上げます。まずはリタさんで実験です！」

「や、もう、セシルちゃん。くすぐったい。あ、足はだめだってば！」

「貴重な触手系の魔物じゃったのになぁ。もったいなかったのぅ。主さま」

　僕たちは、クッキーをかじりながら一休み。

　あとでのんびり、落ちないように気をつけて移動しよう。

『……君たちもしかして、魔王を倒した勇者とかじゃないよね？』

「そんなうさんくさいものと一緒にしないでください」

　僕は言った。

　聖女さまは黙った。










『よ、よくぞここまでたどりついたね！』

　プールの次は、円形の大広間だった。

　天井が急に高くなってる。だいたい15メートルくらい。

　そして広間の中央には、ドラゴンがいた。

　大きさは６から８メートル。２本の脚で地面をしっかりと踏みしめて、長い首を伸ばしてる。

『さぁ、最後の試練だ。これはドラゴンゴーレム。私たちが最後のクエストで戦った相手のレプリカだよ。デリリラさんの宝物が欲しければ、ここを突破してみせなよ！』

「でかいな」

『でかいよー』

「これだけのものを、よく動かせますね」

『ふっふーん。そのためにこの土地を選んだんだからね。ここは天地の魔力を集めやすい魔力ポイント。そして、そのドラゴンゴーレムには、とれたてぴちぴちの魔力を注いであるのさっ』

「とれたてぴちぴちの魔力？」

『最近、近所で魔力の爆発があってね。デリリラさんもそれで久しぶりに目を覚ましたんだよ』

「西の方で？」

『詳しいね？』

「冒険者ですから」

『そっか。そうだよね。どうだい、デリリラさんの後輩よ！』

　大広間に、聖女さまの楽しそうな声が響いた。

『ここまでが簡単だったから油断したかい!?　さあ、君たちの真の力を見せてもらうよ！』

「シロ。起きて」

　僕は右腕にある『天竜シロの腕輪』をなでた。

「あの中にごはんがあるってさ」

『しってるー』

　言うまでもなかった。

『たべてるー』

　腕輪はむちゃくちゃ熱くなってて、シロの卵も小刻みに震えてる。

　すごい勢いで魔力を吸収してるのがわかる。

『本気でやらないと大けがするよ！　さぁ、やっちゃえ。ドラゴンゴーレム!!』

　聖女さまは叫んだ。




　しかし、ドラゴンゴーレムは動かなかった！




『……あれ？　なんで？』

「魔力切れじゃないかな」

『そんなわけないよ？　最近集めたばっかりの魔力を注ぎ込んだのに!?』

　たぶん、それは『天竜の残留魔力』だ。

　この場所は、天地の魔力を集めやすい『魔力ポイント』で、保養地と対になってる。あっちで人が活動することで魔力の流れ──『竜脈』のようなものが刺激されて、この地に魔力が流れ込むようになってるって、ラフィリアは言ってた。

　たぶんその魔力の中に『天竜の残留魔力』も混ざってたんだろうな。シロが活性化して、それを一生懸命に吸い込んでるから。

　聖女さまの言ってた『とれたてぴちぴちの魔力』は『天竜の残留魔力』ってことで──

　ドラゴンゴーレムはその魔力を動力源にしてたから、活動停止した、というわけか。

『おとーさん』

「おいしかった？　シロ」

『うん。きょうはおなかいっぱい。連れてきてくれて、ありがと……』

『天竜の腕輪』の振動が止まる。眠ったみたいだ。

「こっちこそ、ありがと。おやすみ、シロ」

　シロがいたから、僕たちは安心してこの迷宮を攻略できた。

　聖女さまがこの迷宮に『天竜の残留魔力』を使ってるなら、シロは完全なアンチキャラだからね。

「迷宮のイベントはこれで終わりかな、聖女さま」

『…………現代の冒険者、こわい』

　聖女さまの涙声が響いた。

『終わりだよ。君たちの勝ちだ』

「「「「よっしゃー！」」」」

　ぱん、ぱぱん。

　僕とセシル、リタ、レギィは手を打ち合わせた。

　同時に、大広場の一番奥の壁が、開いた。

　そこから陽ひの光があふれてる。迷宮の出口か。

「聞いてもいいかな、聖女さま」

『もーいいよ。なんでも聞けばいいじゃない！』

　逆ギレしないでください聖女さま。

「……聖女さまは本当に、僕たちと遊びたかっただけ？」

『そうだよ。だって、生きてる間は遊べなかったんだもの』

　寂しそうな声が返ってくる。

『デリリラさんは世界の安定のために働いてたんだけど、死の間際まで解放してもらえなかったんだ。本当は、ケンカ別れした友だちと遊ぶためにこの迷宮を作ったんだよ。生きてる間は誰もこなかったけどね……』

「聖女も大変なんだな……」

　僕はセシルとリタと手を繫いで、レギィを背中に乗せて、扉を通った。








第11話「不器用すぎる聖女さまは、そこで友だちを待っていた」






「ようこそ。聖女をやらされてた少女の墓所に」

　聖女さまは言った。

「歓迎するよ。桁けた外はずれの冒険者たち。そして古い話と、現い在まの話をしよう」

　最後の扉の向こうには空間が広がっていた。

　どこからともなく、陽ひの光が差し込んでる。

　空間の広さは学校の教室くらい。その中央に、古い神殿の残ざん骸がいがあった。

　柱も折れて、残っているのは、大きな壁が一枚だけ。

　その壁の前に、半透明の少女が浮かんでいた。

「わたしがデリリラさん。かつて聖女と呼ばれて人を救い続けた存在だ。今は幽霊だけどね」

　半透明の少女は言った。

　髪は薄紫、青色のローブをまとっている。

　この人が、伝説の聖女さまか。

「よくぞここまでたどりついたー」

　デリリラさんは声をあげた。

　なぜか、こっちに背中を向けて。

「…………デリリラさんの神殿にようこそー。よく試練をくぐりぬけー、たどりついたねー」

　肩が小刻みにふるえてた。セリフが、棒読みだった。

「……くぐりぬけちゃったかー。あっさりだったねー」

「……えっと」

「長い時間かけてダンジョンを作ったのに、２組目でクリア……か。デリリラさん……がんばったんだけどな」

「……あ、あの」

「聖女を退職してすぐに死んじゃって、でも、下手に善行を重ねてたから、魂だけがこの世界に残っちゃって……生前の夢だった迷宮を、こつこつ作ってきたんだけどねー。だめだったかー」

「…………」

「デリリラさん、真面目だからなー。なんのひねりもないから、あっという間に突破されちゃったぁ。はははー。ははははー。いやー、まいったなぁ。はははー」

　かわいた笑い声が響いた。

　……悪いことしたなぁ。

　いままでガチでブラックな相手とばっかり戦ってきたから、この迷宮も似たようなものだと思って、チート全開で突破しちゃったよ……。

　しょうがないな──

「…………ぐっ、ぐおおおっ！」

「ナギさま!?」「ナギ、どうしたの!?」

　声をあげて膝ひざをついた僕に、セシルとリタが駆け寄ってくる。

「危ないところだった……あとひとつ、本当にあとひとつ試練が残っていたら……僕たちはそこで命を落としていたかもしれない……」

「……ナギさま」「……ナギ」

「………………話を合わせて」

　僕はセシルとリタと、ついでにレギィの背中をつっついた。

　３人は僕の言いたいことに、すぐに気づいて──

「そうでしたー。わたしのまりょく、もうすぐつきそうですー」

「おそろしいめいきゅうだったわー。もういっぽもあるけないー」

「えろすがたりぬー。しょうじょをめでなければわれはうごけぬー」




「「「「ぐおおおぉぉぉ」」」」




　僕たちは４人そろってうめき声をあげた。

「…………ほんとう？」

　あ、聖女さま、こっち見た。

「もちろんだー。ぼくたちのスキルをぜんかいにしてやっとだったんだー」

　これは本当だ。第一関門の扉だって、僕たちはチートを使って突破してる。

　ダンジョンも、プールも、まともにやったら高難度だし、最後のドラゴンゴーレムに至っては、アンチキャラのシロがいなかったら危険だった。

「僕たちは、かなり運がよかったんだ…………ぐぉぉぉ」

「それはもういいよー」

　いいのか。

「『持てる力とスキルをぞんぶんにふるって』って言ったのは、このデリリラさんだ。それが予想外に強かったからといって、文句を言うすじあいはないからねっ！」

　ローブを着た幽霊少女は言った。

「それじゃ、改めて自己紹介しよう！　わたしがデリリラさん。徳が高すぎて、この世界から消えられなくなった聖女の幽霊ゴーストだ」

　リタが僕の耳元にささやく。普通のゴーストとは違って、神聖なもので守られてるって。

　人を救い、その功績で世界に居残ってるってのは間違いなさそうだ。

「それよりも、せっかくだから報酬を渡す前に、君たちからアドバイスをもらいたいな！」

　子猫みたいな手つきで顔をぬぐった聖女さまは、高らかに宣言した。

「アドバイス？」

「この迷宮、どうすればもっとよくなると思う？」

　半透明の聖女さまは、腰に手を当てて僕たちを見てる。

「もしかして、ダンジョンの難易度を上げたいってこと？」

「そういうことさっ。デリリラさん、生きてる時は仕事ばっかりだったからねー。想像力がなくてね。迷路と、強い魔物を配置するくらいしか思いつかないんだよ。君たちみたいな冒険者が、もっとびっくりするようなダンジョンにできないかな？」
















「……びっくりするような」

「別に誰かを苦しめたいわけじゃないよ。聖女の名誉にかけて！　試練は与えるけどねっ！」

「そういえば……貴族の人たちが、あなたの遺産を探してたみたいですけど」

「…………ふーん」

　聖女さまの表情が固まった。

　さっきまではわくわくした顔だったのに、今は無表情で、かすかに肩を震わせてる。

「…………過去にデリリラさんを働かせた奴らの子孫が……また？　前に来たときは、見てて吐き気がするほどいばってたな……そっか、その人たちがまた来るの……」

　心底嫌そうに、聖女さまは首を振った。

　なんだかトラウマに触っちゃったみたいだ。

　というか貴族って、昔からあんななのか……？

「あ、ごめんごめん。嫌な気分にさせちゃったかなっ!?　ごめんねっ！」

　聖女さまは僕の方を見て、ぱん、と手を叩たたいた。

「思わず昔のことを思い出しちゃっただけだよ。それと……最近、デリリラさんが使役してるゴーレムくんたちがさ、この辺を探ってる貴族に破壊される事件があってね。それで……ちょっとね。素材集めに使ってる特別なゴーレムたちなんだけど、３体くらいバラバラにされてるんだよ」

「……それって」

　もしかしたら子爵家令嬢エデングルと『暁の猟犬』の仕業かもしれない。

　あいつら、聖女さまの神殿跡を探してる様子だったから。

「そのせいで、彼らに見つからないように、すごく遠回りして素材集めをしてるんだよ。それに、作業用のゴーレムくんたちは生前のデリリラさんが作り出した、思い出の宝物でもあるんだ」

　聖女さまはなにかを思い出すように、目を閉じて言った。

「昔の友だちのアイディアを活いかして作った……ね。冒険者時代はみんなで、夜遅くまで話し合ってたなぁ。ゴーレムを作るならこんなふうにしたらいいよ。こんなのも面白いよ──って。だから作業用ゴーレムくんたちはデリリラさんにとって、昔を思い出すよすがでもあるんだ。外の様子を伝えてくれる感覚器官でもあり、物を運んでくれる手足でもあるけどね」

「えっと……魔物と勘違いされたとか」

「逃げ延びた子の報告によると、向こうは魔物を放置してゴーレムくんだけ壊してたらしいよ？」

　だめだろ、それ。なにやってんだよ貴族の人。

　むしろ魔物の方を倒せよ。『宿屋待機』で冒険者が不足してるんだからさ。

「まぁ、それは置いといて、ダンジョンの話だよ。こほん」

　重くなった空気を追い払うみたいに、聖女さまはせきばらい。

「ここはデリリラさんが友だちや、冒険者たちと遊ぶための施設だからねっ。お客さんをがっかりさせないためにも、君たちの助言が欲しいのさっ」

　そう言って聖女さまは、むん、と拳こぶしを突き上げた。

　口には出さないけど、貴族の人にはここまで来て欲しくない、ってのもあるんだろうな。

　……協力しようかな。そういうのは得意だし。

　僕が元の世界でゲームを作ったとき、ダンジョンもがんばってデザインしてたから。

　たとえば、僕がこの迷宮を改造するとしたら……。

「まず、最初の扉の『心をひとつにして』という設定はそのままで」

「そのままでいいのかい？」

「そこそこ仲良しなら通れるようにしましょう。それで『俺たちの心はひとつだ！』と油断させて、仲なか違たがいさせるような心理トラップをダンジョンにしかけましょう」

「……なるほど」

「次に迷路です。僕たちは手当たり次第に壁を壊してたけど、今度は逆に『壊せる壁』を設定するってのはどうでしょうか？」

「そうするとどうなるんだい？」

「相手の移動ルートをコントロールできます。『近道できる』と思い込ませるんです。さらに、壁を壊した先に、落とし穴を設定しましょう。壁を破壊した。がれきが床の上に残ってるから大丈夫、って思って踏み出したところで、ずぼっ、すとーん、ですね」

「──ちょっと!?」

「プールは、誰もが水の中を警戒します。だから逆にスライムは天井から襲いかかるってことにしましょう。侵入者が水中に入ったところで水面をおおえばサンドイッチ状態です。相手の生命は、もはやこちらの思いのままです」

「待って待って！　それはさすがにデリリラさんも心が痛いよ！」

「この迷宮は一本道だから、分岐点を作りましょう。行き止まりと、偽のゴールを。ドラゴンゴーレムは魔力を喰くいすぎだから弱体化させて、その分、数を増やします。それと──」










「──って感じでどうですか？　みんなびっくりすると思いますけど」

「びっくりしたよ！」

　……あれ？　聖女さま、ドン引きしてる。

　セシルとリタは普通にうなずいてるけど。

　レギィは「なるほど。わが主は邪悪なる王の末まつ裔えいであったかー」って、なにそれ。

「…………というのはあくまでも僕の意見なんで、それを参考に聖女さまの趣味でアレンジすればいいんじゃないでしょうか。平和的に」

「きれいにまとめたよっ!?　こわいよ!?」

　聖女さまは青い顔で、僕から距離を取る。

　ダンジョン造りって聞いたから……ついノリすぎたか。

　ここからは、真面目に情報収集しよう。

「質問してもいいですか、聖女さま」

「なにかな？」

「聖女さまは、どうしてこんなところにいるんですか？」

　人々を救い続けた聖女なら、大きな町であがめられててもおかしくない。

　なんでこんな場所でゴーストになって、迷宮づくりにはげんでるんだろう。

「魔族の親友が訪ねてくるのを、待ってるからだよ」

　幽霊の聖女さまは、はぁ、とため息をついた。

「大好きだった──ううん、愛していたのかもね──彼女とケンカして、絶交して、やけになってたところを、当時の王様と貴族に勧誘されたんだよねー。『聖女になりませんか』って。傷心のデリリラさんってば、ついふらふらと……」

　意外と複雑な事情だった。

「そのあと世界の安定のために力を尽くすって『契約』させられたんだ。でもって働きすぎて死んじゃった。だから、生前にはできなかった遊びをすることにしたんだ。いつか魔族の友だちか、その子孫が、忘れ物を取りに来てくれるかなーって思って」

「……聖女さま、今『魔族』って」

「そーだよ。君たちに話しかけたとき、変な言葉を使っただろう。あれは『古代語』といって、魔族が使っていた魔法言語だよ。デリリラさんのは発音が適当で、通じないこともあるけどねー」

「でも……魔族は」

「今はほろんでるようだね」

　正確には、まだ、ほろんでない。

　僕のとなりにいて、ちっちゃな手で、僕の手を、ぎゅ、と握ってる。

「ときどき、この子たちが情報を運んできてくれるから、わかるよ」

　そう言ったデリリラさんの足下に、石で作られた人形が現れた。

『ことこと、こと』

　ゴーレムは手にスコップ、ハンマー、ツルハシを持ってる。作業用の使い魔みたいだ。

　この子たちが、このダンジョンを作ったのか。

「彼らがデリリラさんの使い魔、ゴーレムくんだよ。みんな、資材あつめにも行くからね。外の情報くらいは入ってくるのさ。魔族が得体の知れないデミヒューマンとして迫害されて滅ぼされたことくらい……知ってる。親友の一族が滅んだなんて、聞きたくなかったけどね……」

「僕は、魔族が悪いものだなんて思ってません。絶対に」

　そんなの、セシルを見ればわかる。

　魔族の残留思念のアシュタルテーも親切だったし。どう考えても迫害する方がおかしいよな。

「いい子だな君は！」

　聖女さまの顔が、ぱぁ、と明るくなる。

「だよね！　魔族のこと、誤解する方がおかしいよね！　平和な一族なんだから。あと、種族的にかわいいし」

　ですよねー、って同意したくなったけど、我慢した。

　セシルは安心したようにため息をついてる。リタも警戒を解いたみたいだ。

　そんな僕たちを見ながら、聖女さまは、

「そういえば、大事なことを聞いてなかったよ」

「大事なこと？」

「そもそも君たち、なんでこの迷宮に来たの？」

「…………さー」

「さー……って!?」

「なんとなくあなたの噂うわさを聞いて、なんとなくこの辺になんかありそうな気がしたから、なんとなく攻略してみました」

「それで攻略されたデリリラさんの方がショックだよ!?」

　デリリラさんは壁に手をついて、がっくりと肩を落とした。

「へこむわー。デリリラさんへこむわー」

　ほんっとに悪いことしたような気分になってきた。僕たち、興味本位で来ただけだもんな。

『魔力ポイント』で『天竜シロ』の魔力を補充できればそれでよかった。

　目的は達成した。ダンジョンクリアの報酬がもらえるならもらうけど……チートしちゃったからなぁ。デリリラさん、落ち込んでるし。なんだかにくめないんだ、この聖女さま。

「……セシル。デリリラさんに、なにか聞きたいことはある？」

　僕はセシルの耳元にささやいた。

「……せっかくの機会だから」

「は、はい」

　僕の言葉に、セシルは真剣な顔でうなずいた。

　緊張した顔で、一歩、前に出る。

「じ、じつは、わたしは魔族の研究者なんです」

　セシルは聖女さまの前に立って、言った。

「聖女さまの時代の魔族のことを、教えてもらえませんか？」

「いーよー」

　軽っ。

「いいんですか!?」

「別に秘密じゃないし、それに」

　聖女さまは目を細めて、笑ったみたいだった。

「きみって、デリリラさんの親友の少女みたいに可愛かわいいから、教えてあげよう」

　聖女さまは「しー」って唇に指を当てた。なにかに感づいたのかもしれない。でも、笑ってるところを見ると、秘密にしてくれる、ってことかな。

「壁の後ろに回ってごらん」って聖女さまが言ったから、僕たちは移動した。

　そこには、壁画があった。

　かなり古いもので、半分消えかけてる。描かれているのは髪の長い女性──聖女さまと、銀髪の少女──魔族、そしてエルフ──あるいは古代エルフの少年だった。

「『我らの友情の証あかしに。また君たちと遊びたいな』──デリリラ」

　絵の下に刻まれた古代語を、聖女さまのゴーストは読み上げた。

「ここにいるのはデリリラさんと一緒に戦ったパーティの仲間さ。杖つえを持っているのが愛いとしの『アリスティア』だ。魔族の大魔法使いだよ」

　デリリラさんは語り始めた。




　聖女さまのパーティは最後のクエストで大失敗をして、ばらばらになった。

　その後、魔族アリスティアは当時の王様に、むりやり勇者にさせられそうになったそうだ。

　そのせいで彼女は人間嫌いになり、山の奥地に姿を消した。魔族の町を作る、と言い残して。

　アリスティアは桁けた外はずれに強い魔法使いだったらしい。

『聖なる杖』でファイアボールの雨を降らせたり、城を巨大な『炎の壁』で囲んだり。それでいて『楽しければいい』がモットーで、クエストを果たしたあとは寝てばっかりいた、とか。

　デリリラさんの方は聖女として人を救い続けて……身体からだがきかなくなって……働けなくなったあとで、やっと解放されたらしい。

　その後、アリスティアと、いつかダンジョンで遊ぶ約束をしていたことを思い出して、ここで作り始めたのだけど……それまでの無理がたたって、死んじゃった。

　その後は高位のゴーストとなり、いつか友だちの血を引くものが遊びに来てくれることを夢見て、ダンジョンを作り続けている……という話だった。




「今、考えるとアリスティアは『役割』というのを嫌っていたんだと思うんだ」

「『役割』ですか？」

「そうだよ。『勇者』とか『英雄』とか、そういう役割につかまると、身動きが取れなくなるんだ。デリリラさんのようにね。だから彼女は、誰にもつかまらないところに行ったんだと思うよ」

　半透明の聖女さまは、つまらなそうに頭を搔かいた。

「デリリラさん反省してまーす、って、いつか彼女のお墓でも見つけたら、伝えて欲しいな」

「はい。それで、魔族の町ってどこにあるんですか？」

「知らないよ。大げんかした後だったからね……」

　そう言って聖女さまは、話は終わり、って感じで手を叩いた。

「さてと、デリリラさんが起きてる時間もそろそろ限界だ。最後に報酬をあげようかな」

　そう言って聖女さまは、壁画の下の地面を叩いた。

　それを合図にゴーレムたちが集まってくる。

　彼らは器用にスコップとツルハシを振るって、地面から長細い箱を取り出した。

「これは、君たちへの報酬だ。もちろん、約束したスキルもあげるけど、これが正規の賞品だよ。君たちはデリリラさんと遊んでくれたからね。迷宮の扉を苦労して押し開き……迷路を数時間かけてデリリラさんを楽しませ────あれ？」

　言いかけて、聖女さまは首をかしげた。




「よく考えたら、デリリラさん、ぜんぜん楽しませてもらってないよ!?」




「「「……あ」」」

　そういえばそうだった。

「なんてことだ！　デリリラさん、楽しませてもらってない。迷宮を一方的に蹂じゆう躙りんされただけだよ!?　どうして報酬をあげなきゃいけないの!?」

「……アドバイス料ってことで」

「デリリラさんの秘宝をあげるには、そんなんじゃ足りなーいっ！」

　ゴーストの聖女さまは僕たちを見て、にやりと笑った。

「『ひほうがほしければさいごのしれんをうけるがいい！　ぼうけんしゃたちよ！』」

　聖女さまの半透明の手が、箱を叩いた。

　古びた木箱を、小さなゴーレムたちが開けていく。

　中に入っていたのは、銀色の杖だった。

　長さは人の腕くらい。竜や、魚、樹木。さまざまな生き物のレリーフが彫ってある。

「これは『聖せい杖じようノイエルート』、アリスティアが使っていた杖で、別れ際にデリリラさんが預かったものだよ。いつか取りにくるっていってたんだけどねー」

　結局こなかったな。この迷宮はその時のために作ったんだけど。

　──って、聖女さまは淋さびしそうに笑った。

「わかりました聖女さま。最後の試練、受けます」

「ナギさま!?」

　セシルがびっくりしてる。リタとレギィは「やっぱりねー」って、にやにやしてるけど。

　デリリラさんの迷宮を攻略するのは、僕たちだけじゃない。

　あの子爵家令嬢と『暁あかつきの猟りよう犬けん』たちも、いずれはここに来る。

　そうなってから「やっぱりアイテムをもらっときゃよかった」ってなっても遅いからね。

「やる気になってくれたね。だけど試練を受けるのは君じゃない。そこのダークエルフの少女さ」

　聖女さまはまっすぐ、セシルを指さした。

「わ、わたしですか？」

「そうさ。君は、そこにいる少年の奴隷だろう？」

　聖女さまはふわふわと近づいてきて、セシルの顔をのぞきこんだ。

「この秘宝を渡すことで、その少年は新たな力を得ることになる。彼がそれにふさわしいか──奴隷の君を正当に扱っているかどうか、試させてもらおう」

「でも、わたしたち『心をひとつにする扉』をくぐりぬけてきました。わたしがナギさまを信頼しているのは、証明ずみだと思います！」

「だって君たち、いんちきするじゃん」

　ごもっとも。

「ここからはデリリラさんのやり方で試させてもらうよ。君、名前は？」

「──セシルです」

　名前はもう知られてる。このダンジョンを聖女さまはモニターしてたから。

　それに、この聖女さまは信用できると思う。

　魔族の遺産をずっと抱えているような人なら、僕たちのことを誰かに話したりはしないだろ。

「そっかー。じゃあセシルくん、壁画の前にある魔法陣の上に立って。ああ、悪いものじゃないさ。ただ、そこに立ってる間は『噓うそをつけなくなる』だけさ」

「噓を？」

「そうだよ。これはもともと、デリリラさんが患者の病状を知るために使っていたものさ。病状を知らないと、治療もできないだろ？　これを使ってこの少年の本性を暴き出してあげよう」

　聖女さまは、なぜか険しい顔で言った。

「この子を見てると、親友のアリスティアを思い出すのさ。その彼女を奴隷にしている君が、どんなふうに奴隷を扱っているか。嫌がることしてないか。デリリラさんが確かめてあげるのさ！」

　僕は思わず考え込む。

　……セシルが嫌がるようなこと……したことあったっけ？

　たとえば、アイネが洗濯してたときに、廊下に落ちてたセシルの下着を拾ったことがあったな。アイネに、ご主人様はそういうことしなくていいの、って怒られたんだ。でも、あの時はセシル、いなかったよな……。あれは除外していいか。

　夕食のときにセシルがテーブルの上に落とした木の実を、僕が「３秒ルール」で拾って食べたのはどうだろう。セシルは苦い実を克服してる最中だったから、邪魔をしたことになる。セシル、真っ赤な顔になってたし。あれが今回の試練に引っかかる可能性は……？

　もしかしたらこの試練は、僕たちにとってハードルが高いのかもしれない。

「セシル、その魔法陣は、本当に『噓をつけなくなる』だけ？」

　念のため聞いてみた。

「はい。術式としては、難しいものじゃないです。答えたくなかったら外に出ればいいだけです。悪いものじゃないの、わかります」

「じゃあ、いいかな」

　ここでやめるわけにもいかないか。

　魔族の遺産は、できるだけもらっておきたいからね。

「ありがとうございます！」

　セシルは「むん」と拳を握って、地面に描かれた魔法陣の上に立った。

「さあ少女、セシルよ。秘宝が欲しければデリリラさんの問いに答えるがいい！　ここ最近、君がご主人様と触れ合ったときのことを。そのとき、ご主人様が君をどう扱ったのか、デリリラさんに教えるといいよっ！」

　聖女さまは半透明のローブをひるがえし、高らかに宣言した。

「わかりました。最近、わたしが、ナギさまと触れ合ったときのことですね」

　セシルがつぶやく。

　僕とリタは、はっ、となった。

　それって、たぶん、昨日僕たちが一緒に──

「待ってセシルちゃん！　それをここで話したら大変なことになるわ！」

　リタが叫んだ。

　けれど、セシルはもう、話し始めていた。

　それはここに来る前に、身を清めたときのこと。

　僕はその時のことを思い出す……うん。なにも問題はないはずだ。

　それに、ここで止めたら──魔族の遺産は手に入らない上に、聖女さまに僕がセシルを迫害してるって思われる可能性がある。ゴーストとはいえ、この場で彼女を敵に回したくない。

　だめだ──今はセシルを止めるわけには──




　そして、セシルのきれいな声が、遺跡に響き始める。




　その結果──リタの言葉どおり──大変なことになったのだった。








第12話「清めの儀式の思い出と『聖杖ノイエルート』」






　──セシルの回想──




『聖女さまの遺跡』に来る少し前、わたしたちは即席の蒸むし風ぶ呂ろで、身体からだを清めていました。

　場所は、おうちの物置。

　わたしたちが借りたおうちには、外から見えないところに木製の物置があったんです。

　そこを片付けて、床には、物置にあったぼろぼろの『鉄の楯たて』を置いて──

　最後に、魔法で熱した『ロックリザードの甲羅』を乗せれば、簡易蒸し風呂の完成です。

『ロックリザードの甲羅』は熱をたくわえる力が強く、まわりにほどよく蒸気を広げることができるそうです。

　ご主人様は『ロックリザード』を倒したときから、おうちに蒸し風呂を作ることを考えてらっしゃったんです。すごいでしょう？　えっへん。

　そんなわけで、わたしたちは、そこで身体を清めることにしました。

　物置は布で仕切って、半分を蒸し風呂、半分を脱衣所にしました。

　服はお姉ちゃんから『ちょうこうきゅうなゆあみぎ』を借りました。

　湯浴み着を借りたとき、お姉ちゃんは言いました。

『かくすことに、価値があるの』

　──って。

　そして、もうひとりのお友達は言いました。

『ぬがすたのしみを、うばってはならぬのじゃ』

　──って。

　ふたりとも、わたしの大切な仲間です。

　だからわたしは、その言葉に従うことにしました。










「現実の蒸し風呂でも、視界が真っ白になるくらい湯気が出るのか……」

　蒸し風呂に入ったあとで、ご主人様はおっしゃいました。

　わたしは『ロックリザードの甲羅』の前で、湯気の番をしています。

　冷めたら『炎の矢』であっためるのが仕事です。

「ご主人様。蒸気を追加しますね」

「わ、私、あんまり熱いのは……わぅ」

　わたしが水をまくと、物置の中は蒸気でいっぱいになります。

　見えないのをいいことに、わたしはご主人様の隣に、ちょこん、と座ります。

　ご主人様の身体は、大きいです。

　肩幅、ひろいです。

　ご主人様を挟んで反対側では、リタさんの獣耳と尻しつ尾ぽがゆれています。

　熱さで身体がふらふらしているせいか、一緒に、大きな胸も、揺れてます。

「わ、わたし、げんかい……ちょっと休むね……」

　しばらく湯気の中でくつろいだあと、リタさんが言いました。

　きれいな尻尾をふりふり、カーテンを開けて、脱衣所の方に行きます。

　あっちには水分補給のためのお水と、身体を冷やすために水をはったタライがあるはずです。

　リタさん、ふらふらしてたから心配です。




　ぱしゃーん。

「わぅー」




　そう思っていたら、脱衣所の方からはげしい水音が聞こえてきました。

　カーテンを開けると、タライの中で水浴びしてるリタさんがいました。

　熱さのせいで、野生化しちゃったみたいです。

「わぅわぅわぅ。がうがう────！」

　タライの中で、子犬みたいなポーズで、気持ちよさそうに身体をふるわせています。

　これはいけません。

　蒸し風呂は、身体を清めるためのものです。遊んでいてはいけないのです。

「セシル」

「はい。ご主人様」

「ちょっと手伝って」

「わかりました」

　わたしたちは野生化したリタさんを引っ張って、蒸し風呂の中に戻ります。

　いけない姿になっているリタさんを挟んで、わたしたちは薬草の枝で白い肌をぺちぺちぺちぺち────しばらく続けていると、リタさんは──










「わ、わぅ────────っ！」

　ごろごろごろごろごろごろっ！

　セシルの回想を聞いてたら……リタが頭を抱えて地面を転がりはじめた。

　あのとき、サウナが苦手だったリタは、熱さで野生化しちゃったんだよな。

　しょうがないから僕とセシルの二人がかりで、薬草の枝でリタの身体を清めて──そしたらリタにはちょうどいい「おしおき」になっちゃったみたいで、尻尾をびくびくさせたリタは──。

「いやー。わぅ──！　恥ずかしいよぅ……がうがうがうがう────ぅ！」

　ごろごろごろごろごろごろっ！

　でも、聖女さまの試練は終わってない。

　セシルの話はまだ、続いてる──










　そうして『しあわせ』な感じになったリタさんは、お姉ちゃんとかっこいいエルフさんに運び出されて行きました。

　あとに残ったのは、わたしとご主人様だけです。

「……気持ちいいですね。ご主人様の『さうな』」

「普通にあるやつをアレンジしただけだけど」

　ご主人様は優しい目をして、答えてくださいます。

「それに『ロックリザードの甲羅』を温めてくれたのは、セシルたちの火炎魔法だろ」

　……またそんなこと言うんですから。

　わたしをこれ以上幸せにして、どうするんですか、ご主人様。

「『ご主人様の奴隷で幸せです』って、わたし、今日は言いましたか？」

「毎日言わなきゃいけない決まりはないだろ」

「いいえ」

　わたしは首を横に振ります。

「わたし、わがままですから。ちゃんと自分がご主人様のものだって、ちゃんと自覚しないと」

　でないと、歯止めがきかなくなっちゃいますから。

「セシルは真面目だなぁ」

「ご主人様だって『ほわいと』な働き方にこだわりすぎじゃないですか」

「それは僕の持病みたいなもんだから」

「でしたらこれも、わたしも持病です」

「……じゃあしょうがないかな」

「おんなじですからね」

「そっか」

「はい」

　そんななにげない言葉が、わたしはすごくうれしくて。

　だからわたしは──




「なんじゃなんじゃっ！　我のいないところでそんな『らぶこめ』しておったのか──っ!?」

　今度はレギィがキレた!?

「いちゃいちゃする時は我も立ち会わせよと言っておるではないかーっ！　うおおおおお！　我がそんな美味しいところを見逃したとは！　やり直しを要求する。帰ったらやり直せ──っ！」

　ごろごろごろごろごろごろ────────────────！

　レギィはリタと一緒に転がり始めた。

「………………」

　聖女さまは空中に浮かんだまま。終わりの合図はまだない。

　だからセシルの言葉は続いていく──










「わたし。ご主人様の背中を清めてさしあげたいです」

　しばらくしてから、わたしはせいいっぱいの勇気をふるって、言いました。

「もちろん、ご主人様の背中はいつもきれいです！　広くて、あったかくて……だから……」

　言葉が、うまく出てきません。

　もっと短い言葉で伝えなければいけないです。だから、短くまとめると。

「ご主人様だいすきです！」

　わ、わたしなにを言ってるんですか──っ!?

　ご主人様、両手で顔を、押さえてます。呆あきれてます。嫌われたらどうしたらいいんでしょう。

「ち、ちがいます……いえ、ちがいません。ちがいませんけどちがうんです！」

「わかったから落ち着いて、セシル。背中を清めるんだろ？」

「は、はい。ではまずわたしの身体を使って、ご主人様のお手本を見せていただけますか？」

　わたしは、ご主人様に背中を向けました。

　それから『ちょうこうきゅうなゆあみぎ』の肩かた紐ひもをほどいて、腰までおろします。

　ナギさまが……わたしのはだかの背中を見てらっしゃいます。

　……緊張します。

「いくよ。セシル」

「は、はい。来てください……ナギさま」

　さわさわ。

「はぅっ！」

　びくん。

「ご、ごめんセシル。痛かったか？」

「マッタクモンダイナイデス」

「セシル？」

「…………フツウデス」

「普通なんだ？」

「…………トッテモフツウデス。ワタシ、モンダイナイデス」

「そっか」

　首筋をご主人様の薬草の枝がなでます。さっさっ。

　まるでご主人様の指みたいです。ふわふわ。

　……いけません。これはいけないです。

　わたしの中に、見えない扉があって、それが開きかけてるみたいです。

　蒸気で視界はまっしろです。頭の中もまっしろになっていきます。

　ご主人様の声と、自分の心臓の音しか聞こえないです。どくどっくん。

　そしてわたしの脇の下をご主人様の薬草がさーっ────って、なでて──










「ぷしゅう…………」

　限界だった。

　セシルは頭から湯気を出して、ふらり。

　倒れるのは途中からわかってたから、僕は手を伸ばしてちっちゃな身体を受け止めた。

　あのときもそうだった。セシルは蒸し風呂になれてなくて、のぼせちゃったんだ。

　……まずいな。この試練は僕が『セシルの嫌がることをしてないか』調べるものだ。

　こうなると不合格の可能性も──。

「…………うらやましくなんてないやい」

　気づくと、聖女さまが唇をかみしめて震えてた。

「…………うらやましくなんかないーっ！　うらやましくなんかないぞーっ！　くそー！　なんだよー！　そうだよねー。そんないちゃいちゃ生活送ってたら、身分なんて関係ないよねー！　君のために尽くすよねー！　もー！　なんだよー！　もー！　もーもーもーっ！」

　ふわふわ浮かんでた聖女さまは、そのまま地上へと降りてきて、地面へ身体を、ごろん。

　ごろごろごろごろごろごろっ！

　そのまま、みんなと一緒に、地面を転がりはじめた。

「わぅわぅ。わぅ────っ！」

「うがー！　我にも『らぶこめ』を見せよーっ！」

「なんだよなんだよ。もーもーもーっ!!」

　ごろごろごろごろごろごろごろごろごろごろごろごろごろごろごろごろごろごろごろごろごろごろごろごろごろごろごろごろごろごろごろごろごろごろごろごろっ!!

　獣人少女と魔剣の化身と、聖女さまの幽霊は、地面を転がり続ける。

　……リタの言った通りだ。大変なことになった……。










「いいよ！　持って行きなよ！　『聖せい杖じようノイエルート』！」

　思う存分転がったあと、聖女さまはキレ気味に言った。

「いいんですか？」

「ここまで聞いちゃったら、その少女が不幸だなんて思えないよ」

　聖女さまは僕に背中を向けたまま、つぶやいた。

「というか、聖杖を見ると君たちのいちゃいちゃ話を思い出してつらいから持って行って欲しい」

「なんかごめん」

「いいよ。いろんな意味で楽しませてもらった」

　聖女さまは、箱に向かって、半透明の手をさしのべた。

　それに導かれるように、セシルが『聖杖ノイエルート』に手を伸ばす。

「気をつけてあつかいなよ。『聖杖ノイエルート』は、魔法の効果範囲を変化させる杖だから」

「効果範囲を、ですか？」

「そうだよ。デリリラさんも、それでいっぺんにたくさんの人をいやしたものさ」




『聖杖ノイエルート』

『魔法』の『効果範囲』を『変化させる』杖

　発動した魔法の効果範囲を広げたり、縮めたりできる。




「便利だろう？　もっとも、魔法の強さそのものは変わらないから、低レベル魔法に使ってもあんまり意味はないけどね」

「……残念です」

　セシルはさみしそうにうつむいた。

「わたし、まだレベル３魔法までしか使えないですから」

「これから伸ばしていけばいいさ。君の先は長い。たぶん、デリリラさんよりもね」

　そう言って聖女さまは、僕を見た。

「それと、このスキルと魔法をあげよう。『幻影人形イメイジング・パペツトＬＶ４』と『真実告白ＬＶ１』だ」




『幻影人形ＬＶ４』

『幻影』を『空中』に『映し出す』スキル




『真実告白ＬＶ１』

『魔法陣』で『噓』を『封じる』魔法




「『幻影人形』はさっき約束した、幻影を映し出すスキル。『真実告白』は君の奴隷に使った奴だよ。ここにあるとやっぱり君たちのいちゃいちゃを思い出すから持って行って」

「ありがとうございます」

「いいかい。『役割』にとらわれちゃだめだよ。貴族や王様に気をつけて」

「わかった。ありがとう聖女さま」

　聖女さまの身体が、消えかけてる。

　これからまた、眠りに入るってことかな。

「さてと、デリリラさんはほんとーに眠るからねっ。気が向いたら、また会いに来てね──」

「わかりました。ありがとう、聖女さま」

　僕とセシル、リタ、レギィは、そろって聖女さまの幽霊に頭を下げた。

「迷宮あっさりとクリアしちゃってごめん。楽しかったよ」

「うっさい。さっさと行っちゃえー。ふーんだっ」

　聖女さまは、笑いながら手を振ってた。

　僕たちが遺跡の間を出ると、扉がゆっくりと閉まって、最後に──

「…………………………ごめんね」

　かすかな声とともに、聖女さまの気配は消えたのだった。










「…………………………ごめんね。最後まで、言えないことがあってさ」

　そう言って、デリリラは扉を閉めた。

　ため息をついて、消えかかった壁画を眺める。じっくり見るのは久しぶりだけれど、やっぱりここに描かれている自分は偽物だと思う。何度見ても好きになれない。

　この絵の中にいるデリリラは、まるで女神のようだったから。

「女神、か。まさか死んだあとまで、デリリラさんの名前を貴族に利用されるなんてね……」

　彼女の死後、聖女デリリラの伝説は形を変え、いつのまにか『女神伝説』と結びつけられた。

　いつの間にか彼女は『慈悲の女神』と結びつけられ、信仰の対象になっていたのだ。

　消えかけていた女神信仰を復活させるために、とある教団が「聖女は女神の化身である」という話を広めたせいだ。今の教団からは、もうデリリラの存在は消されてるらしいけど。

　女神もなにも、デリリラがやったのは病気の人を治癒の術で救い続けただけ。当時は天竜が死んですぐの時代で、世界はかなり乱れていた。治癒の術もまだ未発達で、少し疫病でも流は行やろうものなら、たくさんの人々が死んでしまう時代だったのだ。

　だから、デリリラはさまざまな治癒の術を作り出した。

　魔力と神聖力、その両方の知識を持つデリリラには、それができたから。

　聖女として人々を救うのが自分の『役割』で『使命』だと思っていた。

　闇に堕おちた竜──『魔竜』の血が生み出した疫病『レルガル病』が大流行したときは、保養地と『魔力ポイント』にあふれる魔力を利用し、自身の神聖力と『聖杖ノイエルート』で、疫病を寄せ付けない結界で保養地を覆った。

　その中で、彼女を慕う神官たちに、治癒の術を授けた。

　デリリラが清潔感にこだわる聖女だと言われるようになったのは、たぶん、そのときのエピソードからだろう。疫病避よけの結界を張ったのに、魔物や獣の血で汚れた状態で踏み込まれたらたまらない。保養地に入る前に、徹底的に身を清めてもらうようにしていたのだ。

「……まさかそれが『亜人は汚れている』という教義に使われるなんてね……」

　当時は世界が乱れていたから……国をまとめるために、共通の敵が必要だった。

　だから亜人を差別する教団も受け入れられた。国王はたぶん、それすら利用したのだろう。

　治癒の術も教団に独占され、人々を救い続けた聖女デリリラは、ただの伝説になった。

　自分の名前が消えてしまうのはどうでもいい。そんな『役割』は、もう興味がない。

　けれど、デリリラはひとつだけ、後悔していた。

　もしかしたら自分の存在が、魔族が滅びる原因のひとつになったんじゃないか、って。

　死んでしまった彼女には──もうどうすることもできないのだけど──

「でも、よかったな。あの杖を返せただけでも、さ」

　デリリラはゆっくりと目を閉じる。

　なんだか、久しぶりに楽しい夢を見られそう。

　────デリリラさん、まだ消えられないなー。

　──あの子たちの行く末も心配だし、見てると面白いし。

　ふっふーん。




　そうして聖女デリリラは、短い眠りについたのだった。








第13話「聖なる杖をもらったので、魔法を広げたり縮めたりしてみた」






　それから僕たちは、聖女さまの迷宮を逆戻りして──

　最初の扉を抜けて、洞どう窟くつの出口にさしかかったとき、イリスからメッセージが来た。

　宿屋待機の冒険者たちと、子爵家令嬢についての情報だった。

「聖女さま。追加情報だ」

　それを読んだあと、僕は洞窟の奥へ呼びかけたけど、返事はなかった。

　聖女さまは、もう眠っちゃったみたいだ。

『ことこと、こと』

　代わりに返事をしたのは、作業用のゴーレムたち、十数体。

　スコップやツルハシをもって、僕たちのまわりに集まってくる。

「聖女さまの代わりに、自分たちに伝えろ、ってこと？」

『ことこと』

　ゴーレムたちは一斉に首を縦に振った。

　実際に迷宮を整備するのはこの子たちだから、それでもいいか。

「仲間から情報が入った。子爵家のご令嬢が動き出したって。早ければ２、３日でここに来るかもしれない。一応、聖女さまにも伝えておいて」

『ことことことことっ！』

　ゴーレムたちは首を横に振った。

　一斉に、持ってる道具で、壁に文字を刻みはじめる。

『まかせて。よゆう』

　……余裕？

　なんだか不穏な感じがするな……追及しないでおこう。

「とにかく、なにかあったら連絡して。聖せい杖じようのお礼くらいするから」

『こくこく』

「それと、聖女さまが目覚めたら伝えて。『チートで迷宮クリアしてごめん。また遊びに来ます』って。あと、僕たちは保養地にいるから、情報交換したくなったら来てくださいってことも」

　僕は保養地の別荘の場所を伝えた。

『『『ことことことこと！』』』

　ゴーレムたちに見送られて、僕たちは聖女さまの迷宮を出たのだった。










「町に戻る前に『聖杖』の機能をチェックしておこう」

　洞窟を出たあと、僕たちは岩山から離れた。

　岩山の上、標高の高いところには強力な魔物──ヒュドラがいるから、刺激しないためだ。




『ヒュドラ』

　低級の亜竜。知能は低いが、戦闘能力は高い。

　多数の首を持ち、手当たり次第になんでも丸飲みする食欲を誇る。

　再生能力が強く、首をすべてつぶさなければ死なない。

　ナワバリ意識が強く、近くで大騒ぎすると襲ってくる。




　そんなわけで、僕たちは森の近くの草原まで移動した。

　聖女さまがくれた杖つえは、かなり強力なアイテムらしいから、なにが起きてもいいようにしないと。

「この杖は魔法の範囲を広げたり……意味はないかもですけど、縮めたりできます」

「魔法の範囲が広くなるのね……巻き込まれないように、みんなでくっついた方がいいわね」

　リタが、ぴたり、と肩を寄せてくる。

　離れてると魔法の効果範囲に入るかもしれないからね。

「それじゃセシル、試しに拡大レベル最大で『炎の矢フレイムアロー』を撃ってみて」

「わかりました。『精霊の息吹よ我が敵を撃て、炎の矢』！」

　セシルは『聖杖』を構えて『炎の矢』を発動した。

　まわりに火の粉が散った。

　おしまいだった。

「…………あの、ナギさま……これは……えっと」

「１発分の『炎の矢』が限界まで広がって火の粉になった、ってこと？」

　僕の問いに、セシルはうなずいた。

「セシル、次は『炎の壁フレイムウオール』を」

「わ、わかりました！　『紅ぐ蓮れんよ我を守る障壁となれ！　炎の壁』!!」

　僕たちの目の前に、横幅20メートルの炎の壁が出現した。

　高さは10センチだった。

「……飛び越えられるよね、これ」

「……微妙な高さね」

　ぴょんこ、ぴょんこ。

　リタは足首くらいまでの高さの『炎の壁』の上で、反復横跳び。

　範囲は広くなってるから、大量の敵の足止めに使える。能力としては悪くないけど。

「幅が十倍になってます。代わりに、高さが十分の一以下になっちゃうんですね……」

　セシルは杖を抱きしめたまま、がっくりと肩を落とした。

　この『聖杖ノイエルート』は、魔法の効果範囲だけを変化させる。

　聖女さまや、伝説の魔族みたいに高レベルの魔法使いなら、数人分の傷を一度に治したり、城を取り囲む炎の壁を作れたりするけど、セシルだとまだ魔法使いとしてのレベルが足りない。

　だから、こんなふうに『広く浅い』効果になるのか。

「……ナギさまをびっくりさせたかったのに……」

「それなら、ひとつ思いついたことがあるんだけど、いいかな。セシル」

　僕は草原の向こうを指さした。

「たとえば、あっちに『ロックリザード』がいるだろ？」

「いますね」

「まだこっちには気づいてないわね」

「街道の方に歩き始めてるだろ？」

「歩き始めてますね」

「このままだと、旅人やキャラバンが襲われるかもしれないわね」

「そこでセシルの通常版『炎の矢』を撃ってみると？」

「はい。『ふれいむあろー』……あ、こっちに気づきました」

「向かってくるわね」

『ロックリザード』は街道を離れて、こっちに歩いて来る。

「セシル、もう一度『炎の矢』を」

「は、はいっ！」

「でも、今度は『聖杖ノイエルート』を起動して、効果範囲『縮小レベル最大』でやってみて」

「縮小、ですか!?」

　セシルの問いに、僕はうなずいた。

　魔法の効果範囲を広げたら、魔力と炎が拡散して火の粉になった。

　じゃあ……縮小──いや、圧縮したらどうなる？

「やってみます！」

　セシルは『ロックリザード』に向かって、銀色の杖──『ノイエルート』を構えた。

「ナギさまの言うことに間違いはないです！　『縮小レベル最大、炎の矢』!!」




　ふぉん。




　杖の先から、10分の１に圧縮された『炎の矢』が生まれた。

　普段は人の腕くらいの大きさの矢が、潰つぶれた割わり箸ばしみたいになってた。

　しかも、飛ばない。

　まるでなにかに押さえつけられてるみたいに、杖の先で震えてる。

「『炎の矢』が飛んでいかないです！」

　セシルが目を見開いて、叫んだ。

「なにかがつっかえてる感じがします。杖の先で、止まってます！」

「水を流したホースの口を閉じるようなもの？」

「よくわかんないですけどそんな感じです！」

「じゃあそのまま連続詠唱。『炎の矢』を！」

「はい、ナギさま！　『炎の矢』『炎の矢！』『ふれいむ、あ、あろーっ!!』」

　セシルが呪文を唱えるたびに、杖の先に『炎の矢』がたまっていく。

　５発目の発動と同時に『ロックリザード』が射程に入った。

「今だセシル。圧縮を解除！　『炎の矢』を解放！」

「はいっ!!」

　セシルが『聖杖ノイエルート』を握りしめる。

　ホースの口を閉じるように、ぎりぎりまで圧縮されていた『炎の矢』は──




　ぼしゅん。




　凝縮された熱と魔力を伴い、灼しやく熱ねつした光の弾丸になって飛んでいった。

　そして──光弾はあっさり『ロックリザード』の甲羅を貫通した。

　頭から尻しつ尾ぽまで、一直線に。

『グゴラアアアアアアァ！』

　青緑の血を吐いて、『ロックリザード』は動かなくなった。










『ロックリザード』の甲羅には、人の頭ぐらいの穴が空いてた。

　リタの攻撃でも、アイネの『魔力棒術』でも貫通できなかったのに……すごい威力だ。

「……やっぱり『遅延魔法』になったか」

　ゲームとかでたまにあるよね。

　魔法をためておいて、『炎の矢』５発分の威力をたたきつけるって。

「さっきのあれは……ちょっと違います」

　革袋から水を飲みながら、セシルが呆ぼう然ぜんとつぶやいてる。

「魔力と熱が圧縮されて、噴き出しちゃったみたいです。普通に『炎の矢』を５発撃ち込むより、ものすごく熱量と破壊力が上がってました」

「『ロックリザードの甲羅』って熱には強いはずよね？　サウナの材料になるくらいだもん」

　リタは言った。

「それを貫通って……セシルちゃん、すごい」

「すごいのはナギさまです」

　目を丸くしてるリタに、興奮ぎみのセシルが答えた。

「こんなこと、普通思いつかないです。すごいです。これでわたし……わわわ、熱あつっ！」

　セシルが杖を取り落とした。

　触れると──杖そのものが焼けそうなくらい熱くなってる。

「チートな使い方したせいで負荷がかかってるのか」

「……はい。冷却が終わるまで、しばらくかかるみたいです」

　もともと『聖杖ノイエルート』は、魔法の範囲を変化させるもの。でもって、想定されてるのは拡大することで、縮小するのはついでの機能なんだろう。

　魔法を圧縮するなんて、この世界の常識にはないから。

「じゃあ、冷えたらもう一回、実験してみようか」

　今度は『古代語魔法』を試してみよう。










　しばらくしてから、僕たちは森に入った。

　背の高い木々が生えた、昼間でも暗い森だ。

　まわりからは鳥や獣、魔物っぽい鳴き声が聞こえる。リタの『気配察知』によると、近くに人の気配はなし。じゃあいいか。

「今度は『古代語魔法　灯あかり』を使ってみて。『聖杖ノイエルート』は、効果範囲最大で」

「は、はい」

「リタは念のため、いいって言うまで目を閉じてて」

「わ、わかったもん」

　セシルはうなずいて、リタは僕の腕を抱きしめて、ぎゅ、と、目を閉じる。

『古代語詠唱』の長い呪文が始まり──終わり、セシルの魔法が発動する。

「『古代語魔法　灯り』！　『ノイエルート、効果範囲最大』!!」




　一瞬、森全体が白い閃せん光こうに包まれた。




「セシルの『古代語魔法　灯り』、森を包み込んでたね……」

「一秒に満たない間でしたけど、たぶん、そうです」

「……目を閉じてても、世界が真っ白になったように感じたんだけど」

　僕とセシルとリタが、そんな話をしていたら、




　ぽっとん。




　目の前に、鳥が落ちてきた。

　続いて木の上から獣が。さらに遠くで魔物の絶叫が。

　地面に落ちた鳥は合計８羽。全員、ぴくぴくと痙けい攣れんしてる。

「……今の閃光で？」

『聖杖ノイエルート』は『古代語魔法　灯り』の持続時間を激減させて、代わりに効果範囲を最大限に広げた。つまり、森全体に閃光弾を撃ち込んだようなものだ。昼間でも薄暗い森の中。暗がりに慣れた鳥も獣も魔物も、みんな仲良く気絶して転がってる。まさに死し屍し累々って感じだ。

「……これ、かなり危険だね」

「……さすがご先祖様の使ってた杖です」

「……セシルちゃんひとりで、町を制圧できるんじゃないの……？」

　こえー。『聖杖ノイエルート』こえー。

「わたし、これでもっとナギさまのお役に立てます！」

　聖女さまがくれたのは、使い方によっては相当にやばいアイテムだった。

　本当にどうしようもないときに使うことにしよう。










　それから僕たちは休憩して、保養地に向かって歩き始めた。

「さっき、イリスから連絡があったよ」

　僕はセシルとリタに言った。

「まず、僕たちが作った地図について、イルガファの領主さんから回答があったってさ。ぜひ取引したい。その相談も兼ねて、一度イルガファに戻って来て欲しいそうだ」

　ずいぶん休んだから、そろそろ戻るのもいいよな。

　このあたりにある遺跡や遺物はほとんどクリアしたし、長く家を空けておくのも落ち着かない。いったん戻って、仕事にとりかかろう。

「それともうひとつ、イリスが担当してた、宿屋待機中の冒険者への情報提供の話だけど」

「商人の娘さんにお願いされてたものですね」

「どうなったの、ナギ？」

　それは商人の娘ホリアさんの話を聞いたイリスが『関わらせてください』って希望した件だ。

「うまく行ったってさ」

　僕は言った。

「想像以上に、危険な感じで」








第14話「チート嫁軍団（おるすばん組）、冒険者ギルドを侵食す」






　─２日前　別荘のリビングにて─




　別荘に戻ったイリスは商人の娘さん──ホリアさんの話を聞いていた。

『砦とりで攻略クエスト』に参加する冒険者についての相談だった。




「今、この町の冒険者のパーティは、分裂しかかってます」

「私にも、冒険者の友だちがいます」

「彼女も『王家の正規兵になるチャンスを逃せない』という仲間に押し切られて、『砦攻略クエスト』を受注して、今は『宿屋待機』してます」

「彼女も、他の冒険者も疑いはじめています。もしかしたら『砦攻略クエスト』なんて、本当は行われないんじゃないかって。でも、だめなんです」

「彼女の仲間は言うんです。『正規兵になるチャンスを逃したら責任取れるのか』って。クエストはパーティ単位で受けたから、彼女だけが抜けるわけにもいかないそうです」

「せめて……砦の状況がわかれば……」

　そう言ってホリアさんは、寂しそうに帰って行った。

『宿屋待機』に強制力はない。

　でも、破ったら貴族の怒りを買う。クエストのキャンセル料も取られる。

『王家の正規兵』になれば、安定した生活が見込まれる。なれなくても、王家に関わるクエストを受けたとなれば、冒険者として箔はくがつく。そのために彼らは、子爵家令嬢の命令に従ってきた。

　なのにここで辞めたら今まで費やした時間もコストも無駄になる。

　──もう後には引けない──

　そう言って押し切ろうとする冒険者と、それでもキャンセルしようとする冒険者。

　彼らのせめぎあいが、今、この町の冒険者の間で起きてるそうだ。




「……お兄ちゃん。お願いがあります」

　ホリアさんが帰ったあと、イリスが僕の部屋にやってきた。

「『砦』の情報を、冒険者さんに教えてあげることはできませんか？」

「うん、いいよ」

「見てられないんです。役目にしばられて閉じ込められているみなさんが、昔のイリスと重なってしまって……」

　イリスは丈の短い部屋着姿で、膝ひざをそろえて椅子に、ちょこん、と座った。

「砦の魔物たちがほとんどいないことがわかれば、冒険者の皆さんにも交渉の余地がでてきます。もちろん、イリスはお兄ちゃんの奴隷です。お願いするからには、お兄ちゃんにちゃんとご奉仕──────あれれ？　お兄ちゃん、今、なんて？」

「だからいいってば。情報を公開するだけだろ？」

　見てられないのは、僕も同じだ。

　僕も、信用できない求人票のせいで苦労したことがあったからね。

　書いてあった基本給、交通費、時間外賃金をあてにして面接に行ったら、話がぜんぜん違ってた。しかもさんざん時間をかけて面接して、ラストにはえらい人まで出てきた。

　そして最後に「こっちに時間を取らせた上に断るの？　社会を甘く見てるの？」って怒り出して、学校の電話番号とか聞き始めた。

　しょうがないから働いてみたら、イメージ通りのブラックで、逃げ出すのに相当苦労した……。

　あのときはバイトをはじめてすぐだったから、そういうこともあったんだ。

　こっちの世界では求人票──じゃなかったクエストの条件が正しいかどうか、冒険者ギルドがチェックするんだろうけど、今はチェック機能が働いてない。だから冒険者が困ってる。

　だったら砦の情報くらい、あげてもいいよな。

「情報を流そう。あの廃棄された砦にいた魔物は、もうほとんどいなくなってるってことを。そうすれば、偵察くらい出すだろ。これくらいならいいよね」

「はいっ！」

　こくん、と、イリスが勢いよくうなずく。

「問題は、どういう手段で伝えるか、だよな」

「そうですね。言葉だけでは、説得力がありませんから」

　僕たちはただの初心者冒険者だ。ネームバリューはまったくない。

　イリスの『海竜の巫み女こ』は、港町イルガファと海竜ケルカトルをあがめる人たちにしか通じない。というか、そもそもイリスの名前を出すわけにはいかない。ってことは──

「……天竜の名前を借りるか」

『霧の谷』に天竜が現れたという情報は、この町にも流れてきてる。

　その天竜が、空から地上を確かめたという設定にする。それに砦の近くの簡易地図をつければ、説得力が出るはずだ。

『霧の谷』で、僕たちは貴族が強いるブラック労働を押さえるために、天竜の名前を借りた。

　同じことをしよう。この町にも『天竜の加護が下りました』みたいに。

「シロも含めて相談しよう。天竜の名前を借りるからには、許可を取っておかないと」

「わかりました。お兄ちゃん！」

　イリスは窓際に近づき、カーテンを閉じた。

　それから深呼吸して、僕の方に手を伸ばす。僕はその手を握って、一緒にベッドに横になった。

「一緒に夢を見るのでしょう……？　『竜種超越共感ドラゴニツク・エクス・シンパシー』の出番ですね。お兄ちゃん」

　イリスは照れたような顔で、言った。

「お願い。僕も久しぶりに、シロの顔が見たいから」

「承知いたしました！」

　そんなわけで、僕たちは『意識共有』を起動して、目を閉じた。

　しばらくすると、眠気がやってきて──




「おとーさん！　イリスおかーさーんっ!!」

　眠った瞬間、夢の中で、ちっちゃな身体からだが飛びついてきた。

　さらさらのプラチナブロンドに、真っ白な肌。空色の瞳ひとみが、まっすぐ僕とイリスを見つめてる。

「久しぶり、シロ」

「ごぶさたです。シロさま」

「会いに来てくれてありがとー。えへへ」

　頭をなでると、シロはくすぐったそうに目を閉じた。

「シロも眠りながら、世界のこと、見てたよ。おとーさんとおかーさん、シロにお願いがあるんだよね？」

「うん。天竜の名前を借りてもいいかな？」

「いーよー。だけど、むむむ、だよ？」

　あれ？　シロ、どうしてほっぺたを膨らませてるんだ？

　なんだか、怒ってるように見えるけど。

「たにんぎょうぎは、やだよ」

「……もしかしてシロさま。聞かなくてもよかったのでしょうか？」

「んっ！」

　シロは勢いよく、首を縦に振った。

「シロたちは家族！　おとーさんの言葉は、シロの言葉。だから、ことわらなくてもいいかと！」

　ああ、そういうことか。

「一応、筋は通しておかないといけないだろ？」

「わかるけどー」

「それに、久しぶりにシロの顔も見たかったから」

「おとーさん、それ言われたら怒れないよー。もー」

「お詫わびに、イリスとお兄ちゃんが、朝まで一緒にいますから、ね？」

「ならいい！」

　気がつくと僕たちは、港町イルガファの家にいた。夢の中だから場面転換は簡単だ。

　シロはこっちの家にはまだ来たことないから、興味しんしんで──僕の膝に乗ったり、イリスと一緒に部屋を見て回ったりしてた。

　そうしてるうちに──時間も適当に流れて──

「今度はリタおかーさんとアイネおかーさんも連れてきてね？」

「わかった。約束するよ」

「またね、でしょう。シロさん」

　僕たちはもう一度、ぎゅ、とシロを抱きしめて──

　そうして、目を覚ましたのだった。










「ありがと、シロ」

　目を覚ましたあと、僕とイリスは、しばらく『天竜の腕輪』を見つめてた。
















　シロが孵ふ化かするには、まだまだ時間がかかりそうだ。

　それまでに生活の目処を立てて、自分たちのまわりを平和にしておかないとね。

「シロの許可ももらったし、砦にいる魔物の情報と、まわりの簡単な地図を書いた紙に『天竜の代行者』の署名を加えて、ギルドに流してみようか」

　今回は、先手を打つ。

　持てる情報を使って、貴族の噓うそと、ブラックな仕事をぶっ潰つぶしてみよう。

「はい！」

　イリスは目を輝かせて、うなずいた。

「あとは……心に訴えかける感じで、感情を込めた文章にして、と」

　僕はラフィリアを呼んだ。




「はいです。マスター」

「今から『砦にはほとんど魔物はいなくなってる。冒険者たちをだますなー』って文章を書くから、それをポエムっぽくしてくれないか。天竜の言葉みたいに、威厳がある感じで」

「りょうかいなのです。せっかくなので、それっぽい絵もつけてみますよぅ」




　あとは、これを冒険者ギルドと宿屋に貼るわけだけど──

　僕はアイネを呼んだ。




「はい、なぁくん」

「天竜っぽい怪文書を冒険者ギルドと宿屋にこっそり貼ろうと思うんだけど、人目につきにくくて、かつ、あとになってわかる方法を考えて欲しいんだ」

「おまかせなの」

「それでも貴族は冒険者を言いくるめて働かせようとするかもしれない。対応策って、なにかあるかな？　あくまでも合法的に、貴族が表向きは反論できないような感じで」

「待ってましたなの。ご主人様」

　アイネはメイド服のスカートをつまんで、にっこりと笑った。

「それならアイネの、冒険者ギルドの知識をフル動員するの」

「それともうひとつ、例の『スキル封じスキル』の件だけど、それに対抗するための情報を──」

「わかったの。そっちもアイネのお仕事の経験を活いかして──」

　アイネはうきうきしながら語り始めた。

　うまくすれば、これは第８世代の勇者が使う『能力寄生魔炎スキル・フレイマー』へのワクチンになるはずだ。あれは相当にやばいスキルだから、普通の人でも対応できるようにしておきたい。あと、ブラック過ぎる『ホワイトギルド』に対抗するためにも。

　……これって、世界を変えたことになるのかな。

　ならないよな。そういうのは勇者のすることで、僕の仕事じゃない。うん。別にたいしたことしてないよな。家族とのんびり暮らすために、まわりを平和にしておきたいだけなんだから。

「お兄ちゃん、この作戦、イリスにお任せいただけませんか？」

　打ち合わせを進めていくと、イリスは言った。

「お兄ちゃんたちがお出かけしている間に、イリスが完かん璧ぺきに仕事をこなしてみせましょう」

「わかった。お願いするよ」

　一応、イリスたちの作戦を聞いて──

　それに僕がアドバイスをして──

　僕とセシル、リタ、レギィがでかけたあと、イリスたちの計画は実行されたのだった。










　──数日後。保養地の冒険者ギルドにて──




　最初にその張り紙を見つけたのは、ギルドの職員だった。

　掃除中、クエストボードの紙の隙間から、見慣れない羊皮紙がすべりおちてきたのだ。

　書かれているのは『魔物に占拠されている』はずの砦とりで。それを上から見たような絵だった。

『与えられし仕事を果たしている者よ、残業はない』

　紙に書いてある言葉をギルドの職員は読み上げる。

『霧の谷で我の声を聞いた者に真実を告げる。─天竜の代行者、ここに記す─』

「……天竜さま!?」

　思わず声をあげて、職員の女性はため息をつく。

　誰かのいたずらだろう。天竜がこんなギルドに情報をもたらすわけがない。

　そう思って職員の女性は次の作業に移る。ギルドに併設している酒場の掃除だ。まずはカウンターをゾウキンで拭ふいて──と思ったら、カウンターの下から、別の羊皮紙が出てきた。

「……まさか」

　女性の額を冷や汗が伝う。

　羊皮紙の文章は前のものの続きだ。ありえない。ギルドの職員がどんな手順で仕事をするか、わかっていなければこんなことはできない。職員に基本的なマニュアルはあるが、ギルドは場所によって違う。こちらの動きを先読みできるなんて──ふらついて壁に手を突くと、今度は見慣れない地図が、テーブルの下からあらわれた。

「噓でしょう……こんな地図、見たことない……」

　ギルドにも、こんな詳しい地図はない。まるで「空から見下ろしている」かのような。

　さらに、それに付け加えられている言葉が、重みを持って迫ってくる。

　短いのに、迫力がある。そして何な故ぜかすごく「かっこいい」のだ。

『砦はすでに魔物たちから放棄されている。残っているのは少数のゴブリンのみ。

　天より見つめる目はすべてを見通す。天意は降誕し、まさに人々の指標とならん。

　真実はおのれの目で確かめよ。貴族の言葉にまどわされることなく、その目で見て、選べ』

「ギルドマスター！　来てください！」

　ギルドの職員は走り出す。

　そうして、地図と『天竜の代行者』の噂うわさは、瞬く間に町に広まったのだった。




『天竜の代理人』の文書は、宿屋にも配られていた。

　文書の内容を疑う者も多かった。だが、地図が詳しすぎること、天竜が復活したという噂──なによりも長びく『宿屋待機』による不安が、冒険者たちを動かしていた。

　そして、数時間後。

　冒険者ギルドの広間に冒険者たちと『暁あかつきの猟りよう犬けん』のメンバー、そして子爵家令嬢エデングルが集まることになった。




「ここに書かれていることは本当ですか？」

「砦には本当に魔物の集団がいるのですか？　『砦攻略クエスト』は本当に行われるのですか!?」

「クエストボードに正しい依頼が書かれていないなら、ギルドになんの意味があるんだ!?」

　口々に叫ぶ冒険者たちに、ギルドマスターの顔が青ざめる。

「わ、わたしは、今回の件は特例として、子爵家令嬢に」

「…………興味ないんだけど」

　ぽつり、と、子爵家令嬢エデングルがつぶやく。

　彼女は、自分がどうしてここにいるのかもわからないかのように、冒険者たちを見回していた。

「落ち着きなさい、みなさん」

　ざわつく冒険者たちを見回しながら『暁の猟犬』の代表は言った。

　冒険者たちが静まり返る。

『暁の猟犬』は、この町一番のパーティだ。彼らは『ロックリザード』さえも数名でほふり、『ブラックハウンド』とも対等に戦う。『ワイバーン』と出会っても無傷で帰ってくる。

　それだけの武勇伝をほこるパーティの代表者に、冒険者たちは思わず姿勢を正すのだった。

「こんな怪しい文書にまどわされてどうするんですか？　みなさんは、王家の正規兵を目指しているのではないですか？」

　硬い口調で、『暁の猟犬』の女性は告げた。

「『宿屋待機』は皆さんの協調性と自主性を試すものでもあります。負担になっているのはわかりますが、仕事とはそうしたものではないですか？　将来にわたって得られる安定した生活のためには、多少の我慢がなんですか。そんな協調性がないことでどうするんですか」

　彼女は、淡々と話し続ける。

「このクエストは王家の正規兵となるための試験でもあるのです。エデングルさまはクエストが終わったら、その成果によって皆さんを王家へ推薦すると約束してくださいました。将来のためにここまで時間をかけたのに、それを無駄にするのですか!?」

『暁の猟犬』の女性は叫んだ。

　ギルドに集まった冒険者たちは、一斉にため息をついた。

　結局、彼らの選択肢は変わらない。

　それに見合う報酬がもらえることを期待して『宿屋待機』を続けるか、キャンセル料を支払って、クエストを辞退するか。報酬から考えれば、キャンセル料も多額のものになるだろう。今からパーティでまた、話し合わなければいけない。

　そう考えて、冒険者たちが大広間から出て行こうとした──ときだった。




「あのー、すいません。『クエスト延期の理由に正当性がない場合、冒険者ギルドから宿代を無利子で借りられる』って聞いたんですけど」




　冒険者ギルドの大広間に、初心者っぽい冒険者が入って来た。

「え？」

　思いもよらないセリフに、ギルドマスターの目が点になる。

　ギルドマスターは左右を見回して、とまどったように──

「た、確かに、そういうルールがあったような気がする。が、今もそれが機能しているかは。それに、書類を提出してもらわないと──」

「はい。書類はこれです。冒険者ギルド細則、特例第12項だそうです。ルールの方は、別の町……えっと、メテカルの冒険者ギルドと同じものになっているはずです。いやー、助かります。これでしばらく『宿屋待機』できますよー」

　冒険者はそう言ってギルドマスターに１枚の羊皮紙を手渡し、大広間を出て行った。

　ギルドマスターはそれに視線を走らせる。

　書式、内容、必要事項──すべて完璧だった。

　確かに、そういうルールは存在する。『冒険者保護』のために昔作られたものだ。表には出していないが、廃止もされていない。申請書類を複雑にすることで、申し出にくくしてあるはず。

「…………こんなものを、誰が……？」

「は、話の続きです！」

　ギルドマスターの隣で、気を取り直したように『暁の猟犬』の女性が叫ぶ。

「皆さんは評価されている！　評価されているんです!!　クエストのキャンセル料が、報酬の何割だと思ってるんですか!?　そんなの、払うのはもったいないでしょう？　ですから──」




「すいませーん。『クエストの内容に問題がある場合、キャンセル料なしでクエスト受注を取り消せる』って聞いたんで、お願いしたいんですけど。はい、これが書類です」




　ふたたびドアが開いて、大広間に別の冒険者が現れる。

「確か、冒険者ギルドの『依頼者疑義による特例第８項』だそうです。書類はこれです。ギルドマスターが間に立って交渉してくれるんですよね？　いや、助かりましたよー」

「ちょっと待ってくれ！　そんなこと誰が!?」

「そのへんにいた、冒険者ギルドのルールに異常に詳しい奴隷の人ですけど？」

　言われて、ギルドマスターは渡された書類を見つめる。

　これも完璧だった。

　適用されるのは、冒険者ギルドの創成期に作られたルールだ。確かに明文化されたルールとして存在はするが、冒険者がこんな細かいルールを知っているはずがない。なのに──

「じゃあ、お願いしますね。それじゃ」

　そう言って若い冒険者は大広間を出て行った。

　集まっていたパーティリーダーたちがざわつき始める。

「クエストの内容に疑いなどあるはずがありません！」

　ばん、と、『暁の猟犬』の女性は壁を叩たたく。

「もちろん、砦には大勢の魔物がいますし、それを討伐することで、皆さんの名も上がることは間違いありません。これはまれに見る大きな仕事で、重要なクエストです。王家に親しい貴族の方が、みなさんの能力を見込んで依頼したのですよ!?　それを疑う必要など──」




「すいませーん。『ギルドマスターは複数名の冒険者の希望があれば、疑わしいクエストについて調査を依頼できる。調査費はギルド持ち。冒険者ギルド細則第１３８項』って聞いたんですけどー」




「「いい加減にしろよ誰から聞いたの!?」」

　ギルドマスターと『暁の猟犬』の女性は声をそろえて叫んだ。

　入って来た冒険者は、きょとん、とした顔で、

「え？　冒険者ギルドの──」

「ルールに異常なほど詳しい奴隷ね!?　そいつはどこに!?」

「路地に露店が出てましたよ？　黒いローブを着て、フードを被った女性の奴隷が、『冒険者無料ルール相談室』──略して『冒険者のお庭ボウテラス』を名乗ってますけど」

　渡された書類を見て、ギルドマスターの顔が真っ青になる。

　ルールは間違いなく存在する。最古のものだが、やはりまだ廃止はされていない。

　誰が？　どこから？　こんな詳しいルールを知っている者など!?

「わかった！　俺が砦の調査に行こう！」

　冒険者の一人が叫んだ。

「このまま『宿屋待機』を続けるより、ずっといい！」

「我々に必要なのは正しい情報だ」

「確かに、このクエストには不可解なところが多すぎる！　ギルドマスターは俺たちに調査を依頼するべきだ！」

　次々に言葉が続いていく。

「あなたたちは正規兵を目指しているのでしょう！　なのに、貴族の方の言葉を疑うのですか!?」

　壇上にいる『暁の猟犬』の女性が叫んだ。

「貴族の方が噓をつくなんて──」

「『貴族の方が噓をつくなんてありえない』」

　さっき書類を持って来た──まだ二十歳そこそこの若い冒険者が、ぽつり、と口を開いた。

「『だから、今回はクエストの先せん遣けん隊たいを出すだけ。先に行って、冒険者の目線で砦を偵察するべきなの。その方が、むだなくお仕事ができるの──』」

　大広間が静まりかえる。

　若い冒険者は、まわりの反応にとまどうように左右を見回してから──

「──こう言うように『冒険者ギルドに異常に詳しい奴隷』に頼まれました。あと、添付資料として──」

「……誰か見に行け。そいつを今すぐつれて来い」

『暁の猟犬』の女性が、まわりの仲間にささやく。

　数名の剣士が、大広間を飛び出して行く。

　残った冒険者たちが騒ぎはじめる。『天竜の代行者』のこと、砦とりでの情報、クエストに疑いがあること、口々に調査の必要性を言い立てる。ギルドマスターは──なにもできない。

「宿代くらい……払う」

　不意に、子爵家令嬢エデングルが言った。

「私にはすることがある。邪魔だけはしないで。そのためのコストは払う」

　彼女は冒険者たちの方を見ることもなく、広間の裏口から、出て行った。

　呆ぼう然ぜんとする冒険者と『暁の猟犬』のメンバーを残して。










『冒険者ギルド』を出た『暁の猟犬』の剣士たちは、路地でぼろぼろの屋台を見つけた。

　書類を持って来た冒険者たちの証言の通りだ。

　ここが『冒険者無料ルール相談室』──略して『冒険者のお庭ボウテラス』の現場だ。

　人はいない。確か、黒いローブを着て、フードを目深に被かぶった人物がいるはずだ。

　しばらく探し回って──彼らはそれを見つけた。

　通りの向こうを歩いて行く、黒いローブを着た後ろ姿。

「……貴様が余計なことをした者か？」

　ぱちん。

　その背中に伸ばした手が、棒のようなもので払いのけられた。

　ローブの人物が振り返る。

　顔は、目深にフードを被っていてわからない。

　手に、長い棒を持っている。武器だろうか。まるで掃除道具の柄のようだが。

「我々は『暁の猟犬』だ。お前の正体について聞きたい。来てもらおうか」

『暁の猟犬』の剣士たちはローブの人物を取り囲もうとする──が。

　ぱちん。

　まるで動きを読まれているかのように、その手が、足が、木製の棒で払われる。

「──ぐっ!?」

　そのたび、彼らの全身にしびれが走る。

　まるで、魔力で殴りつけられているかのようだった。

「貴様、何者だ？　なにをたくらんでいるのだ!?」

「近づかないで。この身体に触れていいのは、ご主人様と仲間だけ」

　フードの人物が冷たく言い放つ。

『暁の猟犬』たちは、その者に触れることもできない。完全に動きを読まれている。こちらが身体に力を入れた瞬間、相手は行動を先読みして対処してくる。棒で突かれるたびに、彼らの身体には、ずしん、という振動が響く。

　どんな能力を持っているというのだ、こいつは!?




　彼らは知らない。

　フードを被った少女が、かつてギルドマスター見習いをやっていたことも。

　一流のギルドマスターとなるために、あらゆるギルドのルールを、読み込んでいたことも。

　そして、奴隷となった彼女が持つ『チートスキル』のことも。




『動どう体たい観かん察さつＬＶ１』

『身体』の『緊張』を『見極める』スキル

　視界に入った相手の、筋肉の緊張を読み取ることができる。

　それを利用して、相手の動きを高確率で予測することも可能。




『魔力棒術ＬＶ１』

『棒』と『魔力』で『与えるダメージ』を『増やす』スキル

　ロッド、ワンド、ホウキやモップなど、棒関係のものを武器として扱うためのスキル。

　敵に与えるダメージをレベル×10％＋10％増加させる。

　魔力を宿した棒で敵を突くことで、宿した魔力を相手にたたき込むことができる。その衝撃により、防具を貫通して内部ダメージを与えることが可能。



















「それに、人前でズボンを脱ぐようなひとには、関わりたくないの」

「なに!?」

　追いかけようとした『暁の猟犬』たちの膝ひざが、がくん、と、崩れた。

　足が動かない。魔法か──と思ったら、ズボンが膝まで落ちていた。いつの間にか、ズボンのベルトが外れていたのだ。

　思わず腰に手をやる。が、腰に下げていた剣は金具が外れ、地面に落ちていた。

「な、なんで？　どうして!?」

　とまどう彼らを置いて、ローブ姿の少女は遠ざかっていく。

　人混みですれ違った、エルフの少女が『ふっふーん、ですぅ』と笑う。

　彼女が、すれちがいざまに使ったスキルについては、誰も気づいていない。




『器き物ぶつ劣れつ化かＬＶ１』

『アイテム』の『価値と効果』を『やわらげる』スキル

　一時的にアイテムの効果を弱めることができる。

　ベルトに触れれば留め金を外せるし、剣に触れれば切れ味を悪くできる。




『暁の猟犬』の男たちが、恐怖で震え出す。

　ローブ姿の人物は、もうどこにもいない。

「…………俺たちは、とんでもない間違いをしているのかもしれない」

『暁の猟犬』の剣士が、小さくつぶやいた。

　おそろしい。なにもわからない。

　貴族の下につけば安心だと思っていたのに…………。

　もしかしたら自分たちは、超越存在のきまぐれで見逃されているだけなのでは……？




　そして彼らと子爵家令嬢エデングルは、逃げるようにクエストに向かうことになるのだった。








第15話「町の危機と、笑い方を忘れた聖女さま」






　僕たちが保養地に戻ってから、しばらくは雨だった。

「３日くらい様子を見て、出発するかどうか決めよう」

　雨の中を進むのは大変なので、天気が落ち着くまで旅の準備に当てることにした。

　まずは商人のドルゴールさんのところへ、預けてた馬を引き取りに。

　それから市場で食料の手配。買い込んだそれと、移動中に使う道具は、アイネの『お姉ちゃんの宝箱』を使って革袋に入れた。

　水はラフィリアの『浄水増加』で増やせるし、はぐれても『意識共有マインドリンケージ・改』で連絡が取れる。チートキャラの旅行準備って、意外と楽だ。

　そんなわけで旅の準備は、昼間のうちにあっさりおしまい。

　夜になってから、僕は新しいスキルの設計をすることにした。

　手持ちのスキルで使えそうなのは──




『匍ほ匐ふく防ぼう御ぎよＬＶ１』

『地面』に『伏せて』『身を守る』スキル




　ロックリザードがドロップしたものだ。地面に伏せることで、防御能力が上がるスキルだけど、僕たちには甲羅がないから、このままじゃ使えない。




『魔物召喚ＬＶ５』

『身体からだの一部』で『関連する魔物』を『呼び出す』スキル




　こっちはミイラ飛竜のライジカからもらったやつ。

　他には、聖女デリリラさんがくれたスキルがある。




『幻影人形ＬＶ４』

『幻影』を『空中』に『映し出す』スキル




『真実告白』

『魔法陣』で『噓うそ』を『封じる』魔法




　そして『霧の谷』の事件でスキルを『再構築』したときの余った概念。

『まわり』に




　最後に『聖せい杖じようノイエルート』だけど──




『聖杖ノイエルート』

『魔法』の『効果範囲』を『変化させる』杖




　……よく見たら、能力が概念化できるようになってた。

　で、僕のスキルを確認すると──




『能力再構築スキル・ストラクチヤーＬＶ５』




　いつの間にか『能力再構築』がレベル５に上がってる。

　聖杖の能力が概念化できるようになってたのは、その効果みたいだ。

　魔法のアイテムの能力を書き換えられるようになったってことか。『聖杖ノイエルート』の概念が出るってことは、レギィみたいに人格があるものでなくても『再構築』できそうだ。

「……これは慎重にやらないとな」

　伝説の杖を書き換えて、うっかり暴走して大爆発、ってなったら困るからね。

　そんなことを考えてたら、来客があった。




『あけてあけて！　デリリラさんだよ。開けて──っ！』




　窓をつっつく、固い音。

　外を見ると────鳥型のゴーレムがいた。

　大きさは、手のひらに乗るくらい。窓枠の下にくっついて、必死で窓を叩たたいてる。

『あのかわいい子のご主人様！　恥ずかしい獣人の子のご主人様！　いんちきご主人様！　ここを開けてよ──っ！』

「聖女さま？　どうしてここに？」

　僕は窓を開けた。

　雨でずぶぬれになった鳥型のゴーレムが、部屋に転がり込んでくる。

『ふっふーん。デリリラさんは聖女だからねー』

「そっか。魂を一時的にゴーレムの中に入れてるのか。聖女さまは徳が高いはずだから、それくらいできてもおかしくないよな。自分が作ったゴーレムを肉体の代わりにして、僕たちに会いに来た、ってことか」

『デリリラさんの言うことがなくなったよ！』

「で、どうしたんですか？」

　聖女さまが僕のところに来る用事と言えば……。

「まさか？　貴族に迷宮から追い出された？」

『それはないない』

「ないのか」

『君の助言を参考にしたからね。ゴーレムくんたちが迷宮を改造してくれたのさ。貴族はやってきたけど、丁重にお引き取り願ったよ。でも……そのせいで、ね』

　聖女さまは言いにくそうに、身体を丸めた。

　そして──




『ヒュドラがこの町に向かってるんだ。このことをみんなに知らせて！　逃げて！』










『ことのおこりは、貴族と冒険者が迷宮に来たことだったよ』

　聖女さまは、話し始めた。

『デリリラさんはちゃんと警告したんだよ。この迷宮をクリアしたって、たいしたものはあげられないよ、ってさ』

　貴族……たぶん、子し爵しやく家け令れい嬢じようエデングルのことだ。

　あいつは冒険者たちを『宿屋待機』で縛り付けてたけど、アイネたちが暗あん躍やくしたことで破綻した。

　そして冒険者たちに宿代を払ったあと、逃げるように町から出て行ったって聞いてる。

　そのあと、聖女さまの神殿跡に向かってたのか。

『あいつら、デリリラさんをなめきってたねー。伝説の聖女さまは単純だから、あっさり攻略できる。宝は我々のものだって。ふざけんなだよねー』

　ところが、迷宮は『改造上等！』のゴーレムたちによって、超強化されていた。

　聖女さまに作られたゴーレムたちはものすごく優秀で、しかも凝り性だった。数日でダンジョンを改造しちゃったそうだ。しかも楽しみながら、『まかせて。よゆう』な感じで。

『岩山に近づいてくる人たちの顔を見たあと、ゴーレムくんたちはさらに作業速度を上げたんだよ。理由は……君ならわかるよね。やってきたのが、仲間のゴーレムくんをバラバラにした奴らだったからだよ』

　それでも聖女さまは、ダンジョンにやってきた貴族たちに警告したらしい。

『ここは危険な迷宮だよー。油断すると大けがするよ。帰ってもいいんだよー』って。

　でも、子爵家令嬢エデングルたちは先に進むことを選んだ。

　そして『回復魔法の詠唱に反応して襲ってくる』やたらと素早いスライムに、いきなり回復役を倒された。

　回復手段をなくした後は、薬草の奪い合い。

　険悪ムードの中、『平衡感覚を狂わせる通路』（通路全体が斜めになっていて、まっすぐ歩けない）でジャイアントスパイダー（に似せた人工生物）に襲われて、数人が脱落。

　さらに進んだところにある『遠近感を狂わせる交差点』（通路の先の方が細くなっていて、やたら長く見える）で、まだ遠くにいると思ってた魔物におそわれて、さらに脱落。

『近道すると落とし穴にはまる迷路』を抜けたあと、動けるのは子爵家令嬢と『暁の猟犬』のリーダーだけになっていた。

　それでもあきらめなかった彼らは、プールのある部屋にたどりついた。

　そして水中の魔物と戦ってたところで、天井から降ってきたスライムにたかられて戦闘不能に。

　動けなくなった子爵家令嬢と『暁の猟犬』たちは、デリリラさんのゴーレムに出口まで運ばれていったらしい。

　でもって「おひきとりくださいー」って感じでたたき出されたそうだ。










『でも残念だよ。あいつら「回転する床」「触れるとしびれる壁」「やたらと声が反響してうるさい通路」にたどりつけなかったんだから。せっかく準備したのにねー』

　そう言って、聖女さま入りの鳥ゴーレムは、ぱたぱたと翼を動かした。

「ほんとに僕の提案を全部実装したんですか……？」

『もちろん、クリアした者には金貨をあげる予定だったさ』

「並の冒険者じゃ太刀打ちできなかったですか、あの迷宮」

『そこそこできる奴はいたよ。黒髪の狼おおかみ使いとか。確か名前は「フェンリル＝ラグナ」って言ってたかな』

「そいつは、どうなりました？」

『調子に乗って迷路の壁を壊しまくって、落とし穴にはまって動けなくなってた』

「……へー」

『力におぼれる、って奴だね。ただ、能力は高いよ。魔力で作った狼を使ってた。「かみ砕くもの」「引き裂くもの」──だったかな。できれば戦わない方がいいね』

「でも、子爵家令嬢たちは、迷宮を攻略しに来ただけなんですよね？　それでどうして、ヒュドラが町にやってくることに？」

『あいつらが大規模魔法で岩を崩して、迷宮の入り口をふさごうとしたからだよ』




　………………………………あちゃー。




「もしかして、他の冒険者が迷宮に入れないように？」

『だろうね。本人たち、そう言ってたからね』

「ヒュドラって……大騒ぎすると襲ってくるんですよね。聖女さま」

『魔法の破裂音なんかにはすごく敏感かな？』

「なわばりを荒らされたようなものですからね」

『山頂から駆け下りてくるくらいには怒ってたね。ヒュドラも』

「あいつら、逃げなかったんですか？」

『パーティのリーダーが叫んでたからね。「がんばって迷宮をふさぐのです！　他の人間に攻略されたら責任問題になるでしょう!?」って』

「どうしようもないですね……」

『火炎、石弾、爆裂系魔法の嵐だったね……』

「それで、どうなったんですか？」

『逃げ遅れた魔法使いが１人、ヒュドラに吞のまれたかな？』

「『暁の猟犬』って凄すご腕うでのパーティですよね？　あいつらにも倒せなかったんですか？」

『迷宮の入り口をふさぐのに、魔力を消費してたからね。しかも、ヒュドラにつられて、他の魔物も出てきてたし』

「どうしようもないですね……」

『どうしようもないねぇ……』

「『…………はぁ』」

　僕と聖女さま（鳥形ゴーレム）は、そろってため息をついた。

　貴族も『暁の猟犬』も、どうして余計なことするのかなぁ。

『この件については、デリリラさんにも責任があるよ』

　ゴーレムの聖女さまは言った。

『だから君たちには、今のうちに町のひとたちを避難させて欲しいんだ』

「避難、ですか」

　岩山のヒュドラの大きさは、身長二十数メートル。

　蛇型の生き物だけに、とにかく執念深いらしい。

　子爵家令嬢と『暁の猟犬』たちはこの町に逃げ込んだから、ヒュドラも追いかけてくる。さらに面倒なことに、興奮したヒュドラに引っ張られて、空飛ぶ魔物も町に向かって来てる。

　できるだけ被害が出ないようにしたい、というのが、聖女さまの希望だった。

「でも、人は逃げても、ヒュドラは町を破壊しますよね……」

『だろうね。でも、誰かが死ぬよりはいいだろう』

「……だけど、町がなくなったら……」

　僕は、ラフィリアに聞いた『魔力ポイント』の話を思い出していた。

　この保養地と、聖女さまのダンジョンは特別な『対になる魔力ポイント』だ。この保養地が、人体のツボのようなもので、ここにたくさんの人が住んで活動することで、聖女さまのいる場所に魔力が流れ込むようになってる。

　じゃあ、この保養地が壊滅したら……聖女さまはどうなるんだ？

『なにもできなくなっちゃうけどね。しょうがないよ』

　僕の質問に、聖女さまは答えた。

　しばらく、僕も聖女さまも、黙ったままだった。

『デリリラさんのダンジョンも、ゴーレムたちも、魔力があってのものだ。その魔力は、保養地で人が楽しんで、わちゃわちゃすることで、デリリラさんちに流れ込むようになってるからね。もしも……万が一この町が破壊されたら……再建されるまでは、なにもできないかな？　幽体のままじゃ、長距離の移動はできないからね』

「そしたら聖女さまは、本当にひとりぼっちになっちゃうんじゃ……？」

『なにを心配してるのかな、少年』

　聖女さまのゴーレムは、笑ったように見えた。

『こう見えてもデリリラさんは徳の高い聖女さまだよ。そう簡単に消えたりしないよ』

　消えるより辛つらいじゃないか、それ。

　生前は、死ぬまで過重労働して。

　死んだ後、趣味のダンジョン作りをするようになったのに、貴族のせいで魔力がこなくなって。

　そしたら……聖女さまは誰もいない場所で待つことしかできなくなる。いつか、町が再建されて、魔力が流れ込んでくるのを。ゴーレムが使えないなら、それを確かめることもできずに。

　なんだよ、それ。

　最悪じゃねぇか。

　せっかくセシルと出会って、聖女さまは自分の友だち──アリスティアの同族が生き残ってることを知ったのに。これからしたいことだって、あるはずなのに。

『やさしいね、君は。あの子たちが慕うのもわかるよ』

「……なにも言ってませんよ、僕は」

『そんな顔をしてればわかるよ。なぁに、デリリラさんは幽霊みたいなものなんだ。消えるまで、時間はいくらでもある。魔力が戻って来るのを待つさ。それだけのことだよ』

「あのさ、聖女さま」

『なにかな、少年』

「聖女さまの方は、今、どんな顔をしてますか？」

『残念！　ゴーストは鏡に映らないんだ。だから、わかんないよ』

　つんつん、と、鳥型ゴーレムのくちばしが、僕の手のひらをつついた。

　顔は見えないから……怒ってるのか泣いてるのかは、わからない。

　でも、デリリラさんは聖女でゴーストだけど、悟ってるわけでも達観してるわけでもない。聖女さま、ダンジョンの最奥でセシルの話を聞いて、叫んだりごろごろしたりしてたから、感情だってちゃんとある。生前、ブラック労働して聖女に祭り上げられただけの、普通の女の子なんだ。

　魔族のアリスティア──セシルの同族の友だちで、僕たちとも、友だちになれそうな人。

「……ほっとけるわけ、ないよな」

　僕は聖女さまのゴーレムを見た。

「お願いがあります、聖女さま」

『はいよ、少年』

「これから僕たちがなにをしても、見たものや、僕たちのスキルとかを秘密にしてくれますか？」

『愚問だね。君たちは初心者冒険者だろう？』

　鳥型ゴーレムに宿った聖女さまは、かちかちんっ、とくちばしを鳴らした。

『そして、あのちっちゃな女の子はただのダークエルフさ。それがすべてじゃないか』

「提案があります。もしかしたら僕たちの手で、ヒュドラを倒せるかもしれない」

　僕は『聖杖ノイエルート』を使った『圧あつ縮しゆく魔ま法ほう』について話した。魔法の重ねがけと、強化。それと杖の耐久力について。

『それはたぶん、圧縮された熱量が飽和状態になったんだね。魔力と火炎が一点に集まりすぎたせいで、熱光線になったのさ。なるほど、ノイエルートにそんな使い方があったとは』

「だけど、杖は異常なくらい熱くなってた」

『ノイエルートは魔法を拡大縮小するだけのものだからね。「圧縮魔法」なんかは想定外だよ。安定して魔法を発射したり、呼び出せるように調整できればいいんだけど……そういうことができる者は、この時代にいるかな……？』

　なるほど。

　拡大縮小した魔法を、「安定して」「発射する」か「呼び出す」ようにすればいいのか。

「もうひとつ教えてください。ヒュドラを確実に倒す方法は？」

『それは簡単さ。首を全部吹っ飛ばせばいい』

「ヒュドラが町にくるまでの時間は？」

『３時間から４時間だね』

　町の人を全員避難させるのは難しい。

　それに、僕たちが普通に「ヒュドラがくるぞ」って言っても、信じてもらえないだろうな。

「もうひとつお願いなんですけど、相談に乗ってもらえませんか？」

『なんの相談かな？』

「トラップ作りの相談です」

『……なんのためのトラップだい？』

「貴族の噓をあばいて、ヒュドラのことをみんなに知らせるためのトラップです」

　大事なのは、ヒュドラが町に近づいてることを人々に知らせること。

　そして、それに子爵家令嬢エデングルが関わってることも伝えなきゃいけない。でないと、町の冒険者たちはそのまま『宿屋待機』してるかもしれないし。戦える人にはヒュドラと一緒にやってくる『空飛ぶ魔物』を処理して欲しい。

　僕たちが、ヒュドラ退治に集中できるように。

「つまりこの町を、貴族や冒険者の人たちを『ヒュドラ退治』というゴールに誘導するためのダンジョンにするようなものです。真実とか、情報とか、そういうのを効果的に暴くトラップを仕掛けることで。そのために、聖女さまの協力が必要なんです」

『いいね。そういうの好きだよ』

　聖女さま入りの鳥型ゴーレムは、にやりと笑ったようだった。

『でも、貴族が素直に従うかな。こっちを攻撃してくる可能性も……』

「そうなったらボコボコにします」

『過激だな少年！』

「……いい加減、こっちも頭に来てるんですよ」

　言ってから、僕は耳を澄ました。

　夜の保養地は静まり返ってる。

　ということは、ヒュドラ来襲の情報は、まだ伝わってない。

　子爵家令嬢エデングルは、ヒュドラが来ることを隠してるんだ。目的は不明。だけど、自分たちだけ逃げるつもりなら、誰かにヒュドラの足止めをさせることだって考えられる。

　そして、あいつらは冒険者を雇って待機状態にしてるんだ。

「……もしも貴族が『宿屋待機』中の冒険者を利用するとしたら」

　まぁ、どういう行動に出るか予想はつくよね。

「ということで、聖女さまのダンジョンと同じように、警告と呼びかけからはじめてみましょう」

『わかった。協力しようじゃないか、少年』

　ぐっ。

　僕たちは指と、くちばしを合わせて、擬似的握手。

　話はまとまった。

「というわけで、リタ、どこまで聞いてた？」

「……わぅっ!?」

　ドアの向こうでリタの声がした。

　そりゃ気づくよな。リタのスペックなら。

　聖女さま（鳥型ゴーレム）は窓をがんがん叩たたいてたし、僕たち大声で話してたし。

「……あ、あのね。ナギ。私、心配で……その」

「別に怒ってないよ。ありがと」

「……ほめられちゃった」

「じゃあ、リタ。悪いけどセシルとイリスとラフィリアを呼んできて。この場を切り抜けるためのスキルを急いで『再構築』する。そのあと、アイネとレギィに状況を説明してあげて」

「わ、わかった」

　ドアの向こうでリタがうなずく気配。素直でよろしい。

「それが終わったら、商人のドルゴールさんのところに、ヒュドラ襲来について伝えて欲しい。悪いけど、そのままリタは偵察に行って欲しいんだ。貴族と、冒険者たちがどうしてるかを見てきて」

「わ、わかりましたご主人様っ！」

　リタの声が遠ざかっていく。

「それじゃ、すいません。聖女さまも手伝ってください」
















　僕は聖女さまに向かって、言った。

『ふっふーん、なにをすればいいのかな？』

　聖女さまのゴーレムが僕の肩に乗ってくる。表情はわからないけど、なんだか楽しそうだ。

　できれば聖女さまとは、生きてる間に会いたかったな。

　ダンジョン作りって趣味も共通してるし、本当に、いい友だちになれたかもしれない。

「人前で、普通にしゃべってくれればいいです」

　だから、今は聖女さまが自由でいられるように、できる限りのことをしてみよう。

　生前、聖女としてブラック労働してたんだから、死んだ後くらい、好き勝手させてあげたいよね。

　──だから。




「言いたいこと全部言ってください。我慢しなくていいですから。みんなの前で、思いっきり」








第16話「みんなで地面に転がったら、最強防御が成立した」






　雨は弱まりはじめていた。

　ギルドの建物の前に集められた冒険者たちにとっては、どうってこともない小雨だ。

　彼らはそれぞれの武器を手に、冒険者ギルドの入り口に立つ少女を見ていた。

　少女は子爵家令嬢エデングル＝ハイムリッヒ。

　彼女を守るように並んでいるのは町一番のパーティ『暁あかつきの猟りよう犬けん』だ。

「こんな時間に集まってもらって済まない」

『暁の猟犬』のリーダーの女性が、前に進み出た。

「だが、時は来た！　これより我々は『砦とりで攻略クエスト』に出発する！」

　その声は雨を貫いて、響き渡った。

「長く続いた『宿屋待機』で皆が不安になっていることを思いやったエデングル＝ハイムリッヒ子爵家ご令嬢は、実は数日前に、砦へと偵察を出されていたのだ」

　冒険者たちが「……おぉ」と声を上げる。

「……この前、宿代を出してくださったのはそのためか？」

「……あと少し我慢すれば、と仰っていたな」

「……確かに、そういうことであれば話は通る！」

　小雨の中、ざわめきはじめる冒険者たち。

　彼らに向かって再び『暁の猟犬』のリーダーは声を張り上げる。

「こんな時間になったのは、ついさっき偵察が戻って来たからだ。砦の魔物たちは、やはり暴走を始めている。急がなければ彼らに刺激されて、もっと強力な魔物が動き出すかもしれない。もはや一刻の猶予もないのだ！　勇気ある者たちよ！」

　彼女の声に、冒険者たちが拳こぶしを握りしめる。

「エデングル＝ハイムリッヒ子爵家ご令嬢のため、正規兵になるため──なによりも世界の平和のために、命を賭かける覚悟はありますか!?」

「「「「「「おおおおおおおおっ!!」」」」」」

『暁の猟犬』のリーダー、そしてギルドに集まった冒険者たちは、一斉に拳を突き上げた。

　エデングルもゆっくりと、気のない感じで拳を挙げる。

「では、これより我々は西門より出発します！　西の街道から岩山を経由して、全速力で砦に向かいます。どんな強力な魔物が現れるかわかりません。常在戦場の気持ちを忘れないように。常に武器を構え、魔法の準備をしてください！　我々がいなくても、魔物が現れたら攻撃するように!!」

　再び、喚声が上がる。

　薄暗い夜の中。

『暁の猟犬』のリーダーと、エデングルが青ざめ、震えていることには、誰も気づかない。

　これから『暁の猟犬』の中で最も下っ端のふたりが、冒険者たちを先導することになる。魔物がいる西の方角に、まっすぐ、全力で走るのだ。冒険者と『あの魔物』の戦闘が始まるまで、逃げることは許されない。

　その代わり、生きて戻ってくれば、ハイムリッヒ子爵家の正規兵待遇が待っている。

　危険な任務だ。それくらいの報酬は当然だろう。

「最後にみなさん『契約のメダリオン』を出してください。略式ですが『契約コントラクト』しましょう。砦に向かう途中で魔物に出会ったら、全力で戦うことを！　決して後には引かないことを！」

『暁の猟犬』のリーダーが『契約のメダリオン』を取り出す。

　勢いづいた冒険者たちも、一斉に同じものを取り出す。

『契約』の条件は簡単だ。これから彼らは『砦攻略クエスト』に向かう。その途中で魔物に出会ったら、全力で戦う。仲間を守り、勝手に逃げたりはしない。

　代わりに彼らが生きて帰って来たら、最低でもハイムリッヒ子爵家に雇用される。うまくいけば正規兵になれる。ただし、今回のクエストの内容は誰にも話さないことが条件だ。

「これは『宿屋待機』で皆さんに迷惑をかけてしまったことへのお詫わびも兼ねています。クエストで『契約』は異例ですが、どうか納得してください。いいですか──では」

『暁の猟犬』のリーダーは、ギルドの前に集まった人々から目を逸そらして、告げる。

「『契──』」




『噓をつくな。おろかなる貴族と、その下僕どもよ！』




　不意に、叫び声が響いた。

　声は雨を貫き、保養地全体へと広がっていく。




『他人を利用するにもほどがある！　貴族は、何度同じことを繰り返すつもりか！』




　中央通りに、巨大な人影が浮かび上がる。

　青色のローブをまとい、薄紫の髪をなびかせたその姿は──

「────聖女──デリリラ!?」

　叫んだのは、子爵家令嬢エデングルか『暁の猟犬』か、それとも冒険者だっただろうか。




『子爵家令嬢エデングル＝ハイムリッヒ、そして「暁の猟犬」のメンバーよ。

　お前たちは聖女の迷宮に挑戦し、失敗した。

　その後、他の者が迷宮を見つけられないように、入り口を魔法でふさいだのではないか！』




　聖女は怒りに満ちた目で、両腕を広げた。

　その腕と身体からだに、深紅の稲妻が走った。

　まるで彼女の怒りそのものであるかのように。




『その行いが、岩山の主であるヒュドラを怒らせた！

　ヒュドラは今まさに、西の街道を通り、この町に向かっている。魔物を引き連れて！

　貴様らは冒険者をヒュドラたちにぶつけるつもりであろう！　「契約」もそのためだ！

　……ふ・ざ・け・ん・な!!

　すべてを隠して、自分たちだけ逃げられるとでも思ったか！

　なめんな！　冒険者なめんな！　デリリラさんをなめんな──っ!!』




　聖女デリリラは語り続ける。

　エデングル＝ハイムリッヒと『暁の猟犬』たちが聖女の遺跡を探していたこと。

　迷宮を攻略しようとして、失敗したこと。

　魔法で迷宮の入り口をふさごうとして、ヒュドラを呼び寄せたこと。仲間を見捨てて、逃げたこと。馬でいちもくさんにこの町に逃げこんだこと。そのせいで、ヒュドラが町に近づいていること。

　まるで見てきたかのように、細かく、ひとつひとつ。

　聖女が言葉を口にするたびに、子爵家令嬢エデングルと『暁の猟犬』のメンバーの身体が小刻みに震え出す。恐怖からか、聖女の言葉を否定することもできない。

「ヒュドラ……岩山の主を怒らせた!?」

　冒険者たちが、叫びはじめる。

「町に近づいているのはそいつか!?　なんてことを！」

「というか聖女さまの迷宮がこの近くにあったの？」

「聖女さま、怒るとこんな口調になるの!?」

　ギルド前に集まった冒険者たちも、『暁の猟犬』も、宙に浮かぶ聖女の姿を見つめていた。




「…………我が背後にいるか。フェンリル＝ラグナ！」




　小さな声で、エデングル＝ハイムリッヒがつぶやいた。

「いるぜ。俺はあんたの護衛役だからな」

『暁の猟犬』のメンバーの後ろにいた少年が、答えた。

「どうする？　逃げるか？」

「……聖女はとっくに死んだ人間。背後には、生きた誰かがいるはず」

　あの聖女が『天竜の代行者』の仲間だとしたら、ギルドに詳しい奴隷もついている。

　放っておけばまた論破される。その前に、口を封じるべきだろう。

　それに、もしかしたら『天竜の代行者』が聖女のマジックアイテムを持っている可能性もある。

「……そいつらを殺して、なにもなかったことにする。ギルドに所属している冒険者だけが相手なら、利益を示せばコントロールできる」

「承知した」

　物陰から、黒髪の少年が、ゆらり、と立ち上がる。

「さっさと片付けるぞ。時間が経たてばこっちが不利だ。俺の同僚がいつ動き出すかわからない。猟犬どもは露払いをしろ」

「し、しかし……」

『暁の猟犬』のリーダーが、フェンリル＝ラグナを見た。

　ギルドの前に集まった冒険者たちは、エデングルと『暁の猟犬』を取り囲んでいる。一斉に声を上げて、どういうことかと問い詰めてる。逃げる隙間なんかない。

　そもそも『暁の猟犬』は、エデングル＝ハイムリッヒに絶対の忠誠を誓っているわけじゃない。報酬と、子爵家に直接雇用してもらえるという条件で雇われただけだ。黒髪の少年──フェンリル＝ラグナが何者なのかも知らされていない。彼とエデングルとの関係も、説明されていない。

　いきなり命令されても、素直に従えるわけがなかった。

「なかったことにする、だろ？」

『グルアアアアアアアッ！』

　フェンリル＝ラグナが笑い、その背後で巨大な狼おおかみが吠ほえた。

　場所、時間、周囲の状況も無視して現れる、フェンリル＝ラグナの使い魔だ。

「道は俺が切り開いてやるよ。さっさと行け」

『グオオオオオオオオオオ──ッ！』

　動かない『暁の猟犬』に苛いら立だったように、青い狼が吠えた。

「待て。フェンリル＝ラグナ。そんなことをしたら、私たちはこの町にいられなく──」

「ああん？　『暁の猟犬』さんよ。あんたたちは、子爵家ご令嬢の力を信じていないのか!?」

　黒髪の少年、フェンリル＝ラグナは腕を振った。

　青い狼が、主人の命に従って飛び出す。

「な、なにをする!?」

　冒険者ギルドの前にいた剣士たちが楯たてを構える。同一パーティだったのだろう。抜群のフォーメーションで楯を並べ、壁を作る。が──

『グォオオオオオッ！』

　青い狼の爪は、並んだ『大型の楯ラージシールド』をあっさりと切り裂いた。

　返す爪でローブを着た後衛を薙なぎ払はらう。

「なにを──ぐぁ!?」

　異変に気づいた他のパーティが戦闘態勢に入る。

　前衛の戦士が槍やりを構える。だが、通じない。

　青い狼が前脚を振るだけで、鉄製の槍はあっさりと折れ砕ける。

「ほら行けよ。道は開けてやった。これ以上、勇者さまに面倒を掛けるんじゃねぇ」

「……す、すみませんみなさん。『真空の刃ヴアニツシユ・ウインド』！」

　詫びながら、『暁の猟犬』のリーダーは魔法を飛ばした。

　周囲の人々が飛び退のいた隙に、『暁の猟犬』たちはエデングルを連れて走り出す。

「……どうしてこんなことに」

『暁の猟犬』のリーダーはつぶやく。

　人は期待値で動く──以前、彼女たちはエデングル＝ハイムリッヒから、そんな話を聞かされたことがある。冒険者は今までに支払ったコストが惜しくて、『宿屋待機』から手を引くことができなくなるはず、とも。

　だけど、それは人ごとのはずだった。

　なのに今は、これまでに支払った時間と労力を無駄にしないために走っているのは自分たちの方だ。エデングル＝ハイムリッヒに投資した時間と、忠誠。それをゼロにしないために、この町での名声も信頼も、なにもかもなくしてしまった。

「もう、あとには引けない……」

『暁の猟犬』は二手に分かれた。

　リーダーの女性はエデングル＝ハイムリッヒを守って物陰に。残りのメンバーは聖女とその背後にいる者を殺しに行く。

　冒険者ギルドの前に集まっていた剣士や魔法使いは、フェンリル＝ラグナが押さえてくれている。

　フェンリル＝ラグナはエデングル＝ハイムリッヒに協力している狼使いだ。強力な能力を持つ者だが、今はその存在が呪わしい。

　あいつのせいで、『暁の猟犬』は手を引くことができなくなったのだ……。

「あの聖女は……偽物」

『暁の猟犬』のリーダーの背中で、エデングル＝ハイムリッヒはつぶやく。

「あの間違った存在さえいなければ、私たちはまだやり直せる！」










「直接攻撃に来た!?」

　ここで戦力を使うって……。

「そんな力があるならヒュドラに使えばいいのに……ったく」

「お兄ちゃん。聖女さまの幻影……どうしましょう」

　イリスが僕の背中で聞いてくる。

　ここは、冒険者ギルドから少し離れた路地の中。僕たちはここに隠れて、冒険者ギルドに集まった人々と、町のみんなに呼びかけていた。もちろん、聖女さま（ゴーレム）も一緒だ。

　空中に聖女さまの姿を浮かべたのは、僕がイリスにインストールしたスキルだ。聖女さまからもらった『幻想人形』を『４概念チートスキル』に再構築してある。




『幻影舞台ステージ・オブ・イメイジングＬＶ１』

『幻影』を『まわり』の『空中』に『映し出す』スキル




　余っていた概念『まわり』を加えることで、効果範囲とイメージのサイズを拡大してある。

　イリスが望めば幻影の大部隊だって作り出せる、チートすぎる偽装スキルだ。

　このスキルを利用して、イリスは聖女さまそっくりの幻影を作り出した。それを、冒険者を説得するために空中に浮かべた。声は聖女さま本人に担当してもらった。『幻影舞台』は、いわゆる幻影の劇団を作るようなスキルだから、声優は自由に割り当てることができるんだ。

「聖女さまの呼びかけも、説得力があったからね」

『人前で大声を出すのは久しぶりだったけどね』

　聖女さま（ゴーレム）は、僕の肩にとまってうなずいてる。

『君たちがヒュドラ退治に集中できるように、冒険者たちには雑魚を担当してもらう計画だよね』

「ですね。説得は成功しかけてたんですけど……」

『暁の猟犬』と『狼使い』があそこまでするとは思わなかった。

　あいつら、ヒュドラのことは放置して、町ごとなにもかもなかったことにするつもりなのか？

「無駄な時間は使いたくないんだけどな」

　僕は振り返って、町を囲む城壁を見た。

　ヒュドラを迎撃するには、西の城壁に登るのが一番いい。ここから城壁までは10分足らず。

　それまでの間に『暁の猟犬』と『狼使い』を無力化しておかないと。

「幻影は一いつ旦たん消して。敵を引きつけて倒す。それからもう一度説得作戦だ」

「はい。お兄ちゃん！」

　聖女さまを連れて、僕とイリスは走り出す。

　別の場所では、セシルとアイネとラフィリアがバックアップに入ってくれてる。

　あとは敵の動き次第か。

「……いたぞ！」

　声がした。

　振り返ると路地の入り口から、数人の冒険者がこっちを見てた。

「さすが凄すご腕うでのパーティだな。『暁の猟犬』!!」

　だけど、こっちだって負けてない。

『ガイドブック』作成のために、リタとラフィリアが町中を走り回ってくれた。道の繫つながりと、家の場所は把握済みだ。戦えそうな場所や、人のいないさびれた場所も。

　コースはこのまままっすぐ。廃屋が並ぶ町外れへ。

「あんたたちは、状況がわかってるのか？」

　僕は後ろに向かって叫んだ。

「冒険者と協力して、ヒュドラを撃退するのが最良の選択肢だろうが！」

『暁の猟犬』たちは答えない。

　僕たちは地面に溜たまった水を蹴けりながら走る。このあたりは水はけが悪くて、雨水が溜まってる。さらにその先は、崩れたレンガの家。レンガが山になって、路地を半分ふさいでる。それを途中まで登ったところで、僕たちは『暁の猟犬』に追いつかれた。

「町一番のパーティなんだろ、なにやってんだよ……こんなときに」

「うるさい！　うるさいうるさい！」

『暁の猟犬』たちはこわれたみたいに首を振って、叫んだ。

「も、もう取り返しはつかないのだ！　我々は使命を果たす！　それだけだ!!」

「ヒュドラが近づいてるんだろ!?　城壁くらい巨大な魔物が！　思考停止してるんじゃねぇよ！」

「そんなことは関係ないっ!!　ここまでして、今さら他の職場に移れると思うか!?　我々はもう、エデングルさまについていくしかないのだ────っ！」

『暁の猟犬』たちはまっすぐ、こっちを見てる。

　横の家の壁が崩れてることも、足下の水たまりが、壁の穴まで広がってることにも気づかない。

　奴らの足が、びちゃ、と、水面を踏んだ。

　そのタイミングで、僕は叫んだ。

「我が奴隷に命じる。話を聞かない冒険者に裁きを！」




「了解なの、ご主人様。発動『汚水増加ＬＶ１』!!」




　ファンタジー世界は路面の排水が悪い。雨の日は、あちこち水たまりだらけになる。

　そのすべての場所が、アイネにとっての結界だ！




「ぐああああああああああああああっ!!」




　身体中の水分を抜かれた『暁の猟犬』たちが地面を転がり回る。

　どうせ襲ってくるだろうと思ってたから、廃屋の壁を何カ所か破っといたんだ。

　水たまりの水が屋内に入るように、地面に近い方を。そしてアイネは、廃屋の中に控えてた。

　だから、壁越しの『汚水増加ＬＶ１』が使えた。

　水たまりが繫がってさえいれば、このスキルは十分に効果を発揮するんだ。

「……ひぃ……はぁ……うぁああ」

　そして『暁の猟犬』の冒険者たちは、ぱったり、と、水たまりの上に倒れた。










「なぁくんの読みがぴったりだったの」

　敵のパーティを『記憶一掃』でスタンさせてから、アイネは言った。

「ほんとは、追いかけて来て欲しくなかったけどね」

　できればヒュドラ退治に協力して欲しかった。

『暁の猟犬』は、一応、凄腕のパーティなんだから。

「これで冒険者たちはやっつけたの。あとは……」

「聖女さまが言っていた『狼使い』でしょうね」

　アイネの言葉を、イリスが引き継いだ。

　聖女さまはさっき『狼使い』の情報を教えてくれた。名前は『フェンリル＝ラグナ』、魔力で生み出した狼型の使い魔を操る。黒髪で黒い瞳ひとみ、年齢は僕と同じくらい。それと、そいつは自分の意志で、エデングル＝ハイムリッヒに仕えている。目的は不明。

　そして一度だけ、エデングルから「異界よりきたもの」と呼ばれていたそうだ。

「『来訪者』かもしれないな」

　奴がエデングル＝ハイムリッヒと手を組んでるなら、聖女さまと共闘する僕たちを見逃すはずはない。めんどくさいけど、迎え撃とう。

「いくよ。アイネ、イリス」

　僕とアイネ、イリスは先に進んだ。

　同時に、リタからふたたび『意識共有マインドリンケージ・改』のメッセージが届く。

　やっぱりだ。狼に乗った少年がこっちに向かってる。

「ナギさま！」「マスター、こっちですぅ！」

　しばらくすると、開けた場所に出た。

　セシルとラフィリアが待っていた。

「ナギさま！　『魔力探知』に反応ありました。使い魔さんがきます！」

　セシルが叫んだ瞬間──暗闇から獣が現れた。

　数は２頭。

　赤色と、青色の狼。大きさは大人の男性くらい。

『グルグガァァァアアア──っ！』

　２頭は唸うなり声をあげながら、僕たちをにらんでいる。

『これがフェンリルってやつの使い魔。「かみ砕くもの」と「引き裂くもの」だよ』

　デリリラさん（ゴーレム）が言った。

「なるほど。片方は顎あごが巨大化してなんでも食べて、もう片方は爪でなんでも引き裂くのか」

『だからどうして君はデリリラさんのセリフを取るの!?』

　そして、最後の１体が現れる。ひときわ大きい──黒い狼だ。

　その背中に、黒髪の少年が乗っていた。

　こいつがフェンリル＝ラグナか。

「お前は聖女の使いか？　それとも、『天竜の代行者』か」

　奴は僕を見て、つまらなそうに言った。

「さぁ、人違いじゃないかな？」

　僕は答えた。

「で、そういうあんたは、子爵家ご令嬢の下僕か」

「選ばせてやるよ」

　黒い狼に乗った少年は、唇をゆがめて笑う。

「この場で俺に殺されるか、全面降伏したあとで『契約』して配下になるか」

「……えー」

「譲歩してるつもりなんだけどな、こっちは」

「偉そうだね」

「時間がねぇんだよ。俺の上司が動く前にすべて終わらせなきゃいけねぇんだ。もしもお前が『聖女のマジックアイテム』を持っているなら、俺に渡せ。それで言い訳できる」

「言い訳？　誰に？　もしかして『白いギルド』か？」

「お前、なにを知っている!?」

「知ってて当然だろう？　こっちが本当に『天竜の代行者』なら」

　噓だけど。

　これまでに手に入れた情報を繫ぎ合わせて、適当にかまをかけてるだけだ。

「貴族を補佐するふりをして、別の目的で動いているギルドがあるのは知っている。その者たちは『古き血』の存在を歴史から消そうとしている。おそらくは、それと取って代わるものとして──」

「だったら話は早い！　俺の配下になれ！」

　フェンリル＝ラグナは叫んだ。

「エデングル＝ハイムリッヒは王家と交渉するつもりでいる。自分をもっと上の爵位に上げるために。『聖女のマジックアイテム』はその第一歩だ。あいつの家は古いから古代の記録が残っている。だから王家の知らない情報もつかんでるわけだ」

「……ああ、そうだったな」

　とりあえずうなずいてみた。

「確かにハイムリッヒ子爵家は、古い貴族だ」

「そうだ。もっとも、この王国ができたときに凡ミスをして、子爵家にまで落とされたらしいがな。だけどあいつは古代の記録を知っている。『聖女のマジックアイテム』に、現代では作れなくなった『神聖遺物アーテイフアクト』──それに」

「うんうん」

「……ちっ」

　フェンリル＝ラグナが舌打ちして、話すのをやめた。

　話を合わせてただけなのに気づいたか。残念。

「そんなアイテムを手に入れて、あんたたちはなにをするつもりなんだ？」

「王家に俺たちの力をわからせるのさ」

　フェンリル＝ラグナは喉のどを押さえて、笑った。

「そうすれば俺も、最強クラスのスキルを貰もらうことができる。俺より強い奴がいるのは嫌なんだよ。なんで異世界に召喚されたのに最強じゃねぇんだ。トップに立たなきゃ意味がねぇだろ。だから勇者を押さえ込んで、無効化できるスキルを手に入れるのさ」

「勇者を押さえ込める力……か」

「『白いギルド』はそういうものを持ってるのさ。相手のスキルを使えなくして、記憶まで消すスキルをな。お前みたいなザコには想像もつかねえ力だ」

　うん。知ってる。

　あのスキルの対抗策は、もうこの町にばらまいたけど。

「その恐るべき『白いギルド』って……なんなんだ？」

「さぁな。俺も派遣されてきただけだ。ただ……」

　フェンリル＝ラグナは口ごもった。

「『魔王を倒す下準備を続ける組織』だと聞いている」

「ありがとう。参考になった」

「気にするな。どうせお前らは殺すんだ」

　やっぱり。

「『天竜の代行者』というから、もっと神々しい存在かと思ってた。だけどな、お前はフードで顔を隠して、闇をうろついてるだけだ。それがどうしてこんなまねをしてる？」

　改めて言われると困るな。

　僕たちが貴族の邪魔をしている理由、それは──

「気に入らないから。それと、雨が降っているから」

「はぁ!?」

「ヒュドラが城壁を破壊したら、雨の中逃げなきゃいけないだろ？　馬車は進みにくいし、わざわざ寒い思いをするのも馬鹿みたいだろ。だから冒険者と町の人に、ヒュドラのことを知らせる必要があった。その原因を教えて、みんなをひとつにまとめる必要があった」

　僕は言った。

　こいつに話すのは、その程度で十分だ。

『魔力ポイント』のことも、町がなくなったら聖女さまがダンジョンの奥でひとりぼっちになることも、教える必要なんかない。教えたからって、それで手を引くような相手じゃない。

　それに、聖女さまのことを、こんな奴に話したくない。

　聖女さまは魔族の友だちだった人で、遺産を守っていた人だ。僕たちとも気が合うし、町の危機を知らせに来てくれた。町が崩壊すれば自分が魔力を失うのをわかってて『みんなに知らせて逃げて』って言ってくれた。

　生前の聖女さまのことは伝説でしか知らない。

　けど、ゴーストの聖女さまは、僕にとって信頼できる友だちみたいなものなんだ。

「お前に言うのはそれだけだ。わかったら、さっさと消えろ」

「…………そうか、じゃあ。苦しむように殺してやるよ」

　フェンリル＝ラグナは吐き捨てた。

「じゃあ、こっちは身を守ろう」

　僕は魔剣を振った。

　届かない。当たり前だ。できるだけ派手に。

　水を散らして、音を立てて、後ろでやってる作業が隠れるように──

「無駄だ！　行けよ！　『かみ砕くもの』、『引き裂くもの』!!」

『グアアアアアアア!!』

　２頭の狼たちが、絶叫した。

　赤い狼はその顎を、青い狼はその爪を巨大化させて、突進してくる。

　振り返ると、みんなはラフィリアを中心に集まってた。そろって親指を『ぐっ』と立ててる。

　準備はいいみたいだ。

『グオアアアアアアアア!!』

　水を蹴けって狼たちが近づいてくる。フェンリル＝ラグナが笑ってる。

　じゃあこっちはタイミングを合わせて、せーのっ。




「「「「発動『対たい魔ま結けつ界かいＬＶ１』」」」」




　僕たちは声をそろえて地面に伏せた。

　そして──




　がいいいんっ！




　僕たちを魔力のバリヤーが包み込み、狼たちの突進を跳ね返した。




「────な、なんだそれはっ!?」

　うん。びっくりするのも無理ないと思う。

　僕たちの足下に敷いた魔法陣が光ってる。バリヤーはそこから生まれてる。

　具体的には魔法陣を書いたシーツの上に、僕、セシル、アイネ、イリス、ラフィリアが伏せてる。バリヤーは、５人分の魔力の集合体だ。

　敵が狼使いだってわかってたから、あらかじめ家で準備しておいた。

　シーツにそれっぽい魔法陣を書いて、アイネの収納スキルに入れておいたんだ。




　今回、ヒュドラ退治と来訪者対策のために、４つのスキルを『高速再構築クイツクストラクチヤー』した。




『幻影人形ＬＶ４』

『幻影』を『空中』に『映し出す』スキル




『真実告白ＬＶ１』

『魔法陣』で『噓』を『封じる』魔法




『匍ほ匐ふく防ぼう御ぎよＬＶ１』

『地面』に『伏せて』『身を守る』スキル




『魔ま物もの召しよう喚かんＬＶ５』

『身体の一部』で『関連する魔物』を『呼び出す』スキル




　この『対魔結界ＬＶ１』はロックリザードの『匍匐防御』にアレンジを加えてある。




『対魔結界ＬＶ１』（４概念チートスキル）

『魔法陣』に『伏せて』『関連する魔物』から『身を守る』スキル




　このスキルは、魔物の姿を書いた魔法陣の上で『伏せる』ことによってバリヤーを生み出す。

　魔法陣に書かれている魔物（記号でもＯＫ）は、バリヤーを突破することはできない。

　ちなみに魔法陣に書いてあるのは『猛犬に注意』っぽい記号だ。僕が指導して、ラフィリアが書いた。なかなかの傑作だ。




『グオ!?　グァ!?　ガアアア!!！』

　がいん。がいん。がいいいんっ！




　狼型の使い魔は、攻撃を繰り返してる。けど、バリヤーはそのすべてを防いでくれてる。

　これは４概念チートスキル。

　おまけに対象限定のピンポイントスキルだから、おそろしく固いんだ。

「こんな、こんなはずはない！　勇者の俺が、こんな！」

　フェンリル＝ラグナは悔しそうに僕たちを見ていた。

「いろいろ教えてくれてありがとう。じゃあ解放『遅延闘技デイレイアーツＬＶ１』、っと」

　ぶん

　巨大化した魔剣レギィが、内側からバリアを貫通した。




『ギャアアアアアアア!!』




　魔剣の黒い刃は、２頭の狼をまとめて、まっぷたつにした。

　身体を断ち切られた狼たちは、しゅる、と蒸発して、消えた。

「な、な、なんじゃそりゃああああああっ！」

　フェンリル＝ラグナが絶叫した。

『敵が怒るのもわかるよ少年。いんちきだよ……』

「そうかなぁ」

　聖女さまにはちゃんと説明したよね？

　これは魔法陣に書かれた魔物の攻撃だけを防ぐスキルだって。それ以外の魔物の攻撃は普通に通るんだから、当然、内側からの攻撃だって通るだろ。

「これで終わりじゃねぇぞ……」

　フェンリル＝ラグナが、吠ほえた。

「あと数体くらいは作れるんだよ！　来い、狼ども！」

　奴のまわりに、さっきよりも小さな狼たちが現れる。

「お、俺はもう後には引けねぇんだ。エデングルお嬢様に投資しちまったんだからな。せめて、支払った労力分は回収しねぇと……」

　フェンリル＝ラグナの声に合わせて、狼たちが動き始める。

　魔力が限界なのか、奴はふらふらになってる。だから、気づいてない。




　自分が召喚した狼の群れに、いつのまにか──

　きれいな金色の一頭が紛れ込んでることに。




『がるうううううううっ！』

　金色の狼が、叫んだ。

「いいよ。やっちゃえ、リタ！」

「────なっ!?」

　どごん

　金色の狼──『完全獣化』したリタの突進を食らったフェンリル＝ラグナが、吹っ飛んだ。

　そのまま家の壁に激突して、動かなくなった。










「お疲れさま、リタ」

『……わぅん』

　狼の姿のまま、リタが僕に鼻先をこすりつけてくる。

　リタには『完全獣化』して、偵察に出てもらってた。狼の姿になってる間は、リタの感覚は鋭くなるし、移動速度も格段に上がる。おかげで、敵の動きは完かん璧ぺきに把握できてた。

『…………ふふん。わぅ。くぅん』

　リタの獣耳は倒れて、尻しつ尾ぽは恥ずかしそうに、ぴん、と立ってる。

　僕は普通に背中をなでてるけど、今のリタってなにも着てないんだよな……。

「できればもうちょっとこうしてたいけど……時間がないか」

　もうすぐ、ヒュドラが来る。

　対処法は考えた。セシルと相談して、聖女さまにも「それでいける」って保証してもらった。

　最悪でも、追っ払うくらいはできるはずだ。

「イリスはもう一度聖女さまの幻影を出して、冒険者たちを説得しよう。それからみんなでヒュドラ撃退に。アイネは、リタの服を出してあげて。リタはアイネの護衛をお願い。それと……」

　僕はみんなに作戦を説明した。




「「「「「『りょーかいっ！』」」」」」




　僕たちは二手に分かれて走り出す。

「ヒュドラ対策の主役はセシルだよ。魔力はまだ、大丈夫？」

「おまかせください、ナギさま」

　セシルは銀色の杖つえ『聖せい杖じようノイエルート』を──

　正確には『再構築』済みの──『真・聖杖ノイエルート』を握りしめた。

「わたしは、どんな相手からでも、ナギさまをお守りできるようになりたいんです。ヒュドラは、ちょうどいい練習相手です。ナギさまの奴隷の力を、ここでお見せします！」

「あくまでもこっそりね」

「はい！　わたしのすべてをお見せするのは、ナギさまだけです！」

　そうして僕たちはヒュドラ退治に向かったのだった。

　あくまでも、『再構築』した『真・聖杖ノイエルート』の実験のついでに。








第17話「古代語魔法を一点集中して振り回したら、とんでもない切れ味を発揮した」






『見よ！　聖女の力の前に暴虐なる者たちは敗れた！』




　聖女の足下に投げ出された『暁の猟犬』たちの武器を見て、エデングル＝ハイムリッヒは敗北を知った。

　ギルドの前にいた冒険者たちは、もう、彼女に見向きもしない。

　雨の中浮かび上がる聖女の姿を見つめながら、一斉に歓声を上げている。

『勇気ある者たちよ！　どうか、町を守るために協力して欲しい！』

　聖女は叫んだ。

『南北の城壁に登り、ヒュドラと魔物たちを迎撃するのだ！　もちろん、デリリラさんも協力しよう。みんなの力で町を守るんだ。西の壁は空けておいてね。デリリラさんと、友だちのために。

　遠距離攻撃が苦手なものは、町の人たちの避難を手伝ってくれたまえ！』

　そして最後に──

『この町は魔力に満ちた土地。そして竜はこの場所を見守っている』

　やさしい声で、告げて、

『勇気ある冒険者たちに、祝福のあらんことを──』

　聖女デリリラの姿は消えていった。

　冒険者たちは叫び声をあげる。勇気あるものは武器を取り、聖女さまの言葉に従え、と。

　そうして彼らは駆けだしていった。

「……う、うあ。あああああああ」

　物陰でうずくまるエデングル＝ハイムリッヒは、頭を抱えてうめくだけ。

「エデングルさま……」「我々はどうすれば」

　残った『暁の猟犬』たちが問いかける。

「……まだ、私は終わっていない。再起の機会をうかがう……だけなんだけど」

　そうしてエデングル＝ハイムリッヒは、ふらふらと立ち上がった。

「ちょっとした行き違いがあっただけ。誤解を招くような表現があっただけ。勘違いする方が悪い。ちゃんとヒュドラのことは話すつもりだった。聖女が余計なことをしただけ──」

　そうして、屋敷に向かって歩き出す。

　ヒュドラからも、冒険者たちからも目を逸そらして、ただ、逃げだすために。










　──ナギたちが立ち去ったあとの、路地で──




「ぐっ。あああああああああっ!!」

　フェンリル＝ラグナが絶叫し、倒れた。

　彼の胸には青白い炎。それもやがて消えて、少年の身体からだは動かなくなる。

「対応が遅れた……。ヤマゾエがもっと早く転移させてくれれば……」

　ポニーテールの少女は唇をかみしめた。

　闇やみ堕おちした勇者がギルドに反逆したという情報が入ったのは、つい昨日のこと。大急ぎでやってきて、町を走り回り、雨の中、フェンリル＝ラグナ──本名タケノウチ＝ヨージを発見した。

　状況はよくわからないけれど、気絶していたので、対処は楽だった。

「……世界を救うためには犠牲が必要とはいえ、悲しいね」

　どうしてみんな、勇者の使命を忘れてしまうんだろう。

　スキルを解除して、ポニーテールの少女は拳こぶしを握りしめた。

「な、なにをしている。フェンリル＝ラグナをどうしたのだ!?」

　声が聞こえた。

　少女が振り返ると、数名の冒険者がこっちを見ていた。

「悲しいね。世界を救うためには、目撃者は黙らせないと」

　すぅ、と、少女が動いた。

　冒険者たちが剣を振る。が、それは透明な壁に触れたように弾はじかれる。

　少女は先頭の冒険者の胸に触れる。

　その手のひらから、青白い炎が生まれた。一瞬、炎は冒険者の胸を灼やく。

「お、おい。どうした？　おい！」

「……わからない。俺のスキルが……記憶が……消え」

　仲間の冒険者に肩をゆさぶられた彼は、呆ぼう然ぜんと目を見開く。

「……スキルと記憶が？」

「ごめんね。わかんないよね。でも……世界の平和のためには、目撃者は消さないといけないの。痛くしないから──」

　少女がそう言ったとき──




「まさか！　『能力寄生魔炎スキルフレイマー』か────っ!?」




　仲間の肩を揺さぶっていた冒険者が、突然、叫んだ。

「『能力寄生魔炎』対策その１。接近戦は避けるべし。その２。証拠を残すため集団で戦うべし！」

「……え。えええええっ!?」

　思わず少女が飛び退のく。

　一瞬、言葉の意味がわからなかった。

　どうして、保養地の冒険者が『スキル封じスキル』のことを!?

「『能力寄生魔炎』だと!?」

「間違いない！　あの『冒険者ギルドのルールに異常に詳しい奴隷』が教えてくれた通りだ！」

「ギルドへの申請書類に添付してあったやつだな！　対処法も書いてあった！」

　叫び声を聞いたのか、冒険者たちが集まってくる。

「『能力寄生魔炎』は接触型スキルだ。距離を取って飛び道具を放て！」

「気をつけろ。『能力寄生魔炎』使いは、他にも強力なスキルを持っているぞ！」

　冒険者たちが一斉に飛び道具を構える。

　矢。投石。攻撃魔法。

　少女を殺す気はないのだろう。すべて至近弾でしかない。

「わ、『不可視の双腕ワイルドアーム』!!」

　少女は透明な腕を振るい、すべての武器を跳ね返す。

　信じられない。使う前から『能力寄生魔炎』が封じられてしまっている。

　この町の冒険者には、すでに『スキル封じスキル』への対策が施されていたのだ。

「そんな。私たちは、世界の秩序のために──」

　少女は冒険者たちに背中を向けて走り出す。

　無敵のスキルも、今は身を守るためにしか使えない。彼女の使命は相手のスキルを封じて記憶を消すこと。あるいは、殺すこと。

　けれど数が多すぎる。これだけの冒険者を殺してしまったら、どうしても証拠が残る。

　今は逃げて、態勢を立て直すしかない。

「敗れたの!?　私たちが!?　見えない敵に!?」

　定められた場所に向かって、少女は走り出す。

　町の外れ──彼女のギルドしか知らない、各町にほどこされた魔法陣。その場所へ。

（……もしかしたら）

　少女は声に出さずにつぶやく。

（上は、この町に『ギルドマスターの使い魔』を派遣するかもしれない）

　そんなことを思いながら、彼女は走り続けるのだった。










「見えた……あれがヒュドラか」

　保養地ミシュリラを取り囲む城壁。

　僕たちがいるのは西側の壁に作られた、見張り台のてっぺん。

　雨は、いつの間にか止やんで、雲の切れ間から月が出てる。

　薄く照らされた街道の向こうに──九本の頭を持つ黒い影が立っていた。

　ヒュドラだ。

　巨体をくねらせながら、まっすぐこっちに向かって来る。

　そのまわりを黒い小さな影が飛び回ってる。あれは岩山のふもとにいた『ジャイアントバット』や『インプ』だそうだ。ヒュドラにつられて町に向かって来てるらしい。

　距離は──意外と近い。もうすぐ、矢と魔法の射程に入る。

　ヒュドラの強さは、その防御力と再生能力。動きも、岩山からここまで数時間で来るくらいだから遅くはない。頭を全部吹っ飛ばせば倒せるけど、『古代語魔法　火球』を使うのはハイリスクだな。使うと魔力が枯渇するから、外したら後がない。

「謝ったら帰ってくれないかな」

『無理だね……ナワバリを荒らされて怒ってる。あと、人の味を覚えちゃったからね……』

　思わずつぶやいた僕に、聖女さまが答えた。

「子爵家ご令嬢とフェンリル＝ラグナを生いけ贄にえにしても、止まらないですかね」

『そういう段階は過ぎてるね』

「しょうがないですねぇ……」

「『……はぁ』」

　僕たちはそろってため息をついた。

「そういえば聖女さま」

『なんだね。少年』

「これが終わったら、聖女さまは迷宮に帰るんですか？」

『なにかな？　聖女さまに惚ほれたのかい』

「いえそれはぜんぜん」

『もうちょっと言葉を選ぼうよ少年！』

　だって聖女さま実体ないし。現在は鳥型のゴーレムだし。

「聖女さまの迷宮の場所は、もう貴族にばれてますよね？　そのうちまた、あいつらが荒らしに来るかもしれない。相手するのが楽しいならいいんですけど、そうじゃないなら……一緒に来るのもありかなって思ったんです」

『きみたちがいちゃいちゃしてるのを見てるとつらくなるから嫌だ』

　聖女さま（のゴーレム）は、首を変な方にねじまげて、言った。

『ダンジョンはどうせ一いつ旦たんふさぐつもりだよ。やりたいこともできたからね』

「やりたいこと？」

『魔族の都のあとを探してみたくなったのさ』

　そう言って聖女さまは、セシルの方を見た。

『デリリラさんが生きてた当時、魔族の友達……アリスティアと喧けん嘩かしてただろ？　そのせいで、彼女の都がどこにあるのか、わからないままだったんだ。彼女を思い出させる可愛かわいいダークエルフ美少女と会えたから、記念に魔族の都の跡地でも探してみようと思うんだ』

　ほんっとにいい人だな。聖女さま。生きてるうちに会いたかったよ。

『昔、デリリラさんも恋をした』

　聖女さま入りの鳥ゴーレムが、セシルの肩にとまった。

『その思い出に、最後の旅をするのもわるくないさ。そしたらデリリラさんの心残りも消えるだろ』

「……デリリラさま」

　セシルはおそるおそる、聖女さまに細い指を伸ばした。

　小鳥型のゴーレムは、まるで甘えるみたいに、頭をこすりつけた。

『デリリラさんは生きてる間、みんなに平等に尽くしたんだ。死んだあとくらい、誰かをえこひいきしてもいいじゃないか』

「ありがとうございます。デリリラさま」
















『気にすることはないさ。人生の先輩として、どーんと甘えたまえ。んん？』

　聖女さまが言うと、セシルはなぜか顔を赤くして、僕の方を見た。

　そしてちいさな声で、聖女さまの耳元（？）にささやきかける。

　内緒話みたいだ。聞くのは無粋だな。

「あー。ごめんよ。ナイスバディになる方法はデリリラさんも知らないなー。デリリラさんも……生前のプロポーションはささやかだったから、君の気持ちはわかるけど」

「ナギさまに聞こえるように言わないでくださいっ！」

　……内緒話だからね。ご主人様。なにも聞いてないからね。

「イリスとラフィリアは準備できてる？」

　僕はイリスと、ラフィリアに向き直った。

「ふたりには……特にイリスにはもうちょっと負担をかけることになるけど」

「お任せください、お兄ちゃん！」

　イリスは、まったいらな胸を、ぽん、と叩たたいた。

「ラフィリアさまと打ち合わせいたしました、町の伝説になるように演出いたしましょう！」

「あたしも、新たなる伝説の現場に立ち会えて幸運なのですよぅ」

　ラフィリアもうっとりした顔でうなずいてる。

　新たなる伝説って……まぁ、偽装なんだけどね。

　本当の伝説はシロが生まれるまでおあずけだ。

「シロも、頼むね」

　僕は『天竜の腕輪』をなでた。返事はない。

　けど、少し熱くなってるから、話はちゃんと聞いてくれてるはずだ。




「────魔物が射程距離に入った────全員、構えろ!!」




　そんなことを考えてたら、北と南の城壁で冒険者たちが叫び声をあげた。

　聖女さまの言葉に従って、こっちには来なかった。素直だ。

　さて、と。

　それでは『天竜と聖女さま（幻影と幻影）』による、ヒュドラ退治を始めますか。










「炎の矢フレイムアロー！」「氷の矢アイシクルアロー！」「真空刃ウインドカツター!!」

　城壁に集まった魔法使いたちが、攻撃魔法を打ち続ける。

　同時に、戦士と衛兵たちが矢を放つ。

　ショートボゥ、ロングボゥ、クロスボゥ、さらにはスリングによる投石まで。

『グアアアアアア』『キュウウ！』『ギュイイィ』

　ありとあらゆる遠距離攻撃が殺到し、空飛ぶ魔物たちを撃ち落としていく。

「よっしゃああああああっ！」

　冒険者たちが叫んだ。

　撃ち漏らしたものたちは逃げて行く。後に残ったのは、巨大な影だけ。

　９個の首をくねらせながら近づいてくる、ヒュドラ。

　魔物たちの死体には目もくれず、ただ、18の目で町をにらみ付けている。

「ひるむなーっ！　この勢いのまま押し切れ──っ!!」

　再び、遠距離攻撃の群れが飛んでいく。

『ギュルアアアアアアアアア!!』

　ヒュドラが、吠ほえた。

　うっとうしそうに首を振り、攻撃魔法、矢、投石を払いのける。

　ヒュドラは西の街道から近づいてきている。正面の壁は空けるように言われたから、衛兵と冒険者は、それぞれ北と南の壁の隅に集まって、ヒュドラに集中砲火を浴びせている。だが──

「……駄目か!?」

　衛兵のひとりが叫んだ。

　ヒュドラの突進は止まらない。

　低級とはいえ竜の一種。９つ首の竜の鱗うろこは、多少の魔法ははじき返してしまう。

　致命傷どころか、牽けん制せいにさえなっていない。

「ならばこれでも喰くらえ！　レベル７魔法──『炎の槍フレイムランス』!!」

「おおおおっ！」

　魔法使いの一人が上位魔法を放ち、冒険者と衛兵たちが歓声をあげる。

　人間の身長くらいある灼しやく熱ねつの槍が宙を飛び──

　そして、ヒュドラの首に突き刺さった。

　９本ある首の１本が、だらり、と地面に向かって垂れ下がる。

　はじめての手応えに冒険者と衛兵がどよめく、が、それはすぐに悲鳴へと変わる。

　ヒュドラが接近したせいで、他の頭がくわえているものが見えたからだ。

　９本ある頭部のうち、３つの頭は──その口に大岩をくわえていた。

「なんて執念深いっ!!」

　おそらく、岩山から持って来たのだろう。大きさは馬くらい。ヒュドラは岩をくわえたまま、頭部をそらした。その岩を、城壁めがけて投げつけるつもりなのだ。

「聖女さまは……『天竜の代行者』は!?　西の壁にいる者は──!?」

　その声が、絶叫に変わった。

　ヒュドラが岩をくわえた首を、ぶん、と振った。

　巨大な岩が、風を切って近づいてくる。

　城壁の上にいる冒険者と衛兵には防ぐすべも、かわすすべもない。

「────────っ!!」

　彼らが一斉に目を閉じた、とき──




『みんなをいじめるな────っ！　しーるどっ!!』




　がいいいんんっ!!

　空中に生まれた半透明のラウンドシールドが、大岩をはじき返した。

　冒険者と衛兵がじっと見つめる、西の壁。

　そこで──純白の竜が、起き上がろうとしていた。




　ただし、頭だけだったけれど。










「『幻影舞台』で天竜の身体をすべて作りだすには、イリスの魔力が少し不足しております……」

　イリスは申し訳なさそうに、頭を搔かいた。

　僕はその緑の髪を、軽くなでる。

「いいよ。『霧の谷』の奴と似てれば、それで」

「せっかくです。聖女さまを加えてアレンジしましょう」

　イリスが言うと、幻影の天竜がもこもこと変化をはじめる。

　頭の上から、聖女さまの上半身が現れる。ちょっと寸法が変だけど、まぁ、これはこれで。

　弱い魔物たちは、冒険者さんと衛兵たちが倒してくれた。

　聖女さまが呼びかけてくれたおかげだ。

　これで僕たちはヒュドラ退治に集中できる。

「ラフィリアはヒュドラの前に『竜りゆう種しゆ旋せん風ぷう』の竜巻を起こして。めくらましだ。前が見えなきゃ岩を投げることもできないだろ」

「しょうちなのですぅー」

　城壁に立ったラフィリアは、ヒュドラに向かって大きく両手を広げた。

「発動！　『竜種旋風ＬＶ１』なのですーっ！」

　しゅご──っ、と音を立てて、城壁の外に竜巻が巻き起こり、土と砂を巻き上げる。

　ヒュドラの視界をふさぎ、僕たちの姿をほどよく隠してくれる。

「イリスとラフィリア、それに聖女さまは伏せてて。なにが起こるかわからないから」

「はい。お兄ちゃん」「わかったですぅ」『がんばりなよー。ふたりとも』

　言われた通り、３人（１人はゴーレム）は、見張り塔の床に伏せる。

「仕上げだ。いくよ、セシル」

　僕はセシルの身体を引き寄せた。

「はい。ナギさま」

　僕の胸に、ちっちゃなセシルが背中を預けてくる。

「発動。『能力再構築スキル・ストラクチヤーＬＶ５』」

　僕はセシルの胸に手を当てた。

「…………はぅっ」

　ぴくん、と、セシルの肩が上下する。

　僕はセシルに魔力を送り込む。

　セシルはそれに合わせるように『真・聖せい杖じようノイエルート』を構えた。




『真・聖杖ノイエルート』（４概念チートマジックアイテム）

『魔法』の『効果範囲』を『変化させて』『呼び出す』杖




　これが『能力再構築ＬＶ５』で再構築した、新しいノイエルートだ。

　４概念で再構築したときに『変化させる』が『変化させて』になってくれた。

　聖女さまの話によると『聖杖ノイエルート』は発生した魔法に、あとから干渉して効果範囲を変化させてるらしい。たとえて言うなら、ホースから噴き出した水を手で押さえて流れを変えるようなものだ。

　だから、新しい概念『呼び出す』を入れてみた。

　そしたら『魔法の効果範囲を変化させて』から『呼び出す』杖になった。ホースと蛇口そのもののかたちを自由に変えられるようになったんだ。

『君はこの世界の魔法の概念を変えるつもりかい？』

　──って、聖女さまはあきれてたけど。




「ナギさまの奴隷、セシル＝ファロットの名において『聖杖』を起動します。

　魔法範囲の圧縮を指令。『炎の矢』──直径を限界まで縮小」

　セシルの声に応えるように『真・聖杖ノイエルート』が光った。

「『──一切の妥協はなく、一切の慈悲もない』」

　そしてセシルは呪文の詠唱をはじめる。唱えるのは『古代語魔法　炎の矢』。

　それを『真・聖杖ノイエルート』を使って圧縮。効果を一点に集中させていく。

「『ただ滅せよ。滅せよ。すべてを灼やきつくし、末期の刃を解き放て』──」

『真・聖杖ノイエルート』の先端に、深紅の魔法陣が現れる。

　そこから細い──鉛筆サイズの『炎の矢』が生まれる。

　けれど、飛ばない。

　まるで蛇口をせき止められたみたいに、杖の先端で止まってる。

「『火炎の精霊よ、百万の息吹で我が敵を滅せよ──』」

　セシルの詠唱は続いている。

　そのたびに、杖の先端に圧縮された『炎の矢』が溜たまっていく。

　僕はセシルに魔力を注ぎ続ける。緊張してるのか、かすかに膨らんでる胸が、震えてる。詠唱のラストまでたどり着いたセシルは振り返り、僕を見て、安心させるように笑う。

　そして、

「いきます！　『古代語魔法　炎の矢フレイムアロー』────っ!!」




　ずどんっ！




　衝撃が来た。

『真・聖杖ノイエルート』から発射されたのは『炎の矢』じゃなかった。

　たとえて言うなら、コードのように細い、熱の塊。

　無数の炎の矢が連なって生まれた、灼熱の線ラインだった。

　そういえば元の世界であったっけ。水を細い穴から噴出させて、カッター代わりにするやつ。ウォータージェットってやつ。

　だったらこれは『フレイムジェット』とでも言うべきだろう。

『古代語魔法　炎の矢』はセシルが生み出す魔法陣から、数百発の炎の矢を発生させる。今はその魔法陣を『真・聖杖ノイエルート』の力で、限界まで小さくしてる。そのせいで『炎の矢』が細い銃口から、重なり合って飛び出してる状態だ。

　その結果生まれたのが、細い糸のような、熱の線ライン。

　長い長い炎の剣になるかと思ってたけど、実際に生まれたこれは、熱光線だ。

　それが『真・聖杖ノイエルート』の先端から、ヒュドラに向かって伸びていき──

　ラフィリアの生み出した竜巻を貫いて、砂煙を全部灼き尽くして──

『ギュアアアアアアアアア!!』

　ヒュドラの首の根元に、着弾した。

『ギュア！　グア！　ギィヤアアアアアアアア!!』

　首を振ってヒュドラが絶叫する。

　無理もない。僕だってびっくりしてる。

　長さ数十メートルの熱光線って、どんな超兵器だ。

『炎の矢を作り出してる炎の精霊が集まりすぎて、飽和状態になってるんだよ』

　聖女さまが言った。

『そのせいでレベル７魔法「炎の槍フレイムランス」並みの熱量に……いや、レベル９魔法「炎熱地獄インフエルノ」に匹敵するかもしれない。数百発の炎の矢を一点集中することで、高レベル魔法と同等の威力にするなんて……あんなの、ヒュドラだって耐えられない』

『ギュアアアアアアアア』

　ヒュドラが絶叫する。

　灼熱の光線はヒュドラの鱗をあっさりと貫通して、首の後ろ側まで突き抜けてる。

「おお！　見ろ、天竜さまのブレスを!!」

　城壁の上で、冒険者と衛兵が叫んでる。

「……すげぇ。魔を焼き払う神聖な炎とはああいうものかよ」

「首だけの不完全な状態で、あれだけの力を!?」

「聖女さまが、天竜ブランシャルカを召喚したのか!!」

「これ、伝説になるわよ。私、この町で冒険者をやってきてよかった!!」

　おおおおおおおっ!!

「魔を灼く炎！」「光の刃！」「闇を切り裂く天竜ブランシャルカさま──っ!!」

　北と南の壁から、人々の歓声があがってる。

　みんなが驚くのも無理ないよな。

　僕たちの背後にはイリスが作ってくれた『天竜の首』がある。大きく口を開けているから、遠目には天竜が熱光線を吐き出してるように見えるはずだ。新世代の天竜は口からビームを吐きます──って、伝説になるかもしれない。

　天竜の頭の上では、聖女さまの幻影がヒュドラを指さしてる。

「焼き払え！」「なぎ払え！」ってイメージだ。聖女さまもかなりストレスがたまってたんだろうな。北と南の城壁にいる兵士や冒険者たちと声を合わせて、雄叫びをあげてるから。

「……セシル。身体の方は大丈夫？」

　僕はセシルの胸に手を当てたまま、聞いた。

「だいじょぶ、です。それより、ナギさま……この魔法に名前を、つけてくださいませんか？」

　僕の顔を見上げて、セシルは言った。

「聖女さまが言ったとおり、これって、新しい魔法なんですよね……だったら……その……ナギさまとわたしで……つくったもの……ですから」

「名前か……」

　そう言われるとかっこいい名前をつけたくなるな……。

「じゃあ、炎剣魔法『レーヴァティン』で」

「かっこいいです！」

　そう言ってセシルは目を輝かせた。

「ナギさまの『ねーみんぐせんす』がよくわかりました。これでわたしも安心です」

「安心？」

「そ、それは、年収が１８０００アルシャになってからです！」

　……そういうことか。

　セシルは赤くなって、前の方を向いてる。身体が、ぽーっと、熱くなってる。

『古代語魔法　火球』よりは魔力消費が少ないとはいえ、負担になってるのは間違いない。

　さっさと終わらせよう。

「じゃあセシル、そのまま魔法を維持してて」

「はい。わたしを、お好きなようにしてください……ナギさま！」

　僕はセシルを抱き上げた。

　セシルは前に向かって『真・聖杖ノイエルート』を構えたまま。

　魔力の熱光線は出っぱなし。ヒュドラは貫通されっぱなし。

　なので、そのまま──




「必殺、炎剣魔法『レーヴァティン』!!」

「すら────っしゅ!!」




　僕とセシルの声が重なった。

　抱き上げたセシルの身体を、僕は左右に振った。

　右15度。そのまま真ん中に戻って、今度は左に15度。

　熱光線が、闇夜にきれいな扇形を描いた。




　さくっ。




　まったく抵抗もなく、熱光線は右から左に移動して──

　ヒュドラの首を９本まとめて、切り落とした。

　セシルが放つ熱光線は、ヒュドラを貫通してた。その状態のまま左右に振ったもんだから、熱光線は灼しやく熱ねつの刃となって、ヒュドラの肉も骨もまとめてまっぷたつに切り裂いたんだ。

　見事な切れ味だった。

　というか、魔法としてなにか間違ってた。

　すべての首を切り落とされたヒュドラは、しばらく胴体だけで立っていたけれど、やがて──




　ずずん。




　と、音を立てて、倒れた。










「……これでクエスト完了、っと」

　僕たちの損害はゼロ。意外とあっさり片付いたな。よかった。

　城壁の上では衛兵と冒険者たちが歓声を上げてる。みんなも無事みたいだ。

『……ちょっと待って。おかしいよ。あれは!?』

　聖女さまの声がした。

　同時に、冒険者たちの悲鳴も。

「な、なんだあれは!?」「町に魔物が!?」「漆黒の──目玉？」




『──秩序の名の下に──古き血を名乗るものを──探る』




「お兄ちゃん見てください！」

「なぁくん。黒い目玉が、町の上に浮かんでるの」

「あれは……よくないものです。マスター！」

　イリス、アイネ、ラフィリアが叫んだ。

「え？」

　僕はセシルを抱えたまま振り返る──




　さくっ。

『ギャ────────っ!!』

「「あ」」

　まだ残ってた炎剣魔法『レーヴァティン』が、謎の目玉をまっぷたつにした！

　あ、やば。やっちゃった。

「ご、ごめんなさいナギさま！」

「ど、どうしよう聖女さま。あれ、魔物だよな？　人間が化けてるとかじゃないよな!?」

『あ、うん。大丈夫。魔物だと思うよ』

　聖女さまのゴーレムが、呆あきれたみたいに僕たちを見ていた。

『あれは……なんだろうな。魔物には間違いないけど……いいか、あとで思い出すだろう』

「魔物ならいいよ……よかった」

　まっぷたつになった謎の目玉は、ドロドロの液体になって消えていく。

　なんだったんだろう……あれ。

「お疲れさま。セシル」

「……はい。ナギさま」

　セシルは半分、目を閉じてる。

『真・聖杖ノイエルート』熱くはなってない。かすかに煙が出てるくらいだ。

「じゃあ、聖女さま、仕上げをお願いします」

『……ほんとにやるの、あれ』

「協力してくれるって言ったじゃないですか」

　そもそも、今回の黒幕は『聖女さま』にするってことで、話がまとまってるはずだ。

　聖女さまもノリノリで引き受けてくれたはずなんだけど。

『いくらなんでもデリリラさんが偉人になりすぎじゃね？　貴族の噓うそをあばくのはともかく、天竜呼び出して、そのブレスを操ってヒュドラを瞬殺って、どんな英雄？　なんで死んだ後にデリリラ伝説増やさなきゃいけないのさ……』

「もともと偉人だったんだからいいじゃないですか」

『……ったく』

　聖女さま（入りのゴーレム）は、まんざらでもなさそうに、翼の先で頭を搔かいた。

『しょうがない。のりかかった船だ。デリリラさん、最後までつきあってあげるよ！』

　そのあとは、聖女さまオンステージだった。










『おそれいったかヒュドラめー。なめんなー。デリリラさんなめんなー！』

　天竜（幻影）の頭に乗った聖女さま（幻影）は叫んだ。

　城壁に集まった衛兵、冒険者、そして幸運にも起きていた町のものたちも、その姿を見ていた。

『ああ、皆の者よ。ヒュドラは天竜の加護により倒された！』




　うおおおおおおおおっ!!（歓声）




『謎の目玉も一掃だ！　デリリラさんの魂は町の危機に、最後の力をふるったのだー。最後なのだー。おぼえておいて、最後だからねー。もうないからねー！』




　おおおおおお！　聖女さまああああああ!!（歓声）




『そして、これは幸運なる救いであることをわかってほしい！　天竜の意思は人々を見守っているけれど、こんなことが二度とあってはならぬのだ。魔物を刺激するの、駄目！　それと情報はもっと早く正確に！　ヒュドラ襲来の情報がもっと早く来ていれば、対攻城兵器で備えることもできたのだ。情報大事。すごく大事。だから求人票の条件だって大事なのだ！』




　うぉおおおおおおおおおおおお!!（歓声）




　叫び続ける聖女さまは、両腕を翼のように揺らしてる。

　それに合わせて、天竜の幻影（頭だけ）が空へと昇っていく。




『貴族も人々も知るがいい。この世界はもっとやさしくなれるはずだと。調和と融和が……ねぇ、これ適当に考えてない!?　恥ずかしいのデリリラさんだと思って好き勝手言わせてないかな!?　もー、楽しくなってきたからいいけどさっ!!』




　うぉおおおお……？（歓声）




『ああもう、つまり────人をだますのとこき使うの、ダメ！　ゼッタイ！　いい？　これを忘れたらデリリラさん怒るからね！　天竜も怒るから！　いい？　みんな、やればできる子。これからは貴族には注意して、そうして町を守り続けて……』




　聖女と天竜（生首）が空へと昇って──そして、薄れていく。

　月明かりの下、人々は聖女デリリラの言葉に心打たれながらそれを見つめていて──




　その隙に、ソウマ＝ナギとその奴隷一行は、すみやかに城壁から離脱したのだった。










「速く──速く！」

　エデングル＝ハイムリッヒと『暁の猟犬』のリーダーは、馬車で町を飛び出した。

　深夜の移動は危険。目的地さえもまだ決まっていない。

　が、このまま保養地にいるわけにはいかなかった。

「領地に戻れば──すべて、なかったことに」




「ならないの。発動『真実の口ＬＶ１』」




　ぼこん。




　突然、馬車の真下の地面が、盛り上がった。

　衝撃で馬具が外れる。馬はそのまま疾走を続け、車体だけが取り残される。

　さらに地面は盛り上がっていく。小さな丘──それ以上の高さに。

「な、なにが起こってるかわからないんだけど!?」

　馬車の中、エデングル＝ハイムリッヒは頭を抱えた。

　御者台に座った『暁の猟犬』のリーダーは、下を見た。

　地面はすでに家の屋根くらいの高さにまで盛り上がっている。落ちたら、無事では済まない。

　必死に馬車にしがみつく彼女が見たのは──フードを目深に被かぶった人影、ふたつ。

　ひとりはマントの下から尻しつ尾ぽが覗のぞいている──獣人。

　もうひとりは肩口からメイド服のエプロンが見えていた。

「あれはまさか……『天竜の代行者』!?」

「語って欲しいの」

　メイド服を着た人物が言った。

「あなたたちが『ブラックな仕事』で何をしようとしたのか、その目的を」










「……魔力が限界になったら止めてね。アイネ」

「……わかってるの。リタさん」

　アイネは胸に手のひらを当てた。

　ここの中に『なぁくん』がくれた魔法がある。そう思うだけで心が温かくなっていく。

　エデングル＝ハイムリッヒが逃げだすことはわかっていた。

　だからナギはリタとアイネを別働隊として送り出し、彼女たちから話を聞き出すことを頼んだ。

「アイネの『真実の口』は、そのための魔法なの」




『真実の口　ＬＶ１』

『地面』で『噓』を『封じる』魔法

　対象を石と土で作った山の上に幽閉する。

　相手が噓をつく限り、その山はどんどん高くなり、檻おりとなって相手を閉じ込める。




「……この人は配下を使って、ナギとみんなを殺そうとしたのよね」

　リタは桜色の目で、土の上に乗った馬車を見上げていた。

　できれば思いっきりぶんなぐりたい。けど、それはリタの仕事じゃない。

「せめて情報くらいもらわないとね。この人が、なにを企んでいたのか」

「というわけで話してください。あなたの目的を」

　アイネは馬車を見上げて、声をあげた。

「……だ、誰が！」

　がごんっ！

　馬車の中でエデングルが叫んだ瞬間、地面がまた、盛り上がった。

　すでに高さは二階建ての家くらい。

「あなたたちが冒険者を利用して──人を殺してまで手に入れたかったものは、なに？」

「──っ！」

「『白いギルド』って、なんなの？」

　アイネはまっすぐ、地上から離れていく馬車を見つめていた。

　お姉ちゃんとして、時には非情にならなきゃだめかな？　でも、そんなことしたらなぁくんに嫌われちゃうかな。そろそろ話してくれないかな──そんなことを考えてると、やがて──




「……『白いギルド』は、魔王に対抗するために、国をひとつにまとめる集団──それくらいしか知らない」




　小さな声が、馬車から響いた。

「まとめる？　どういうこと？」

「国が王と貴族の支配のもとにまとまっていなければ、魔王に立ち向かうことはできない。一致団結して魔王を倒すために、王や貴族がコントロールできない力を封じ、潰つぶす。『白いギルド』はそのために作られたものだと……聞いている」

　エデングルの声に、アイネとリタはうなずいた。

　海の向こうにいるという魔王に対抗するために勇者が召喚されている。その力を利用して、王家と貴族の力を高め、国をまとめる──ということらしい。

「──ということを目的にして作られてから、長い間『白いギルド』はそういう名目で動いている。十年──数十年。ハイムリッヒ子爵家にはその記録が残っている。魔王を倒せば繁栄と栄華が約束される。今はがんばって国をまとめる時期だって」

「「……はぁ」」

　十年、数十年って。

　魔王に対抗するために特別なスキルを使って、国中を『まとめ続けている』──。

　それって──

「すごく不毛じゃないの……？」

「もう目的が忘れ去られてると思うもん」

「ハイムリッヒ子爵家は、かつて、過ちを犯した──」

　馬車の中で、エデングル＝ハイムリッヒの声は続いていた。




「伝説……建国の時……空気を読まずに王家の方針に逆らって、やせた土地の領主にされてしまった。ハイムリッヒ子爵家はずっとそれを悔やんでいた。貴族の『役割』とは、そういうものではなかったのだ」




「勘違いしていたのだ。貴族の『役割』とは、支配し、人を従えること……私はそれにふさわしいふるまいをした……失敗したのは……そう、他の人間が『役割』通りの動きをしなかったからだ。なんて愚かなの。どうして私が思った通りに動かないの…………ねぇ、どうして……」




「ハイムリッヒ子爵家は役割を理解している。だから、貴族にふさわしいふるまいをするだけ。二度と、誰にも情けはかけない。滅ぼすべきものは滅ぼし、殺すべきものは殺す──そうしてもう一度、やり直して……上の地位に」




　声が、途切れ途切れになっていく──




「滅ぼすべきものは滅ぼし、殺すべきものは殺す──ね？」

　アイネは、エデングルの言葉を繰り返した。

　馬車を見上げて、リタと顔を見合わせ、うなずく。

「だったら『天竜の代行者』はあなたを殺さない」

　そうして、アイネとリタは、馬車に背中を向けた。

「私たちは、あなたのやり方を否定する。上を目指すこともしない。ただ、当たり前に生きていくだけ。それが幸せなことだって、私たちは証明する」

　リタが、アイネの言葉を継いだ。

「さよなら、貴族さん」

「あなたのしたことは町の者すべてが知っている。罰を下すのは、彼らの仕事だから」

　そうしてアイネとリタは気配を消し、その場を立ち去った。








第18話「奴隷少女たちによる『保養地』でおすすめの、大切な場所」






　それから僕たちは、すばやく残りの仕事を済ませた。

　冒険者ギルドで情報収集したところ、フェンリル＝ラグナは記憶とスキルを封じられて、倒れてたってのがわかった。倒したのは謎の少女。胸に手を当てて、炎を発生させてたって言うから、『霧の谷』で戦った奴の仲間だろう。たぶん『白いギルド』だ。

　少女は、その場にいた他の冒険者も襲おうとしたけど、アイネがばらまいた『能力寄生魔炎スキルフレイマー対策マニュアル』にはばまれた。『スキル封じスキル』がウィルスだとすれば、あのマニュアルはワクチンだ。それがうまく機能したらしい。

　エデングル＝ハイムリッヒは領地へと去って行った。

　奴が冒険者たちをだまして、ヒュドラにぶつけようとしたことは言い訳ができない。だから子爵家は冒険者ギルドに賠償金を出すことで収めようとした。どうも手当たり次第にやってたみたいで、保養地のサウナで出くわした僕たち（正確にはイリス）にまで賠償金がやってきた。

　断ったら、今度は古文書が来た。もう、なんでもいいみたいだ。

　一応、怪しい仕掛けがないかセシルに『鑑定』と『魔力探知』してもらった。

　もっとも、それは後のお話で、ヒュドラ退治を済ませた僕たちは家でぐったり。

　寝室に行くのもめんどくさかったから、装備を外したあとは、みんなで雑魚寝。

　そうして次の日になったら──




　町はヒュドラ退治を記念した、お祭り騒ぎになっていた。




「ありがとう聖女さま！」「デリリラさまー！」「天竜の加護に感謝を！」

　町に出た僕とセシル、リタ、アイネ、イリス、ラフィリアは目を丸くしていた。

　町はデリリラさんと、天竜を称たたえる人たちであふれてる。デリリラさんをかたどった人形（すっごい美少女）が町を練り歩き、それに張り子の天竜が続いてる。吟遊詩人は聖女さまの物語を歌い、通りには露店があふれてる。

　売ってるのは聖女っぽいアクセサリに、聖女さまに捧ささげる花、デリリラさんの好物だったという揚げ物（本人は否定）、このお祭りのために開発されたお菓子『聖女デリリラ焼き』なんてのもある。でも、ヒュドラ肉の料理を『聖女の串くし焼やきデリリーラン』って名付けるのはどうなんだろう──

「「「「「「大人気ですね、聖女さま！」」」」」」

『イヤミかな!?　それ、イヤミなのかなぁ!?』

　聖女さま（ゴーレム）は、ぎろん、って感じで、僕たちをにらみつけた。

『ぜんっぜんうれしくないよ！　死んでから称えられても楽しくないよ！　まったく、みんなで人の名前で好き勝手して。もーっ！　もーっ!!』

　ぱたぱた、と、羽を動かす聖女さま（ゴーレム）。

『恥ずかしいからもう帰る！』

「ゆっくりしていけばいいのに」

『眠いし。旅に出る前にダンジョンを封じておかなきゃいけないだろ？』

　当たり前のことのように、聖女さまは言った。

『貴族にばれちゃったからね。出入り口を別の場所に作り直すさ。候補はいくつかあるよ。君たちには伝えておこう。用があったら来てよね。なくても来ていいからね！』

「ほんっと、さびしんぼですね」

『うっさいなぁ。しょうがないだろ。デリリラさんってば、君たちのせいで、なおさら消えられなくなっちゃったんだから』

『『『ことことことことっ！』』』

　いつの間にか、地面にはちっちゃなゴーレムたちがいた。

『この時代の友だち──君たちの行く末を見守るって楽しみができちゃったからね。ほんとに……困るよ。死んでからこんな楽しいことがあるなんて思わなかった。もーもーもーっ』

『『『ことことこと！』』』

　ゴーレムたちは同意するようにうなずいた。

　それからデリリラさんと彼らは、僕たちを路地へと引っ張っていった。

　そこにはゴーレムたちが持って来た、小さな箱が置いてあった。

　デリリラさんが、ぱちん、とくちばしを鳴らすと、ゴーレムたちがそれを開く。

　入っていたのは、聖女さまの姿をした人形だった。

　１／10スケールの聖女デリリラフィギュアだ。魂が移動したのか、鳥型ゴーレムが動きを止めて、代わりにフィギュア型のデリリラさんが動き出す。

　本当に人間のような動きで立ち上がると、ローブの裾すそをつまんで、一礼した。

『この町を救ってくれたこと、デリリラさんのいる「魔力ポイント」を守ってくれたことに、改めて感謝だよ。ありがとう。少年、そして、彼を愛する少女たち』

「えっと……」

『君たちが町を守ってくれなければ、デリリラさんはもう、こうやって出歩くこともできなくなってた。神殿跡に縛られた霊体として、闇の中で、ひとりぼっちだっただろう。それを救ってくれたのは君たちだ。本当に……なんてお礼を言っていいのかわからないよ』

　聖女さまは、そのまま頭を下げ続けてる。

　改めて感謝されると照れくさいけど──

「僕たちは、したいことをしただけです。でも、どういたしまして」

『ふっふーん。そう言うと思ったよ』

「でも、その人型ゴーレムって、どうしたんですか？」

『前に作っておいたんだよ。自分がどんな姿をしてたのか、忘れないようにね。君たちにはこの姿であいさつをしたかったんだ』

　デリリラさんは、少し考え込むように、唇に指を当てて──

『それと、自分がどんな表情をしてるのか、確かめたくなってね』

「どんな表情、ですか？」

『ヒュドラ襲来のとき、聞かれたじゃないか。どんな顔をしてますか、って』

　そういえばそんなこともあったね。

　あのときの聖女さまは、活動するための「魔力ポイント」をなくしそうになってるときで……なんだか、泣きそうな声だったから。

『デリリラさんは基本、ゴーストだから鏡には映らない。でも、この姿なら……ほら、水たまりに、顔が映ってるだろう？』

　そう言ってデリリラさんは楽しそうに、くるり、と一回転。

『だから、友だちの前で自分がどんな顔をしてるのか、確かめたくなったのさ』

「笑ってますね」

『うん。そうだね』

　そう言った聖女さまは、すごくいい笑顔だった。

『まー、町とデリリラさんを助けてくれた友だちへの、その……礼儀みたいなものかな。ゴーレムたちには、ちょっと手間をかけさせちゃったけど』

『『『ことことことことっ！』』』

　ちっちゃなゴーレムたちは、そろって首を横に振った。

　手を伸ばして、地面に文字を書く『ちょうよゆう』って。超余裕なのか。

『お別れの前に──ここは迷宮の奥じゃないけど、デリリラさんと握手だ』

　そう言って聖女さまは、僕に向かって手を伸ばした。

「元気でいてください。聖女さま。また絶対、遊びに行きますから」

　僕と聖女さまは、軽く手を握り合う。

『じゃあ、デリリラさんは帰るよ』

　そう言って聖女さまは、さっきまで自分が入っていた鳥型ゴーレムにまたがった。

　箱を運んできた地上型ゴーレムたちが、その足にしがみつく。

　それから聖女さまは、なにかを思い出したように。

『そうそう、最後に現れた魔物のことだけど』

「黒い目玉、ですよね」

『なんだか、竜の一部にも見えたんだよ』

「竜の？」

『天竜とか、海竜じゃないよ。闇に堕おちた魔竜──ドラゴンゾンビみたいなものさ。そういうのが昔、いたんだよ。王家がこの国を作ったとき、勇者に殺された悪い竜が、闇堕ちしたんだったっけ？　殺される前に命いのち乞ごいをしたけど、情け無用で殺されちゃったという伝説が残ってるよ』

　闇に堕ちた竜──魔竜か。

　もしかしたら、それが謎のギルドと関係してるのかもしれないな。

「こっちでも調べてみます。情報ありがとうございました。聖女さま」

『そういえば、君たちはこれからどうするんだい？』

　聖女さまは僕の顔をのぞき込んだ。

『君たちはこの町を救った英雄でもあるわけだが、それを誇ってもいいんじゃないかな？』

「誇りはしませんよ。興味ないですから」

『そうなのかい？』

「ただし、利用はします」

　僕は聖女さまを見て、にやりと笑う。

「町は今、お祭り騒ぎになっています。たくさんの露店が並んでますし、店には、特別なときしか出回らない商品もあります。サウナも割引になってますし、他の施設だって一斉に開いてます」

『……だから？』

「ガイドブックを作るため、できる限り遊び回るに決まってるじゃないですか」

　僕たちの目的は、地図作り。

　それとイリスと話し合って、観光地ガイドを作ることにしてある。

　お祭り騒ぎになってる今は、またとない機会だ。保養地に新たに誕生した『聖女祭り』に『聖女を称える歌』そして今だけの限定メニュー『デリリーラン』──

　これらの情報があれば、他の町の人たちの興味を引くガイドブックができるに違いない。

「それじゃ行くよ。みんなは休暇をめいっぱい楽しむこと。で、あとでなにが面白かったか報告して。それをガイドブックに反映するから。いいな！」

「「「「「了解しました。ナギさま！」」」」」

『君たち本当にぶれないな！』

　聖女さまは手で、鳥型ゴーレムは翼で、びしっ、とツッコミを入れてくる。

『でもまぁ、それが君たちのいいところか。町は救うけど、でも、自分たちの本当にしたいことは忘れない。そういう君たちなら「役割」にとらわれることもないだろう』

　聖女さまは、笑った。

　鳥型ゴーレムがゆっくりとはばたく。浮き上がる。

『じゃあ、またね。デリリラさんのこと、忘れちゃやだよ！　ばいばーい！』

　そう言って聖女さまは飛び去っていった。

　出会ったときとも違う、すごくいい笑顔で。










　それから、僕たちはたっぷりとお祭りを楽しんだ。

「ナギさま！　くじ引きをやっています。一等賞は天竜の翼をかたどった指輪だそうですよ」

「イリスの観察によると同じ番号が一定周期で出ております。おそらく、一等賞が出ないようになっているのでしょう。そういえば警備兵さんがこちらを見て……え？　三等賞をくださるのですか？　でもイリスたちはくじを引いては──お店の方、どちらに行かれるのですか？　あの……」

　セシルとイリスを連れて、露店のくじ引きをひやかしたり。




「もぎゅもぎゅ。ヒュドラ肉の串焼き、美味しいですぅ。『デリリーラン』は保養地の名物になりますよぅ。最高ですぅ！」

「でも、味付けを塩に頼り過ぎな気がするの。リザード系の肉は塩よりも、『オニワラワラ（異世界トウガラシ）』の粉をかけた方が深みが出るの。なぁくんに食べてもらうにはこれくらいしないとね（ぱらぱらっ）。ラフィリアさん、味見をお願いなの」

「こ、これはああああっ！　ぜ、全然味が違うですぅ！」

「お隣に香辛料のお店があって良かったの──って、あれれ？　人が集まってきたの。えっと、えとえと。起動『動体観察』！　なぁくん、ラフィリアさん、一緒に人混みを脱出なの！」

　アイネとラフィリアと一緒に、名物料理を堪能したり。




「見てみて、ナギ。大道芸をやってる！」

「ほほぅ。頭に剣先を乗せてバランスを取るとは、面白いのぅ」

「……ナギ、集中して見てるわね。ねぇ、レギィちゃん。ご主人様、こういうのが好きなのかな」

「……家でもできればいいのじゃがのぅ。ほれ、獣人娘よ。お主ならできるのではないか？」

「できるかも。剣先を『神聖力』で弾はじけばいいのよね」

「いいぞ。ほれ。我がダガーを持って──って、お主が剣の上に乗ってどうするのじゃ？」

「ご主人様を喜ばせるためだもん。これくらい……あれれ？　人が集まってきたよ？」

「当たり前じゃ！　逃げるぞ主ぬしさま！　獣人娘よ！」

「ふぇぇぇん！　ごめんなさいご主人様ぁ」

　リタとレギィと一緒に、大道芸で大騒ぎしたり。

　これから作るガイドブックの取材と研究を兼ねた観光は、夕方まで続いた。

　そして集めたデータを、別荘に帰ってまとめた結果──




「みんなはめを外しすぎじゃないかな……」




　どうして『くじ引きのいんちきを見抜く方法』とか『串焼きの味付け改善法』とか『神聖力を利用した大道芸』の話になってるの？　どうしてみんな祭りのイベントに介入してるの？

「でもまぁ……楽しかったのなら、いいか」

　メインはみんなに休みをあげることだからね。

　そんなに必死になって、取材をしてもしょうがないんだ。

「それじゃ最後の質問。保養地に来てからの総まとめだよ。

　観光、お祭り、イベントすべて含めて、みんなが一番おすすめの場所はどこ？」

　僕はみんなに聞いてみた。

　セシル、リタ、アイネ、イリス、ラフィリアにレギィ。

　みんなは迷わず立ち上がり、僕の方にやってきて──




「「「「「「ここです！」」」」」」




　セシルは僕の左側に、イリスは右側に。

　リタとラフィリアは僕の足下に。

　アイネは椅子の後ろから腕を回して、僕をぎゅ、と抱きしめて。

　最後にレギィが、僕の膝ひざの上に乗った。

「ということで。ここがわたしたちの一番おすすめの場所です」

「ナギにくっついてると、安心するんだもん」

「これだけは、どこにいても変わらないの」

「ならば『がいどぶっく』では、まっさきに『主さまの側そば』をおすすめするべきじゃろう」

「待ってくださいレギィさま。それでは、イリスたちの場所を誰かに取られてしまいます」

「ならば、暗号文にするのですよぅ。あたしたちだけにわかるように」

　……あの、ちょっと。

　おすすめの場所、ってそういう意味じゃないからね。

　みんな、わざと間違えたふりしてるよね？

「「「「「「さー」」」」」」

　でも、セシル、リタ、アイネ、レギィ、イリス、ラフィリアはしらんぷり。

　考えてみれば、みんな『社員旅行』に来たはずなのに、聖女さまのダンジョンに行ったり、貴族相手に戦ったりで、いろいろ面倒をかけてる。だから、これくらいはしょうがないかな。『ぶれいこう』って言ったのは僕だからね。

「とりあえず地図はできたし、ガイドブックのネタもできた。ただ、もうひとつ保険になるような、仕事のネタが欲しいな。時間はまだあるから、ごろごろしながらアイディア出しをしようよ。付き合ってくれる？」

　僕が言うと、みんなは「ぐっ」と親指を立てた。オッケーってことらしい。

　それから僕たちはリビングに毛布を敷き詰めて、飲み物とおやつを準備して、パジャマパーティの態勢に入った。

　日が暮れる前に商人のドルゴールさんから使いが来た。領主さんからの手紙を預かってきたそうだ。イリスが提案した『保養地ガイドブック』は採用とのことで、たたき台を作って欲しい、って書いてあった。

　これでまた一歩『働かずに生きる生活』に近づいた。

　でも──今日はお休みだから、このまま眠ろう。

　保養地の夜は暖かくて、魔力に満ちた土地だってよくわかる。保養地に施した『対能力寄生魔炎ワクチン』は効果を発揮してるから、しばらくは『来訪者』が来ても大丈夫。

　そんなわけで、僕たちは夜通しごろごろしながら、思いつくままに話し合い──

　これからのことを話してるうちに、いつの間にか「目指せ年収１８０００アルシャ！」計画の話題になり、セシルが真っ赤になって──

　まるでひとつの生き物みたいにくっついて、僕たちは眠りについたのだった。








あとがき






　お久しぶりです。千せん月げつさかきです。この本を手に取っていただき、ありがとうございます。

『異い世せ界かいでスキルを解かい体たいしたらチートな嫁よめが増ぞう殖しよくしました』の第６巻をお届けします。

　今回はナギたちが、旅先で新しい友人と出会います。真面目で不器用な彼女と、チート嫁を率いるナギのパーティ。彼らが巻き込まれる、新たな事件とは──。




『チート嫁』はコミカライズ版も連載されています。カタセミナミ様が描くナギとセシルとリタが、マンガの世界でいちゃらぶ大活躍です。こちらも合わせて、よろしくお願いします。




　それでは、最後に謝辞を。イラスト担当の東とう西ざいさま。今回も素晴らしいイラストをありがとうございます。今回登場の新キャラさんは、自分のイメージをはるかに超えた可愛かわいさでした。担当のＫさま。ときどき突発的に原稿を直したくなる作者にお付き合いいただき、ありがとうございます。「小説家になろう」で読んでくださってる皆さま、感想をくださる皆さまにもこの場を借りてお礼を言わせてください。本当に、ありがとうございます。

　そして、この本を手にとってくださった方にも、最大級の感謝を。

　このお話を気に入ってくださったなら、またお会いしましょう。


千月　さかき


















　ホームレス転生　～異世界で自由すぎる自給自足生活～　電子特別お試し版　（著：徳川　レモン　イラスト：ｏｘ）
















　新宿で路上生活を送っていた真一（56）は突然の落雷であっけなく命を落とした。目覚めると──そこはオークの跋扈する薄暗い地下ダンジョンだった……。

　ところが、持ち前の何でも試す逞しさが異世界では幸いしまくる!!　なぜかスキルを大量獲得、スライムを嚙んで喉を潤し、魔石を使って電気ガス完備並の極上生活!?　更にエルフの美女や犬人の少年との出会いも重なって──。

　前世を孤独に終えた男の、幸せな人生への再挑戦が始まる！








プロローグ









　天井から降り注ぐ眩まぶしい光に、地平線まで広がる草原。

　風がザワザワと草花を揺らし、さわやかな植物の香りが鼻へと届く。

　そんな場所で儂わしは大きな葉っぱを握っていた。

「ぐぬぬぬ……」

　どれだけ力を入れようともそれは引き抜けない。

　額から玉のような汗が流れる。

　偶然、見つけたこの植物は大根の葉によく似ていた。高さは三メートルにも及び、青々と伸びる濃緑の葉っぱは思わずバナナの木と見紛う。その立派さは畏い敬けいの念を抱くほどだ。

「うりゃぁぁああああああっ！　でりゃぁあああああああっ！」

　かけ声をかけるが、一向に地面から抜ける気配はない。

　根元からは僅わずかに白い部分が見えているのだが、動いた様子は確認できなかった。

　これを引き抜こうと思ったのは、もちろん食料にしようと考えたからだ。そうでなければ、このような野菜に固執する理由もない。しかしこの野菜は本当に抜けないな。地面の中で誰かが引っ張っているようにすら感じる。

「真しん一いち～！　どこにいるの～!?」

「こっちだ！　来てくれ！」

　畑から十メートルほど離れた場所で、悪戦苦闘している儂を仲間が見つけた。

　一人は紫色のローブを身に纏まとった金髪エルフの女性。名前はエルナ。もう一人は白髪の頭部からは狼おおかみの耳、お尻しりからはふさふさの尻しつ尾ぽを生やした半はん袖そでハーフパンツ姿の男の子。名前はペロだ。

　二人は近づいてくると、儂の握っている葉っぱに目をやった。

「げっ、これってダイコーンマンドラじゃない！」

「だいこんまんどら??」

「子供だって知っているくらい有名な魔獣よ！　引き抜くと鼓膜を破るほどの奇声をあげるんだから！」

「大根なら煮物だな。引き抜くのが楽しみだ」

「私の話を無視するな!!」

　エルナはウガーッと頭を抱えて髪をかきむしる。イライラしているみたいだが、カルシウムが足りていないのではないか。それとも女性特有のあの日か。とにかく駄目と言われるとやりたくなる。

「ペロ、手伝え！」

「わうっ！」

　ペロが引き抜きに加わった。尻尾を振り乱して嬉うれしそうである。きっとエルナの話を聞いていなかったのだろう。好都合だ。

　二人で葉っぱを引っ張ると、大根らしき白い根っこが少しずつ顔を出す。様子を見ていたエルナは、我慢できなかったのかペロの後ろで葉っぱを摑つかんだ。

「あーもう！　分かったわよ！　私も手伝えばいいんでしょ！」

「いや、儂とペロだけで十分だが」

「私だけのけ者なんていやよ！　やるなら三人一緒がいいじゃない！」

　素直じゃない奴だ。最初から手伝うと言えば良いものを。

　エルナも葉っぱを握ると揃そろって力を込める。

「せーの！　うんとこしょ！　どっこいしょ！」

　儂のかけ声に合わせて巨大な野菜を引っ張った。そのたびに地面から白い部分が出てくる。すでに三分の一は露出しているのではないだろうか。あと少し。

　すると、ボコンッと地面から白い何かが飛び出した。

「ぴぎゃぁぁあああああああああああああああああ!!」

　その瞬間、耳をつんざくような悲鳴が空気を震わせた。鼓膜が破れるかと思ったほどだ。音の発生源は大根だ。白く巨大な人型の根っこが地面でじたばたともがいている。

　顔のような三つの穴からは大音量の悲鳴が響き、耳を塞ふさがないと近くにはいられないほど。五メートルほどもあるナニかが暴れる光景は異様だった。儂とペロはすぐに両手で耳を塞いだ。しかし耳の良いエルナは葉っぱを摑んだまま気絶しており、口からぶくぶくと白い泡を吐いている。

「ぴぎゃぁぁあああ！」

　人型の根っこは悲鳴をあげながらも器用に立ち上がると、地平線に向かって猛ダッシュする。その速度はサッカー選手なら世界を狙えるほどだ。儂とペロは捕まえる為に飛びかかったが、巨体に似合わない素早い動きで回避されてしまう。

　あっという間に彼方へと消えてしまうと、呆ぼう然ぜんと見送っていたペロが呟つぶやく。

「エルナおねぇちゃん……」

　ダイコーンマンドラにエルナは連れ去られてしまった。

　気絶しても葉っぱを放さないとは感心してしまう。さすがは大魔導士を目指す者だ。

「ぴぎゃぁぁああああああ！」

　後方で新たな鳴き声が聞こえた。どうやら先ほどのダイコーンマンドラに触発されて、もう一匹のマンドラが地面から飛び出たらしい。今度こそ逃がすまいと儂とペロは挟み撃ちにする。

「さぁ、これで逃げられないだろう。大人しくしろ」

「わうぅ！　今度こそ捕まえる！」

　じりじりと距離を詰めると、およそ一メートルほどのマンドラは怯おびえた様子で前後を確認する。

　先ほどのよりも小柄だが、食べるには十分な大きさだ。儂は脚力強化スキルを発動させると、小型マンドラをヘッドスライディング気味に両手で捕獲した。

　うはははっ！　残念だったな！　儂の勝ちだ！

　ナイフを抜き、じたばたと暴れるダイコーンマンドラの首筋（？）へ突き立てた。

　動かなくなったついでにスキルも頂く事にする。




【取得するスキルを選んでください：ダイコーンマンドラ】

【光合成（初級）、声帯強化（初級）】

【ＹＥＳ／ＮＯ】




　うーむ。魅力的なスキルとは言いがたいな。取得するのはやめておいた方が良さそうだ。

「エルナおねぇちゃん帰ってこない」

「そうだな。まぁ、大丈夫だろう」

　儂とペロは地平線を見つめて勝手に納得する。

　その後、泣きながら帰ってきたエルナによって、儂とペロは一時間ほど説教を受ける羽目となった。





◆






「ヴぅぅさびぃ！」

　ガサゴソとブルーシートに覆われたダンボールハウスから這はい出た。

　まだ辺りは夜気が漂っているせいか肌寒い。

　見上げると黒い雲が空を覆い隠し、遠くからはゴロゴロと雷の音が響く。湿気を含んだ風がこの新宿中央公園を通り抜けていた。最悪の天気だ。他のホームレス達も空を見上げて溜ため息いきを吐いている。

　空からぽつぽつと雨粒が降り始めた。

「あー、不ま味ずいな。本格的に降りそうだ」

　今日は空き缶集めをするつもりだったんだがなぁ。嵐になりそうだし予定を変更するか。

　天気が荒れる日は基本的に屋根がある場所へと避難する。よく使うのは渋谷の高架下だ。あそこには知り合いがいるので、挨あい拶さつがてら顔を出しに行くのが習慣となっている。

　荷物をまとめると儂は公園を出発した。

　降っていた雨は次第にぽつぽつからザァザァへと勢いを増した。

　持ってきていたダンボールを傘にしながら足を速める。

「うひぃ、酷い雨！　一張羅がずぶ濡ぬれだ！」

　真上では眩まばゆい光と共に雷鳴が轟とどろく。ドコドコと太鼓を打ち鳴らすような音に、本能的恐怖心が湧き起こった。

　雷は勘弁してくれ！　頼むから落ちてくるなよ！

　ようやくスクランブル交差点へとたどり着いた。あと少しで目的地へと到着する。

　信号はまだ赤だが、もうじき青へと変わる事だろう。その間にも雨は勢いを増していた。短くも長い時間である。

　青に切り替わると勢いよく飛び出した。走っているのは儂だけだ。

　その瞬間、ピカッと目を覆いたくなるほどの激しい光が視界を奪う。言葉にならないほどの熱が全身を焦がし、耐えられる痛みの限界を容易に振り切る。雷に打たれたのだと直感で分かった。

「あ……ああ……」

　薄れゆく意識の中で死を強烈に感じた。すでに倒れているのか立ったままなのかすら分からない。目が見えないのだ。かすかに人の声が聞こえた。大勢の人間が「大丈夫か!?」や「すぐ救急車を！」などと気にかけてくれる。

　恐らく助からない。そんな予感がする。ああ、もう考える事もできなくなってきた。最後にサーモンの刺身でもたべたか…………。

　意識はプツンと途絶えた。








第一章　魔導士エルフ









「痛っ!?」

　突然に訪れた痛みと衝撃は儂の意識を覚かく醒せいさせた。

　お尻から伝わってくる感触は冷たく、石床に全裸のまま放り出されたような感じだ。

　訂正。感じとかじゃなく本当に全裸だ。股こ間かんの我が息子がブラブラと揺れて寒い。それにかなり強くお尻を打ったのか、未だにジンジンと痺しびれている。

「……ここはどこだ？」

　周りは見覚えのない景色だった。

　壁や床は古めかしい岩のブロックで造られており、どこかの通路だと思われる。天井を見上げると電灯らしき物は設置されていない。その為か非常に薄暗く目が慣れるまでに時間がかかった。

　儂はどうしてこんなところにいる？　ここに来るまでの記憶は？　服はどうした？

　脳裏に大量の疑問が湧き出す。が、いくら考えようと何一つ答えは得られない。ここに至るまでの記憶が欠落しているのだ。

「落ち着け。ここに来る以前の事を思い出せ。儂は田た中なか真一。五十六歳。ホームレスは十年ぐらいしているはずだ。最近の出来事は渋谷で雷に打たれた事だ。いいぞ、ちゃんと覚えているじゃないか」

　よくよく考えてみれば、雷に直撃されて生きている事が不思議だ。いや、不自然？

　落雷から生還した人間はいないわけではないが、今の儂わしはそれにしてはあまりにも無傷であり健康そのもの。むしろ若返ったように体力が漲みなぎっている。生まれ変わらない限りこんな事はあり得ない。

　…………生まれ変わった？

　そこでハッとした。これは巷ちまたで噂の転生と言う奴ではないだろうか。

　すれ違う学生やサラリーマンが、そのような話をしているのを度々耳にしていたのだ。近頃のラノベはすぐ転生させるとかなんとか。とにかく儂は死んで転生した。そう考える方が今は都合が良さそうだ。

「にしてもどこかの建物なのか？　ジメジメして鉄臭いし暗いし肌寒いし。転生するならもう少し過ごしやすい場所が良かった」

　ひたひたと宛てもなく歩き出す。

　幅は五メートルほど、高さも五メートルほどの長い通路がどこまでも続く。人が日常的に使用する建物としては大き過ぎる印象を受ける。人気も無く気味が悪いくらいに静かだ。

「む、十字路か」

　体感で五分程度。分かれ道へとさしかかった。人差し指をぺろっと舐なめて天井を指差すが、進むべき三方向からは風が感じられない。もちろん来た道も風がない為、空気の流れを辿たどっての移動は無理だろう。

　己の直感を信じて左へと曲がる。しかし、五分ほど歩いた先に十字路が現れた。今度は右へ曲がると五分後に十字路が見えた。そこを左に曲がると再び十字路へとたどり着いた。

　参ったな。まるで迷宮だ。

　腹は減ってきているし、そろそろ服を着ておきたいのだが。

「ぷきゅう！」

　その時、聞いた事もない鳴き声と共に、丸い物体が通路の先から飛び跳ねながら現れた。

　直径四十センチほどの青いゼリー状の何か。それは足下まで来ると動きを止めた。しゃがみ込んで観察してみると、どうやらその丸い生き物は苔こけを食べているようだった。陸上のクラゲみたいな物だろうか？

「もしかすると儂は別世界……異世界へと転生したのかもしれないな」

　それは直感だった。昔から勘は良いので恐らく全くの見当違いではない事だろう。

　儂は素早く青い物体を捕まえた。

「ぷきゅう！　ぷきゅうう！」

　謎の生き物は腕の中で跳ねるように暴れる。実は先ほどから美味そうに見えて仕方なかったのだ。なにせ見た目は大きなゼリーかグミである。空腹の儂には良い獲物だった。

「思わず捕まえてしまったが、もしかすると毒があるかもしれない……いや、待て。少しだけ囓かじってみるか」

　空腹と好奇心に負けてしまった。暴れるゼリーにがぶりと嚙かみつく。

　おおおっ！　これは悪くない！　味はないがさっぱりとしていて瑞みず々みずしいじゃないか！

　ちゅるんとした歯触りにさわやかなミントの香り。舌にぴりぴりとした刺激がありなかなか癖になる。しかも囓った箇所から水分があふれ出る為、水分補給にも最適だった。

「くはぁ、満腹だ」

　気が付けばゼリー状の生き物を全て食べていた。腹を撫なでながら満足する。

　ふと床に目を向ければ、先ほどの生き物の欠片が必死で逃げようと這いずっている。

　結局、この生き物はなんだったのだろうか？

　疑問が頭に浮かぶと同時に視界に文字が現れた。




【鑑定結果：スライム】




　スライム？　この生き物はスライムというのか？

　いやいや、それよりもこの鑑定結果とはなんなんだ。







　この続きは現在配信中の『ホームレス転生　～異世界で自由すぎる自給自足生活～』にてお楽しみください
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